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1

NetVault Backup 
Plug-in for Exchange － はじめに   

• NetVault Backup Plug-in for Exchange ： 概要

• 主な利点

• 機能概要

• 対象ユーザー

• 参考資料

NetVault Backup 
Plug-in for Exchange ： 概要
Quest® NetVault® Backup Plug-in for Exchange （Plug-in for Exchange） によ り、 Exchange のリ カバリの可能

性を高める こ とが可能です。 また、 ユーザーはさ まざまな リ カバリ ・ シナ リ オに対応し たバッ クア ッ プ ・ ポ リ
シーを柔軟に作成する こ とができます。 Exchange Server の ESE （Extensible Storage Engine） や VSS
（Volume Shadow Copy Service） を使用し たオン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プのサポー ト によ り、 Exchange 内部につ

いて習得し ていな く ても、 目的のバッ クア ッ プ方法を選択する こ とが可能にな り ます。 本プ ラグイ ンでは、 Web
ベースのユーザー ・ イ ン ターフ ェ イス （WebUI） と自動化されたワーク フ ロー ・ プロセスを使用し て、 一元的に

Exchange Server のバッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ・ ポ リ シーを確立、 設定、 定義できます。 これらのポリ シーに

は、 データベース可用性グループ （DAG）、 ローカル連続レプ リ ケーシ ョ ン （LCR）、 シングル ・ コ ピー ・ ク ラ

ス タ （SCC）、 またはク ラス タ連続レプ リ ケーシ ョ ン （CCR） 環境で構築されたポリ シーが含まれます。 本プ ラ

グイ ンではきめ細かい制御が可能で、 イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン ・ ス ト ア全体、 個別のス ト レージ ・ グループ、 または
個別のデータベースを リ ス ト アできるため、 ダウン タ イムを最小限に抑えられます。 幅広いバッ クア ッ プ ・ デバ
イスが統合されるため、 データの保護およびオフサイ ト への保存によ って障害復旧および業務継続性の目標が満
た される とい う安心感を得る こ とができます。

主な利点
• Exchange 構築中でもシステムの信頼性を高め、 リ スク を低減 ： Plug-in for Exchange は、 多様な リ カバ

リ ・ シナリ オに対応できる柔軟性を備えたバッ クア ッ プ ・ ポ リ シーを作成できます。 Exchange 内部につ

いて習得し ていな く ても、 また、 ESE と VSS のどち らでも、 最適なバッ クア ッ プ方法を選択する こ とが

可能です。

メ モ ： Exchange 2007 では、 データベース情報および ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログは Exchange Server のコ ン

ポーネン ト のひとつと し て格納され、 ス ト レージ ・ グループ と呼ばれています。 Exchange 2010 以降で

は、 ス ト レージ ・ グループの概念は廃止され、 データベースも特定サーバーと結び付いていません。 両
バージ ョ ンの Exchange Server の設定を表すため、 Quest では本ド キュ メ ン ト 全体でス ト レージ ・ グルー

プ / メ ールボ ッ クス ・ データベース と表記し ています。
Quest NetVault Backup Plug-in for Exchange 12.0 ユーザーズ ・ ガイ ド       

NetVault Backup Plug-in for Exchange － はじめに     
5



Plug-in for Exchange の柔軟なバッ クア ッ プ機能には以下のものもあり ます。

▪ ス タ ン ド アロン、 SCC、 LCR および CCR 環境の保護

▪ ESE または VSS ベースのオン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ

▪ データ をオン ラ イ ンにし た状態、 すなわちアクセス可能な状態でフル、 増分、 および差分バッ ク
ア ッ プを実行

▪ コ ピーのみバッ クア ッ プ

▪ 個々のデータベース ・ レベルまで保護

Plug-in for Exchange を使用し てバッ クア ッ プ ・ ポリ シーを実装する と、 障害発生時に必要と なる リ カバ

リ作業をおろそかにする こ と な く 、 よ り重要な タ スクに専念する こ とができます。 また、 どのよ う な状
況であろ う と、 電子メ ールが保護されている こ とが分かっているため、 IT 管理者の安心感は高ま り ます。

• 高速な リ ス ト アによ り ダウン タ イムを短縮 ： Plug-in for Exchange を使用する こ とによ り、 リ ス ト アに必

要なバッ クア ッ プ ・ セ ッ ト を選ぶだけで、 本プ ラグイ ンが自動的に リ ス ト アを実行し ます。 利用可能性
を最大化するため、 プ ラグイ ンは、 きめ細かな リ カバリが実現できるよ う 設計され、 これによ りユー
ザーはイ ン フ ォ メ ーシ ョ ン ・ ス ト ア、 個別のス ト レージ ・ グループ、 個別のデータベースを完全に リ カ
バリする こ とが可能です。 本プ ラグイ ンのポイ ン ト アン ド ク リ ッ ク ・ オプシ ョ ンによ り、 バッ クア ッ プ
の定義やジ ョ ブのスケジュールなどのワーク フ ローを自動化し ます。

このほか、 Plug-in for Exchange は以下のリ ス ト ア機能を備えています。

▪ フル、 増分、 および差分リ ス ト ア

▪ イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン ・ ス ト ア、 個々のス ト レージ ・ グループ、 個々のデータベースの完全な リ ス
ト ア

▪ リ ス ト ア中のス ト レージ ・ グループ / メ ールボ ッ クス ・ データベースの名前変更

▪ 回復用ス ト レージ ・ グループ （RSG） および回復用データベース （RDB） へのリ カバリ

▪ 代替 Exchange Server へのリ ス ト ア

• ビジネスの継続性を確保 ： ビジネス上重要なアプ リ ケーシ ョ ンのデータ保護でオフサイ ト ・ バッ クア ッ
プは重要です。 本プ ラグイ ンは幅広いバッ クア ッ プ ・ デバイス と NetVault Backup との統合を有効に活用

し ます。 NetVault Backup では、 バッ クア ッ プの保存先バッ クア ッ プ ・ デバイスを柔軟に選択する こ とが

できます。 バッ クア ッ プをオン ラ イ ンで仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ （VTL） に保存できます。 また、 その

ジ ョ ブを複数の Exchange Server データベースや、 その他の専用データベースで共有される物理テープ ・

ラ イブ ラ リ、 または一般的なバッ クア ッ プを目的と し た物理テープ ・ ラ イブ ラ リ にも複製できます。

• バッ クア ッ プ ・ ウ ィ ン ド ウを削減し、 ス ト レージを軽減 ： Plug-in for Exchange は、 電子メ ールが保護さ

れ、 障害復旧に備えてオフサイ ト に保存されている とい う 安心感を提供し ます。 同時に、 経験が浅 く て
も リ ス ト アを開始できるため、 ダウン タ イムが短縮され、 ビジネス継続性が高ま り、 管理者は常時待機
し ている必要がな く な り ます。

機能概要
• ス タ ン ド アロン、 DAG、 SCC、 LCR および CCR 環境の保護

• ESE または VSS ベースのオン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ

• データ をオン ラ イ ンにし た状態、 すなわちアクセス可能な状態でフル、 増分、 および差分バッ クア ッ プ
を実行

• コ ピーのみバッ クア ッ プ

• 個々のデータベース ・ レベルまで保護

• イ ンプレース ・ アーカ イブのサポー ト

• フル、 増分、 および差分リ ス ト ア
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• イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン ・ ス ト ア、 個々のス ト レージ ・ グループ、 および個々のデータベースの完全な リ ス
ト ア

• リ ス ト ア中のス ト レージ ・ グループ / メ ールボ ッ クス ・ データベースの名前変更

• RSG および回復用データベース （RDB） へのリ ス ト ア

• 代替 Exchange Server へのリ ス ト ア

• リ ス ト ア中のデータベース名の変更

• Exchange Server 以外のサーバーへのリ ス ト ア

• ポイ ン ト ・ アン ド ・ ク リ ッ ク WebUI

対象ユーザー
本ガイ ドは Exchange Server のバッ クア ッ プおよびリ カバリ を担当するユーザーを対象とする ものです。

Exchange Server の管理について習熟し ている こ と を前提と し ています。 Exchange Server についての知識があ

れば、 効率的なバッ クア ッ プおよびリ ス ト ア戦略の定義に役立ちます。

参考資料
Quest は、 本プ ラグイ ンの設定時および使用時に以下のド キュ メ ン ト をすぐに利用できるよ う準備し てお く こ と

をお勧めし ます。

• Exchange Server 2016 ド キュ メ ンテーシ ョ ン ： https://technet.microsoft.com/ja-
jp/library/mt170645(v=exchg.160).aspx

• Exchange Server 2013 ド キュ メ ンテーシ ョ ン ： http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/bb124558.aspx

• Exchange Server 2010 ド キュ メ ンテーシ ョ ン ： http://technet.microsoft.com/ja-
jp/library/bb124558(v=exchg.141).aspx

• Exchange Server 2007 ド キュ メ ンテーシ ョ ン ： http://technet.microsoft.com/ja-
jp/library/bb124558(EXCHG.80).aspx

以下のド キュ メ ン ト も利用可能です。

• QuestNetVault Backup イ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault Backup サーバーおよ

びク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール方法について詳し く 説明し ています。

• QuestNetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault Backup の使用方

法と、 すべてのプ ラグイ ンで共通の機能について詳説し ます。

• QuestNetVault BackupCLI リ フ ァ レンス ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 コマン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ リ テ ィ の

詳細な説明を提供し ます。

これらのガイ ドは、 https://support.quest.com/technical-documents からダウンロー ド できます。
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2

Exchangeデータ保護戦略の定義

• 戦略の定義

• バッ クア ッ プ ・ シーケンス例

• スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ ベースのバッ クア ッ プについて

戦略の定義
Exchange Serverのバッ クア ッ プを作成する目的は、 メ デ ィ ア障害またはデータの破損によ って損傷し た

Exchange Serverを リ カバリする こ と です。 バッ クア ッ プ と復元を使用し て確実にリ カバリするには、 定義され

たビジネス要件を考慮し て、 データの可用性を最大限に確保し ながらデータ損失を最小限に抑えるよ う戦略を策
定する必要があり ます。

バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア戦略は、 バッ クア ッ プ要素と リ ス ト ア要素の2つの要素からな り ます。

• バッ クア ッ プ要素では、 Exchange Serverの可用性確保およびデータ損失の最小化の目標を達成するため

に必要なバッ クア ッ プのタ イプ と実行頻度を定義し ます。

• リ ス ト ア要素では、 リ ス ト アの実行責任者と、 特定タ イプの損傷または障害から リ カバリするためにど
のよ う な リ ス ト アを実行するかを定義し ます。

Exchange Serverデータベースの保護
データベースは、 Exchange Serverスキーマ内の最も きめ細かなス ト レージ構造体です。 メ ールボ ッ クスが特定

のデータベースに割り当てられる こ と で、 セキュ リ テ ィ または拡張性向上を目的と し た メ ールボ ッ クスによる
データの隔離が実現可能にな り ます。 時折、 ク リ テ ィ カルまたは大容量のメ ールボ ッ クスはパフ ォーマンスの向
上あるいはよ り高い頻度でバッ クア ッ プを実行するため、 別のデータベースに隔離される こ とがあ り ます。

データベースは、 Exchange Serverによ ってサポー ト される メ ールボッ クス、 メ ッ セージ、 フ ォルダ ・ ス ト アや

その他さ まざまなデータ ・ オブジ ェ ク ト を格納するために使用されます。 さ まざまなデータ ・ オブジ ェ ク ト が格
納できますが、 データベースは通常、 メ ール ・ ス ト アかパブ リ ッ ク ・ フ ォルダ ・ ス ト アのいずれかのタ イプに分
かれます。 Exchange Serverの用語では、 「ス ト ア」 は 「データベース」 と同義です。

さ らにMicrosoftでは、 並列データベースのサポー ト を増すこ とによ り、 Exchange Server製品エデ ィ シ ョ ンの差

別化を図っています。 そのため、 Enterprise EditionはStandard Editionと比較し て、 よ り多 く の並列データベー

スのサポー ト が特徴づけられています。

Exchange Serverのト ランザクシ ョ ン ・ ログの保護
Exchange Serverデータベースに実行されたすべての変更は、 まず ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルに書き込

まれます。 ユーザーがメ ールボ ッ クスに格納されたデータ を変更し た り、 データがメ ールボ ッ クスに追加された
りするたびに、 その変更はExchange Serverデータベースに書き込まれる前に ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イ

ルに書き込まれます。
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利用可能なバッ クア ッ プ方法
Plug-in for Exchange では、 以下のバッ クア ッ プ方法を使用できます。

• ESE （Extensible Storage Engine）

• VSS （Volume Shadow Copy Service）

Exchange 2007では、 プ ラグイ ンはESEまたは純粋なVSSバッ クア ッ プ戦略の実行をサポー ト し ます。 つま り

バッ クア ッ プ戦略にESEバッ クア ッ プ とVSSバッ クア ッ プの組み合わせではな く 、 どち らかを含む必要があ り ま

す。 Exchange 2010以降では、 VSSはExchangeがサポー ト する唯一のオプシ ョ ンです。

ESE （Extensible Storage Engine） バッ クア ッ プ方式

• サポー ト されるExchangeのバージ ョ ン ： Exchange 2007

• サポー ト されるExchangeシステム ： ス タ ン ド アロン、 SCC/フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ、 LCR （アク

テ ィ ブ ・ コ ピーのみ）、 CCR （アク テ ィ ブ ・ コ ピーのみ）

Microsoftでは、 ESEを利用し たExchange Serverデータベースのオン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ実行機能をサポー ト

し ています。 ESEとは、 Microsoftが提供する標準Exchange Serverコ ンポーネン ト で、 Exchangeと高レベルの互

換性があり ます。

VSS （Volume Shadow Copy Service） バッ クア ッ プ方式

• サポー ト されるExchangeのバージ ョ ン ： 2007、 2010、 2013、 2016

• サポー ト されるExchangeシステム ： すべて

Microsoftは、 VSSを使用し たExchangeデータのスナ ッ プシ ョ ッ ト の作成をサポー ト し ています。 Microsoftでは、

Exchange固有のVSS Writerを提供し てExchange Serviceを連係させ （Plug-in for Exchangeの代わり と なる動

作）、 バッ クア ッ プ用ス ト レージ ・ グループ/メ ールボ ッ クス ・ データベース ・ フ ァ イルを用意し、 バッ クア ッ プ

の前にExchange ト ラ ンザクシ ョ ンのためにIOアク テ ィ ビテ ィ を凍結し、 次にバッ クア ッ プが完了し たら ログの

凍結を解除し、 切り捨てを実行し ます。

VSSは、 Exchange 2007 LCRおよびCCR環境用のバッ クア ッ プ方法と し て推奨されています。 CCR環境でVSS
バッ クア ッ プ方式を使用する場合、 管理者はアク テ ィ ブまたはパッ シブ ・ ノ ー ド のどち ら をバッ クア ッ プするか
選択できます。

Exchange 2010以降では、 VSSはExchangeがサポー ト する唯一のオプシ ョ ンです。

VSSを使用し て、 次のこ とができます。 

• スナ ッ プシ ョ ッ ト を使用し て、 デ ィ スク ・ ベースまたはテープ ・ ベースのス ト レージ ・ デバイスへの整
合性のあるバッ クア ッ プを実行する。

• NetVault Backupでサポー ト されているデ ィ スク ・ アレ イにスナ ッ プシ ョ ッ ト をバッ クア ッ プ と し て作成

し て保存する。

重要 ： Windows Server 2008はExchange Server 2007 SP1以降をサポー ト し ますが、 それ以前のExchange 
2007バージ ョ ンはサポー ト し ていません。 標準Exchange Server 2007 SP1イ ンス ト ールにおいて、 ESEク

ラ イアン ト  ラ イブラ リ （esebcli2.dll） はExchange Server Binフ ォルダに格納されています。 Exchange 
Server 2007 SP1のesebcli2.dllバージ ョ ンは8.1.240.5です。 ただ し、 このラ イブ ラ リ をExchange Binフ ォ

ルダからWindows Binフ ォルダへレプ リ ケー ト し ないと、 Windows Binフ ォルダには古いバージ ョ ンの.dll
フ ァ イルが表示される場合があり ます。 Plug-in for Exchange はESEク ラ イアン ト ・ ラ イブラ リ を使用し ま

す。 これは、 Windows Binフ ォルダ内で利用可能です。 Windows Binフ ォルダ内に古いバージ ョ ンのラ イブ

ラ リが格納されている と、 バッ クア ッ プまたはリ ス ト ア ・ ジ ョ ブは失敗する こ とに注意し て く だ さい。
ジ ョ ブが失敗し た場合は、 ESEク ラ イアン ト ・ ラ イブ ラ リのコ ピーをWindows Binフ ォルダから別の安全

な場所に退避し てから、 ESEク ラ イアン ト ・ ラ イブ ラ リのコ ピーをExchange Server Binフ ォルダから

Windows Binフ ォルダへコ ピーし た後、 バッ クア ッ プまたはリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを再度実行し ます。
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ESEとVSSバッ クア ッ プ方式の比較

Exchangeバッ クア ッ プ戦略用にバッ クア ッ プ方法を定義する場合、 以下の違いを考慮する必要があ り ます。

• Exchange 2007およびそれ以前では、 VSSベース ・ バッ クア ッ プはス ト レージ ・ グループ ・ レベルでのみ

実行可能です。 つま り、 データベースを個別にバッ クア ッ プする こ とはできません。 これに対し、 ESE
ベース ・ バッ クア ッ プではデータベースを個別にバッ クア ッ プする こ とが可能です。

• VSSベース ・ バッ クア ッ プからの個別データベースのリ ス ト アはサポー ト されていますが、 ス ト レージ ・

グループ全体はオフ ラ イ ンになっている必要があ り ます。

• 複数のVSSベース ・ バッ クア ッ プを同時に実行でき、 各バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブで複数のス ト レージ ・ グ

ループが同時にバッ クア ッ プできて、 バッ クア ッ プ ・ ウ ィ ン ド ウも減らすこ とができます。 ESEでも異

なるス ト レージ ・ グループ用に複数のバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを同時に実行する こ とができますが、 各
ジ ョ ブはメ ールボ ッ クス ・ データベースをシ リ アルにバッ クア ッ プ し ます。

• LCRおよびCCR環境において、 ESEベースのバッ クア ッ プではアク テ ィ ブ ・ コ ピーのみを対象とするの

に対し、 VSSではアク テ ィ ブ ・ コ ピーとパッ シブ ・ コ ピーのどち らでもバッ クア ッ プする こ とが可能で

す。 パッ シブ ・ コ ピーをバッ クア ッ プする と、 2番目のコ ピー場所で使用可能な追加リ ソースを活用でき

ます。 パッ シブ ・ コ ピーのバッ クア ッ プでは、 通常の稼働時間中に実際のク ラ イアン ト ・ アク テ ィ ビ
テ ィ と同じ リ ソースの競合がないため、 よ り長時間のバッ クア ッ プ ・ ウ ィ ン ド ウも可能にな り ます。

• ESEベースのバッ クア ッ プでは、 異なる ド メ イ ンの代替Exchange Serverにのみリ ス ト アが可能であるの

に対し、 VSSベースのバッ クア ッ プでは、 同一ド メ イ ンの代替Exchange Serverにリ ス ト アする こ とが可

能です。

ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルの管理
Exchange Serverにおけるバッ クア ッ プ戦略を定義する場合、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルの管理は第一

に考慮すべき項目です。

ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルの切り捨て
ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルの切り捨てはExchange Serverのス ト レージ ・ グループ/メ ールボ ッ クス ・

データベースを ク リーンア ッ プするために実行され、 その結果、 パフ ォーマンスが向上し、 必要なデ ィ スク ・ ス
ペース とデータベースのリ ス ト アに必要な時間が軽減し ます。

メ モ ： ［ス ト レージにフ ァ イルをバッ クア ッ プする］ オプシ ョ ンは、 デ ィ スク ・ ベースのすべての
ス ト レージでサポー ト されます。 ［スナ ッ プシ ョ ッ ト を永続的に保持する］ オプシ ョ ン と ［次の期
間を経過し たら廃棄］ オプシ ョ ンを使用するには、 バッ クア ッ プするデータが、 NetVault Backup
でサポー ト されているデ ィ スク ・ アレ イに存在し ている必要があ り ます。 また、 永続的なスナ ッ プ
シ ョ ッ ト の場合、 メ タデータのみがターゲッ ト にコ ピーされます。

メ モ ： Exchangeのバージ ョ ンによ っては、 ESEとVSSはサポー ト されていません。 このため、 使用する

Exchangeのバージ ョ ンによ って利用可能なバッ クア ッ プ方法も異な り ます。

重要 ： 重要 ： Exchange Serverデータベースに対するすべての変更はまず ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ

イルにコ ミ ッ ト されるため、 Questでは、 フル ・ バッ クア ッ プまたは増分バッ クア ッ プを定期的に実行し

て、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルが過剰に蓄積されないよ う にする こ と を強 く お勧めし ます。 定期
的なバッ クア ッ プを行う こ と で ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルの数を減らすこ とができます。 これを
行わないと、 結果的にバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが失敗する場合があ り ます。 また、 多数の ト ラ ンザクシ ョ
ン ・ ログ ・ フ ァ イルが蓄積される と、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの処理と イ ンデッ クスの生成にかかる時間に
悪影響を及ぼし ます。 Exchange Serverに頻繁に変更を行う環境の場合、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ

イルの蓄積を削減するため、 Questでは、 バッ クア ッ プの頻度も増やすこ と をお勧めし ます。
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Questは、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルの切り捨てが定期的に実行されるよ う、 バッ クア ッ プを実行する

こ と をお勧めし ます。 通常、 週ご と または月2回の ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルの切り捨てを実行する

バッ クア ッ プをお勧めし ます。 最適条件は、 使用し ている各Exchange Serverと その設定によ り異な り ます。

フル ・ バッ クア ッ プや増分バッ クア ッ プ ・ タ イプなどの ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルの切り捨てをサポー
ト するバッ クア ッ プ ・ タ イプを使用する場合、 プ ラグイ ンがExchange Serverにバッ クア ッ プが正常に完了し た

こ と を通知する と、 Exchange Serverによ って ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルの切り捨てが実行されます。

また、 切り捨ての発生はExchange Serverでレプ リ ケーシ ョ ンなど他の目的にログがまだ必要かど うかで決まる

ため、 バッ クア ッ プが正常に終了し た直後には切り捨ては発生し ない場合があ り ます。

DAG環境では、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルの切り捨ては、 データベースの再生ラグ ・ タ イム ・ プロパ

テ ィ と切り捨てラグ ・ タ イム ・ プロパテ ィ によ っても決ま り ます。 これらのプロパテ ィ は設定可能です。 再生ラ
グ ・ タ イムは、 データベース ・ コ ピーのログ再生を遅延させる時間を分単位で定義し ます。 切り捨てラグ ・ タ イ
ムは、 ログ ・ フ ァ イルがデータベース ・ コ ピーに再生された後に、 データベース ・ コ ピーのログ削除を遅延させ
る時間を分単位で定義し ます。

Exchange Serverが ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルを切り捨てるには、 以下の条件を満たす必要があり ます。

• 循環ログが有効になっているか、 または、 循環ログが無効になっていて正常に完了し たフル ・ バッ ク
ア ッ プまたは増分バッ クア ッ プにログ ・ フ ァ イルが含まれている。

• ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルのシーケンスが、 Exchange Serverデータベースに最後にコ ミ ッ ト さ

れた ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルのシーケンスよ り も少ない。 最後にコ ミ ッ ト されたシーケンス
は、 データベース ・ チ ェ ッ クポイ ン ト ・ フ ァ イル （.chk） に記録されています。

• DAGなどのレプ リ ケーシ ョ ン環境において、 データベースの他のすべてのコ ピーで、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・

ログ ・ フ ァ イルの受信と、 データベース ・ フ ァ イルへのその内容の再生を確認済みである。

DAG環境では、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルが再生されたこ とがすべてのデータベース ・ コ ピーで確認

されるまで、 各データベース ・ コ ピーに ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルが保持されます。 データベースの1
つまたは複数のパッ シブ ・ コ ピーが一時停止またはオフ ラ イ ンになっている と、 ログの切り捨てが行われず、 ト
ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルが蓄積し てデ ィ スク領域が消費されます。

ゆるやかな切り捨て

一時停止またはオフ ラ イ ンのデータベース ・ コ ピーによる ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルの蓄積の影響を和
らげるために、 Exchange Server 2013 Service Pack 1でゆるやかな切り捨てが導入されま し た。 ゆるやかな切り

捨てでは、 使用可能な独自のデ ィ スク領域がそれぞれのデータベース ・ コ ピーで追跡され、 デ ィ スク領域が著し
く 少な く なる と、 ゆるやかな切り捨てが適用されます。 ゆるやかな切り捨てが適用される と、 それぞれのパッ シ
ブ ・ データベース ・ コ ピーでその ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルが独立し て切り捨てられます。 アク テ ィ
ブ ・ データベース ・ コ ピーでは、 ログの再生が最も遅れているパッ シブ ・ データベース ・ コ ピーを無視し て切り
捨てが行われます。

ゆるやかな切り捨てはデフ ォル ト では無効になっています。 ゆるやかな切り捨てを有効にするには、 それぞれの
Exchange Server DAG ノ ー ド でWindowsレジス ト リ を編集する必要があり ます。 ゆるやかな切り捨てを有効にす

る前に、 それがデータ保護の目標に役立つこ と を確認し て く だ さい。 ゆるやかな切り捨ての有効化についての詳
細は、 Exchange Server ド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。

フル ・ バッ クア ッ プ対 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのみのバッ ク
ア ッ プ
フル ・ バッ クア ッ プは、 フ ァ イルのタ イプに関わらず、 データベース用のすべてのフ ァ イルをバッ クア ッ プ し ま
す。 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのみのバッ クア ッ プは、 データベース用の ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルのみ
をバッ クア ッ プ し ます。

メ モ ： ご使用の環境で ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルが蓄積し、 デ ィ スク領域が減少し ている場合は、
パッ シブ ・ データベース ・ コ ピーのオン ラ イ ン ・ ステータ スを確認し て く だ さい。 1つまたは複数のデータ

ベース ・ コ ピーを、 メ ンテナンスなどの理由で長期間にわたって一時停止またはオフ ラ イ ンにする必要が
ある場合は、 影響を受けるパッ シブ ・ データベース ・ コ ピーを一時停止またはオフ ラ イ ンにせずに、 削除
する こ と を検討し ます。 メ ンテナンスが完了し たら、 パッ シブ ・ データベース ・ コ ピーを追加し て戻すこ
とができます。
Quest NetVault Backup Plug-in for Exchange 12.0 ユーザーズ ・ ガイ ド       

Exchangeデータ保護戦略の定義
11



フル ・ バッ クア ッ プによ り、 すべてのデータベース ・ フ ァ イルがバッ クア ッ プ されますが、 これによ り ス タ ン ド
アロン ・ リ ス ト アに対処する こ とができます。 データベースのサイズによ っては、 ス ト レージ要件およびバッ ク
ア ッ プ完了に必要な時間とい う観点から、 フル ・ バッ クア ッ プが必要になる場合があ り ます。 大規模なデータ
ベースの場合、 ス ト レージ と時間の要件は、 重要な検討事項になる可能性があ り ます。

ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのみバッ クア ッ プは、 よ り軽量なバッ クア ッ プであ り、 最後のフル ・ バッ クア ッ プ以降
に起こ ったすべての新規アク テ ィ ビテ ィ の記録を目的と し ています。 このタ イプのバッ クア ッ プによ り、 大規模
なデータベースのバッ クア ッ プ時間やス ト レージ要件を大幅に軽減できる こ とがあ り ますが、 リ ス ト アを完了す
るには、 1つまたは複数の先行バッ クア ッ プへの依存関係も発生し ます。

バッ クア ッ プ ・ タ イプの確認
Plug-in for Exchangeでは、 以下のバッ クア ッ プ ・ タ イプを使用する こ とができます。

• フル ・ バッ クア ッ プ

• コ ピー ・ バッ クア ッ プ

• 増分バッ クア ッ プ

• 差分バッ クア ッ プ

バッ クア ッ プ ・ タ イプは、 Exchange Serverバッ クア ッ プ用オプシ ョ ンの完全なセ ッ ト を表し、 ト ラ ンザクシ ョ

ン ・ ログの管理ルールを順守し ています。

フル ・ バッ クア ッ プ
フル ・ バッ クア ッ プは実行できるバッ クア ッ プ ・ タ イプの中で最も一般的なものです。 これはデータベースやス
ト レージ ・ グループ/メ ールボ ッ クス ・ データベースの完全なバッ クア ッ プの実行に使用されます。 フル ・ バッ

クア ッ プはその他のいかなるバッ クア ッ プにも依存する こ と な く 、 ひとつの手順で リ ス ト アする こ とができま
す。

フル ・ バッ クア ッ プにはすべてのデータベース ・ フ ァ イルおよび ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルが含まれま
す。 フル ・ バッ クア ッ プがス ト レージ ・ デバイスに正常に書き込まれる と、 Plug-in for ExchangeはExchange 
Serverにバッ クア ッ プが正常に完了し た旨通知し ます。 Exchange Serverに ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イル

の切り捨てを実行するよ う設定し ている場合は、 この時点で切り捨てが実行されます。 Exchange Serverの健全

性とパフ ォーマンスを維持するには、 通常のフル ・ バッ クア ッ プを実行し ます。

コ ピー ・ バッ クア ッ プ
場合によ っては、 Exchangeイ ン フ ォ メ ーシ ョ ン ・ ス ト アの全体的なバッ クア ッ プおよびリ ス ト ア手順に影響を

与える こ と な く 、 特殊な目的でバッ クア ッ プを実行し なければならないこ とがあ り ます。 コ ピー ・ バッ クア ッ プ
は、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルの切り捨てを実行する こ と な く 、 すべてのデータベース ・ フ ァ イルの
バッ クア ッ プに使用されます。 このバッ クア ッ プによ り、 バッ クア ッ プの時点で存在し たフ ァ イルのスナ ッ プ
シ ョ ッ ト を提供し ます。 コ ピー ・ バッ クア ッ プは、 高速で ノ ン ・ イ ン ト ルーシブなExchange Server完全バッ ク

ア ッ プに使用され、 通常はスケーリ ングやマイグレーシ ョ ン ・ シナ リ オ用に使用されます。

コ ピー ・ バッ クア ッ プは、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルの切り捨てを実行し ないため、 Exchange Server
のデ ィ スク ・ フ ッ ト プ リ ン ト がバッ クア ッ プの結果と し て変更される こ とはあ り ません。 し たがって、 コ ピー ・
バッ クア ッ プではいかなる メ ンテナンス対策も実行する こ とはあ り ません。 そのためExchange Serverのパ

重要 ： 非連続レプ リ ケーシ ョ ン環境用のVSSベースのバッ クア ッ プでは、 フル ・ バッ クア ッ プまたは ト ラ

ンザクシ ョ ン ・ ログのみのバッ クア ッ プが完了し た時点で、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログを切り捨てます。
LCRやCCR環境では、 必要なすべてのログ ・ フ ァ イルがレプ リ カ ・ コ ピー内で再生されるまでMicrosoft 
Exchange Replication Serviceによ ってログの切り捨てが延期されます。 Microsoft Exchange Replication 
Serviceは、 削除予定のログ ・ フ ァ イルがパッ シブ ・ コ ピー ・ データベースに正常に適用され、 アクテ ィ

ブ ・ コ ピーおよびパッ シブ ・ コ ピー ・ データベースのチ ェ ッ ク ・ ポイ ン ト が問題と なっているログ ・ フ ァ
イルを通過させたこ と を確認し てから、 バッ クア ッ プ されたログ ・ フ ァ イルをアク テ ィ ブ ・ コ ピーおよび
パッ シブ ・ コ ピー ・ ログ ・ フ ァ イルのパスから削除し ます。
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フ ォーマンス管理も行いません。 コ ピー ・ バッ クア ッ プは、 通常のバッ クア ッ プ ・ ポ リ シーの一部と し ては考え
るべきではあり ませんが、 ある特殊な目的を持つバッ クア ッ プ ・ タ イプのひとつと考えて く だ さい。

増分バッ クア ッ プ
増分バッ クア ッ プは、 最後のフルまたは増分バッ クア ッ プ以後、 データベースに発生し た変更を記録する ト ラ ン
ザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルのバッ クア ッ プを実行し ます。 Plug-in for ExchangeがExchange Serverにバッ ク

ア ッ プが正常完了し たこ と を通知する と、 次にExchange Serverは ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログの切り捨てを実行し

ます。 これは、 メ ールボ ッ クス ・ データベースのメ ンテナンスに役立ちます。 増分バッ クア ッ プは高速で小規模
なバッ クア ッ プです。

ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのみのバッ クア ッ プのため、 増分バッ クア ッ プは、 「ベース」 と なるバッ クア ッ プを常
に必要と し、 大抵はフル ・ バッ クア ッ プが必要と な り ます。 まずフル ・ バッ クア ッ プを実行せずに増分バッ ク
ア ッ プを実行する と、 バッ クア ッ プは失敗に終わり、 さ らにExchange Serverの適切な リ ス ト アおよびリ カバリ

を妨げる場合があり ます。

以下の場合は、 増分バッ クア ッ プを実行し ないで く だ さい。

• 初期フル ・ バッ クア ッ プが作成されていない場合 ： ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログには、 最後のバッ クア ッ プ
が作成されてからデータベースに起こ った変更のみが含まれます。 つま り、 「ベース」 と なるバッ クア ッ
プが必要と な り ます。

• 複数ス ト レージ ・ グループを含む増分バッ クア ッ プが失敗し た場合 ： この場合、 増分バッ クア ッ プを実
行する前に、 まずフル ・ バッ クア ッ プを実行する必要があ り ます。 複数のス ト レージ ・ グループ/メ ール

ボ ッ クス ・ データベースを含む増分バッ クア ッ プが失敗し た場合、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのい く つか
は切り捨てられ、 永久に失われます。 この時点では、 ト ラ ンザクシ ョ ンはExchange Serverログから既に

削除されています。 データはExchange Server内にまだ存在し ている ものの、 増分バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ

が失敗し た後に作成された増分バッ クア ッ プを リ ス ト ア し よ う と し てもエラーが発生し ます。 この問題
は、 ひとつのス ト レージ ・ グループ/メ ールボ ッ クス ・ データベース しか持たない増分バッ クア ッ プが失

敗し た場合には適用されません。

• ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログを手動で切り捨てた場合 ： この場合、 増分バッ クア ッ プを実行する前にフルま
たは差分バッ クア ッ プを実行する必要があり ます。 Microsoftは、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログを手動で切り

捨てないこ と を強 く 推奨し ています。

差分バッ クア ッ プ
差分バッ クア ッ プは、 最後のフルまたは増分バッ クア ッ プ以後に発生し た変更を記録する ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ロ
グ ・ フ ァ イルのバッ クア ッ プを実行し ます。 差分バッ クア ッ プは、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログの切り捨ては実行し
ませんが、 その代わりExchange Serverの操作の健全性も保たれません。

各差分バッ クア ッ プには、 前の差分バッ クア ッ プにも含まれていた ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イル、 および
前の差分バッ クア ッ プ以降に生成された ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルが含まれる こ とにな り、 以降の差分
バッ クア ッ プのサイズが大き く な り、 その時間も長 く な り ます。 た と えば、 月曜日から土曜日までの差分バッ ク
ア ッ プを伴って、 日曜日にフル ・ バッ クア ッ プの実行がスケジュールされている場合、 月曜日の差分には日曜日
のフル ・ バッ クア ッ プ以降生成された ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルが含まれます。 一方、 火曜日の差分に
は、 月曜日に生成された ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルと火曜日に生成された ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・
フ ァ イルも含まれます。 水曜日の差分バッ クア ッ プには、 月曜日、 火曜日、 および水曜日の ト ラ ンザクシ ョ ン ・
ログが含まれる、 とい う よ う にな り ます。

ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログのみのバッ クア ッ プを使用する と、 増分バッ クア ッ プは、 「ベース」 と なるバッ クア ッ
プを常に必要と し、 大抵はフル ・ バッ クア ッ プが必要と な り ます。 まずフル ・ バッ クア ッ プを実行せずに差分
バッ クア ッ プを実行する と、 バッ クア ッ プは失敗に終わり、 さ らにExchange Serverの適切な リ ス ト アおよびリ

カバリ を妨げる場合があり ます。

差分バッ クア ッ プを フル ・ バッ クア ッ プ と と もに使用する こ と で、 良好なバッ クア ッ プ/リ ス ト ア ・ パフ ォーマ

ンスが得られる一方、 フル ・ バッ クア ッ プによる全体と し て適切なデータベース メ ンテナンスの実現とい う、 容
認できる ト レー ド オフが成立し ます。
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増分バッ クア ッ プ と差分バッ クア ッ プの比較
Exchange Serverは、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルを増分バッ クア ッ プにバッ クア ッ プ し た後、 ト ラ ンザ

クシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルの切り捨てを行う ため、 以降の増分バッ クア ッ プは高速にな り ます。 これは、 最後の
増分バッ クア ッ プ以降に作成された ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルのみをバッ クア ッ プするためです。 ただ
し、 増分バッ クア ッ プを使用する リ ス ト ア ・ シーケンスでは、 フル ・ バッ クア ッ プから障害時点までに実行され
たすべての増分バッ クア ッ プを継続し て リ ス ト アする必要があ り ます。 このプロセスでは、 複数のリ ス ト ア ・
ジ ョ ブを開始するためにユーザーが実行する操作が多 く な り、 リ ス ト アに長い時間がかかる可能性があ り ます。

差分バッ クア ッ プでは、 バッ クア ッ プ後の ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルの切り捨ては実行し ません。 後続
の差分バッ クア ッ プでは、 最後のフル ・ バッ クア ッ プ以降の ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルがバッ クア ッ プ
に含まれるため、 処理時間が増加し ます。 ただ し、 差分バッ クア ッ プを使用する リ ス ト ア ・ シーケンスでは、 フ
ル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア後に差分バッ クア ッ プを1つのみリ ス ト アするだけで済みます。 このプロセスでは、

リ ス ト ア ・ プロセス中にユーザーが実行する操作が少な く な り、 リ ス ト ア時間は短 く な り ます。

増分バッ クア ッ プ と差分バッ クア ッ プについて決定する際のその他の考慮事項と し ては、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ロ
グ ・ フ ァ イルの適切な切り捨て頻度です。 増分バッ クア ッ プを実行する場合、 Exchange Serverによ り ト ラ ンザ

クシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルは増分バッ クア ッ プ と同じ頻度で切り捨てられます。 た と えば、 増分バッ クア ッ プが
毎日実行されている場合、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルも毎日切り捨てられます。 ただ し、 差分バッ ク
ア ッ プの場合、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルはフル ・ バッ クア ッ プが実行された場合にのみ切り捨てられ
ます。 従って、 フル ・ バッ クア ッ プが週単位でのみ実行されている場合、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルも
週単位で切り捨てられます。

差分バッ クア ッ プ戦略の実装は、 よ り高速な リ ス ト アにつながり ますが、 Exchange Serverの健全な動作を管理

するため、 よ り高い頻度でのフル ・ バッ クア ッ プが必要にな り ます。

バッ クア ッ プ ・ シーケンス例
• フル ・ バッ クア ッ プのみ ： 要件で前日までのデータ保護が保証されてお り、 以下の条件に適合する場合、

夜間にフル ・ バッ クア ッ プを実行すれば十分です。

▪ バッ クア ッ プ時間枠が大きい

▪ 勤務時間外の電子メ ール量が少ない

▪ 定期的な ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルの切り捨てが必要である

• フル ・ バッ クア ッ プ と増分バッ クア ッ プ ： 要件で前日までのデータ保護が保証されてお り、 バッ クア ッ
プ時間をできる限り短縮する必要があり、 定期的な ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルの切り捨てが必
要である場合、 フル ・ バッ クア ッ プ と増分バッ クア ッ プを組み合わせて使用する こ とが最適です。

た と えば、 毎週日曜日の夜11:00にフル ・ バッ クア ッ プが実行され、 さ らに月曜日から土曜日の午後11:00
に増分バッ クア ッ プが実行されている と し ます。 この場合、 各増分バッ クア ッ プには、 前夜のバッ ク
ア ッ プ、 すなわち日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プまたは平日いずれかの増分バッ クア ッ プ
以降に生成された ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルが含まれます。

このバッ クア ッ プ ・ タ イプ ・ シーケンスのリ ス ト アには、 よ り長い時間がかかる こ とに注意し て く だ さ
い。 た と えば、 火曜日にリ カバリ を実行する場合、 日曜日のフル ・ バッ クア ッ プ と月曜日の増分バッ ク
ア ッ プを リ ス ト アする必要があり ます。 また、 水曜日に リ カバリ を実行する場合は、 日曜日のフル ・
バッ クア ッ プに続いて、 月曜日、 および火曜日の増分バッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ り ます。
バッ クア ッ プ時間は短 く な り ますが、 複数のリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを実行するために必要な操作が多 く なる
ため、 リ ス ト ア時間は長 く なる可能性があり ます。

• フル ・ バッ クア ッ プ と差分バッ クア ッ プ ： 要件で前日までのデータ保護が保証されてお り、 リ ス ト ア と
バッ クア ッ プ時間をできる限り早 く する必要があり、 時折 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルの切り捨
てが必要である場合、 フル ・ バッ クア ッ プ と差分バッ クア ッ プを組み合わせて使用する こ とが最適です。

た と えば、 フル ・ バッ クア ッ プを毎週日曜日の午後11:00に実行し、 差分バッ クア ッ プを月曜日から土曜

日の午後11:00に実行する と し ます。 各差分バッ クア ッ プには、 最後のフル ・ バッ クア ッ プ以降に生成さ

れた ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルが含まれます。 このプロセスでは、 増分バッ クア ッ プに比べて
バッ クア ッ プに時間がかかり ます。 リ カバリする必要のある特定時点に関わらず、 必要な リ ス ト ア ・
ジ ョ ブの数は同じ です。 た と えば、 火曜日にリ カバリ を実行する場合、 日曜日のフル ・ バッ クア ッ プ と
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月曜日の差分バッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ り ます。 また、 木曜日に リ カバリ を実行する場合は、
日曜日のフル ・ バッ クア ッ プに続いて水曜日の差分バッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ り ます。 以降
の差分バッ クア ッ プはサイズが大き く な り、 時間も長 く な り ますが、 実行する必要のある リ ス ト ア ・
ジ ョ ブは少な く なるため、 リ ス ト ア時間は短 く な り ます。

スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ ベースのバッ クア ッ
プについて
Exchange 2010以降を使用し ている場合、 プ ラグイ ンは、 ハー ド ウ ェ アまたはソ フ ト ウ ェ アのVSSプロバイダを

使用し て、 永続的または非永続的なVSSベースのスナ ッ プシ ョ ッ ト を作成できます。 プ ラグイ ンは、 VSSプロバ

イダを使用し てク ラ イアン ト 上にスナ ッ プシ ョ ッ ト を作成し た後、 選択し たデータ をスナ ッ プシ ョ ッ ト からス ト
レージ ・ デバイスにコ ピーし ます。

ス タ ン ド アロンExchange Serverシステムを使用し ている場合は、 ハー ド ウ ェ ア ・ ベースの統合VSSスナ ッ プ

シ ョ ッ ト をDell Compellentス ト レージ ・ アレ イで使用できます。 （DAG環境では、 ソ フ ト ウ ェ ア ・ ベースの

Microsoft VSSプロバイダを使用するVSSバッ クア ッ プのみがサポー ト されます。）

永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト を作成し て使用するには、 バッ クア ッ プするデータが、 NetVault Backupでサポー ト

されているデ ィ スク ・ アレ イに存在し ている必要があり ます。 サポー ト されていないデ ィ スク ・ アレ イ上のデー
タ、 またはローカル ・ ド ラ イブ内のデータ （そのスナ ッ プシ ョ ッ ト はMicrosoftのソ フ ト ウ ェ アVSSプロバイダを

使用し て作成されます） について永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト を作成し よ う とする と、 必要なハー ド ウ ェ ア ・ ス
ナ ッ プシ ョ ッ ト の作成に失敗し、 プ ラグイ ンはソ フ ト ウ ェ ア ・ スナ ッ プシ ョ ッ ト を使用するよ う にデフ ォル ト 設
定されます。 ソ フ ト ウ ェ ア ・ スナ ッ プシ ョ ッ ト を作成する と、 データはス ト レージにのみバッ クア ッ プ され
（［ス ト レージにフ ァ イルをバッ クア ッ プする］ オプシ ョ ンを選択し ていない場合でも）、 非永続的なスナ ッ プ
シ ョ ッ ト が作成されます。

同じ問題は、 NetVault Backupでサポー ト されているデ ィ スク ・ アレ イ とサポー ト されていないデ ィ スク ・ アレ

イまたはローカル ・ ド ラ イブが混在し ている さ まざまなス ト レージ内のデータがバッ クア ッ プに含まれている場
合にも発生し ます。 た と えば、 5つのExchangeメ ールボ ッ クス ・ データベースがバッ クア ッ プに含まれてお り、

3つのメ ールボ ッ クス ・ データベースはNetVault Backupでサポー ト されているデ ィ スク ・ アレ イ内の異なるボ

リ ュームに存在し、 残りの2つのメ ールボ ッ クス ・ データベースはExchange Server上の2つの異なるローカル ・

ド ラ イブに存在し ている場合、 ［スナ ッ プシ ョ ッ ト を永続的に保持する］ を選択する と、 NetVault Backupでサ

ポー ト されているデ ィ スク ・ アレ イに存在し ない メ ールボ ッ クス ・ データベースがあるために、 ハー ド ウ ェ ア ・
スナ ッ プシ ョ ッ ト の作成に失敗し ます。 必要なハー ド ウ ェ ア ・ スナ ッ プシ ョ ッ ト の作成に失敗し た後、 プ ラグイ
ンはソ フ ト ウ ェ ア ・ スナ ッ プシ ョ ッ ト の作成を試みます。 これに成功し た場合は、 ［ス ト レージにフ ァ イルを
バッ クア ッ プする］ オプシ ョ ンを選択し ていな く ても、 NetVault Backupで管理されているス ト レージにデータ

が保存されます。

NetVault Backupでサポー ト されているOSバージ ョ ンおよびデ ィ スク ・ アレ イについての詳細は、 『Quest 
NetVault Backup互換性ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

重要 ： DAGシステムでは、 ハー ド ウ ェ ア ・ スナ ッ プシ ョ ッ ト がプ ラグイ ンで現在サポー ト されていませ

ん。 DAG環境を実行し ている場合は、 DAGに含まれるすべてのExchange Serverでソ フ ト ウ ェ ア ・ ベース

のMicrosoft VSSプロバイダが使用されてお り、 そのソ フ ト ウ ェ ア ・ ベースのプロバイダがどのベンダーの

ハー ド ウ ェ ア ・ ベースのVSSプロバイダよ り も優先される こ と を確認し て く だ さい。 また、 NetVault 
Backupで管理される永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト がDAGシステムでサポー ト されないこ とに注意し て く ださ

い。
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Exchange Server システム構築計画 

• システム構築の概要

• ス タ ン ド アロン ・ システム構築

• 高可用性システム構築

システム構築の概要
Microsoft では、 以下を含む単一サーバーまたは高可用性環境における Exchange Mailbox Server のシステム構築

をサポー ト し ます。

• Database Availability Group （DAG、 データベース可用性グループ）

• Local Continuous Replication （LCR、 ローカル連続レプ リ ケーシ ョ ン）

• Single Copy Cluster （SCC、 シングル ・ コ ピー ・ ク ラス タ） またはフ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ

• Cluster Continuous Replication （CCR、 ク ラス タ連続レプ リ ケーシ ョ ン）

上記それぞれの環境に Plug-in for Exchange システムを構築する手順はほぼ同様です。 これは

Plug-in for Exchange が Exchange Server メ ールボ ッ クス ・ データベースをホス ト するサーバーにイ ンス ト ール

されるからです。 以下の ト ピ ッ クでは、 Exchange Mailbox Server のタ イプご とに Plug-in for Exchange システ

ム構築の詳細を説明し ます。

ス タ ン ド アロン ・ システム構築
• サポー ト される Exchange Server のバージ ョ ン ： すべて

• サポー ト される Exchange Server エデ ィ シ ョ ン ： すべて

• サポー ト されているバッ クア ッ プ方式 ： ESE および VSS

ス タ ン ド アロン ・ システム構築には、 単一の Exchange Mailbox Server が存在し ます。 Plug-in for Exchange が、

Exchange Mailbox Server と し て指定されたサーバーにイ ンス ト ールされ、 このサーバーですべてのバッ クア ッ

プおよびリ ス ト アを実行し ている と し ます。 このタ イプのシステムでは、 LCR のよ う な高可用性ソ リ ューシ ョ

ンは構築されていません。

Exchange Mailbox Server に NetVault Backup サーバーを イ ンス ト ールする こ とができる場合、 Quest では、 こ

れら 2 つのエンテ ィ テ ィ は別のマシンを使用する こ と をお勧めし ます。
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図 1. ス タ ン ド アロン ・ システム構築

高可用性システム構築
高可用性システム構築には以下が含まれます。

• シングル ・ ロケーシ ョ ンにおけるデータベース可用性グループ （DAG）

• Local Continuous Replication （LCR、 ローカル連続レプ リ ケーシ ョ ン）

• Single Copy Cluster （SCC、 シングル ・ コ ピー ・ ク ラス タ） またはフ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ

• Cluster Continuous Replication （CCR、 ク ラス タ連続レプ リ ケーシ ョ ン）

シングル ・ ロケーシ ョ ンにおけるデータベース可
用性グループ （DAG）

• サポー ト される Exchange Server のバージ ョ ン ： Exchange 2010 以降

• サポー ト される Exchange Server エデ ィ シ ョ ン ： すべて

• サポー ト されているバッ クア ッ プ方式 ： VSS

• Plug-in for Exchange 必要なラ イセンス ： Plug-in for Exchange Standard Edition ク ラス タ または

Plug-in for ExchangeEnterprise Edition ク ラス タがサポー ト されている こ と

Exchange 2010 のシングル ・ ロケーシ ョ ン DAG 内では、 シングル Active Directory サイ ト に複数の Exchange 
Mailbox Server が存在し、 それらは同一データ ・ セン ター内に物理的に位置し ます。 DAG は複数のメ ールボ ッ

クス ・ サーバーにまたがって作成される と同時に、 そのデータベース ・ コ ピーも複数のメ ールボ ッ クス ・ サー
バーに拡散し ています。 シングル ・ ロケーシ ョ ン DAG では、 各 Exchange Mailbox Servers 上に

Plug-in for Exchange を イ ンス ト ールし た NetVault Backup 仮想ク ラ イアン ト を作成し ます。

DAG 環境用のバッ クア ッ プ ・ プロセスでは、 Plug-in for Exchange を使用し てデータベースのすべてのアク テ ィ

ブ ・ コ ピー、 または実行可能なデータベース ・ コ ピーのいずれかを選択する こ とができます。 後者を選び、 かつ
複数のコ ピーが存在する場合、 ラ イセンス認証に最も低い値が設定されたコ ピーが選択されます。 後者を選び、
かつデータベース ・ コ ピーがひとつも利用可能でない場合、 アク テ ィ ブなデータベースが選択されます。 ラ イセ
ンス認証の設定数について詳し く は、 http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/dd979802.aspx の 「メ ールボ ッ ク

ス ・ データベース ・ コ ピー」 セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

重要： 環境（NetVault BackupサーバーとExchange Serverのマシンを個別に用意するか、両方を1つのマ

シンで設定するか）に関係なく、Plug-in for Exchangeは、Exchange Serverメールボックス・データベース

が存在するホストにインストールする必要があります。本書の例の画像および手順では、この2台のマシ

ン環境が設定されていて、事前要件をすべて満たしていることを前提としています。
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図 2. DAG システム構築

重要： クラスタ名オブジェクト（CNO）またはIPアドレスを使用しないDAGをサポートするには、DAG
の実クライアントのいずれかと対応する固定IPアドレスまたはネットワーク名を使用するNetVault 
Backup仮想クライアントを作成します。固定IPアドレスまたはネットワーク名が対応するマシンが何ら

かの理由でオフラインになる場合、その後のバックアップ・ジョブは失敗します。マシンをオンラインに
戻すか、他のIPアドレスまたはネットワーク名を使用するように仮想クライアントを更新します。
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Local Continuous Replication （LCR、 ローカル

連続レプ リ ケーシ ョ ン）
• サポー ト される Exchange Server のバージ ョ ン ： 2007 のみ

• サポー ト される Exchange Server エデ ィ シ ョ ン ： すべて

• サポー ト されているバッ クア ッ プ方式 ： ESE （アク テ ィ ブ ・ コ ピーのみ） および VSS （アク テ ィ ブまた

はパッ シブ ・ コ ピー）

LCR は、 単一 Exchange Mailbox Server ソ リ ューシ ョ ンで、 ビル ト イ ンの非同期ログ転送テ ク ノ ロジーを使用し

て、 2 番目のデ ィ スク ・ セ ッ ト にス ト レージ ・ グループのコ ピーを作成、 管理し ます。 この 2 番目のセ ッ ト は、

プロダクシ ョ ン ・ ス ト レージ ・ グループ と し て同一サーバーに接続されています。 LCR にはログ転送、 ログ再

生、 およびデータのセカ ンダ リ ・ コ ピーへのマニュアル ・ スイ ッ チが用意されています。 詳し く は、
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/bb125195.aspx の 「Exchange 2007、 ローカル連続レプ リ ケーシ ョ ン」

を参照し て く だ さい。

ある LCR システム構築では、 Plug-in for Exchange は単一 Exchange Mailbox Server にイ ンス ト ールされていま

す。

図 3. LCR システム構築
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Single Copy Cluster （SCC、 シングル ・ コ ピー ・

ク ラス タ） またはフ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ
• サポー ト される Exchange Server のバージ ョ ン ： Exchange 2007 のみ

• サポー ト される Exchange Server エデ ィ シ ョ ン ： Enterprise のみ

• サポー ト されているバッ クア ッ プ方式 ： ESE および VSS

• Plug-in for Exchange 必要なラ イセンス ： Plug-in for Exchange Enterprise Edition Cluster Support

SCC またはフ ェ イルオーバー ・ ク ラス タは、 ク ラス タ化ソ リ ューシ ョ ンのひとつで、 ク ラス タ内のノ ー ド間で

共有するス ト レージ上でス ト レージ ・ グループの単一コ ピーを使用し ます。 SCC システム構築では、

Plug-in for Exchange はどのノ ー ドがアク テ ィ ブか認識し、 ス ト レージ ・ グループのアク テ ィ ブ ・ コ ピーのバッ

クア ッ プを実行し ます。 リ ス ト ア処理中は、 データはアク テ ィ ブ ・ ノ ー ド に リ ス ト ア されます。 Exchange 2007
シングル ・ コ ピー ・ ク ラス タについて詳し く は、 次のサイ ト の 「シングル ・ コ ピー ・ ク ラス タ」 を参照し て く だ
さい ： http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/bb125217.aspx.

ある SCC システム構築では、 プ ラグイ ンは Exchange 仮想サーバーにイ ンス ト ールされています。 Exchange
仮想サーバーは、 ク ラス タ を構成する ノ ー ド と ホス ト のグループです。 NetVault BackupServer はク ラス タ を仮

想ク ラ イアン ト と呼ばれる単一ク ラ イアン ト とみな し ます。 仮想サーバーに Plug-in for Exchange を イ ンス ト ー

ルする場合、 プ ラグイ ンは NetVault Backup のク ラス タ ・ サポー ト を使用し てすべてのノ ー ド にイ ンス ト ールさ

れます。 NetVault Backup の仮想ク ラ イアン ト は、 単一のク ラス タ化リ ソースのバッ クア ッ プに使用され、 この

例では Exchange Virtual Server に相当し ます。

図 4. SCC システム構築
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Cluster Continuous Replication
（CCR、 ク ラス タ連続レプ リ ケーシ ョ ン）

• サポー ト される Exchange Server のバージ ョ ン ： 2007 のみ

• サポー ト される Exchange Server エデ ィ シ ョ ン ： Enterprise のみ

• サポー ト されているバッ クア ッ プ方式 ： ESE （アク テ ィ ブ ・ コ ピーのみ） および VSS （アク テ ィ ブまた

はパッ シブ ・ コ ピー）

• Plug-in for Exchange 必要なラ イセンス ： Plug-in for Exchange Enterprise Edition Cluster Support

CCR は、 ク ラス タ化ソ リ ューシ ョ ンの 1 つで、 ビル ト イ ンの非同期ログ転送を使用し て、 フ ェ イルオーバー ・

ク ラス タ内のセカ ンダ リ ・ サーバー上に各ス ト レージ ・ グループのコ ピーを作成し管理し ます。 CCR は 1 つま

たは 2 つのデータ ・ セン ターのソ リ ューシ ョ ンであ り、 高可用性とサイ ト 復元の両方を提供し ます。 Microsoft
による と、 CCR は Exchange2007 内でデータベース障害リ カバリ機能を使用し て、 データベースのアク テ ィ

ブ ・ コ ピーに実施された変更について、 データベースのセカ ンダ リ ・ コ ピーの更新を連続的かつ非同期的に可能
にし ます。 CCR 環境におけるパッ シブ ・ ノ ー ドのイ ンス ト ール中は、 各ス ト レージ ・ グループおよびそのデー

タベースはアク テ ィ ブ ・ ノ ー ドからパッ シブ ・ ノ ー ドへコ ピーされます。 この操作はシーデ ィ ングと呼ばれ、 レ
プ リ ケーシ ョ ン用データベースのベースラ イ ンを提供し ます。 初期シーデ ィ ングの実行後に、 続いてログのコ
ピーと再生が実行されます。 詳し く は、 http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/bb124521.aspx の 「ク ラス タ連

続レプ リ ケーシ ョ ン」 を参照し て く だ さい。

ある CCR システム構築では、 プラグイ ンは Exchange 仮想サーバーにイ ンス ト ールされています。 Exchange
仮想サーバーは、 ク ラス タ を構成する ノ ー ド と ホス ト のグループです。 NetVault BackupServer はク ラス タ を仮

想ク ラ イアン ト と呼ばれる単一ク ラ イアン ト とみな し ます。 仮想サーバーに Plug-in for Exchange を イ ンス ト ー

ルする場合、 プ ラグイ ンは NetVault Backup のク ラス タ ・ サポー ト を使用し てすべてのノ ー ド にイ ンス ト ールさ

れます。 NetVault Backup の仮想ク ラ イアン ト は Exchange Virtual Server のアクテ ィ ブまたはパッ シブ ・ ノ ー ド

のいずれかのバッ クア ッ プに使用されます。

Plug-in for Exchange では、 Exchange Mailbox Server のアク テ ィ ブ ・ ノ ー ド またはパッ シブ ・ ノ ー ド をバッ ク

ア ッ プ用のソース と し て選択する こ とができます。 バッ クア ッ プ ・ パッ シブ ・ ノ ー ド を使用する こ と で、 アク
テ ィ ブ ・ ノ ー ドの負荷を軽減し ます。 リ ス ト ア ・ プロセス中は、 リ ス ト アは常にアク テ ィ ブ ・ ノ ー ド を対象に実
行されます。

図 5. CCR システム構築
Quest NetVault Backup Plug-in for Exchange 12.0 ユーザーズ ・ ガイ ド       

Exchange Server システム構築計画 
21

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/bb124521.aspx


4

プ ラグイ ンのイ ンス ト ールと削除

• イ ンス ト ールの前提条件

• ス タ ン ド アロン ・ システムおよび LCR 環境での本プラグイ ンのイ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド

• 高可用性システムでのプ ラグイ ンのイ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド

• ス タ ン ド アロン ・ システムからのプ ラグイ ンの削除

イ ンス ト ールの前提条件
プ ラグイ ンのイ ンス ト ール前に、 Exchange Server と し て稼働し ているマシンが以下の ト ピ ッ クで概説し ている

条件を満た し ているかを確認し て く だ さい。

• 循環ログの無効化

• サービスの有効化

• ローカ リゼーシ ョ ン設定

• 削除済みアイテムのリ カバリ機能の有効化と使用

• DAG、 SCC/ フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ ・ システムおよび CCR システム構築用のその他の必要条件

循環ログの無効化
増分または差分バッ クア ッ プ ・ タ イプのいずれかを作成する予定の場合、 循環ログが無効になっているか確認し
て く だ さい。 循環ログが有効になっている と Exchange Server によ ってフ ァ イルが上書き され、 ト ラ ンザクシ ョ

ン ・ ログからの確実な リ ス ト アができな く なって し まいます。 バッ クア ッ プ ・ タ イプについての詳細は、 「バッ
クア ッ プ ・ タ イプの確認」 を参照し て く だ さい。 以下の手順に従って循環ログを無効にし ます。

• Exchange 2007 における循環ログの無効化

• Exchange 2010 における循環ログの無効化

• Exchange 2013 または 2016 における循環ログの無効化

Exchange 2007における循環ログの無効化

1 Exchange 管理コ ン ソールを開きます。

2 ［サーバーの構成］ を展開し、 利用可能なサーバーを展開し ます。

3 利用可能なス ト レージ ・ グループを右ク リ ッ ク し て、 ［プロパテ ィ ］ を選択し ます。

4 ［プロパテ ィ ］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［循環ログを有効にする］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを解除し、 ［OK］

を ク リ ッ ク し ます。

5 Exchange 管理コ ン ソールを閉じ、 構成変更を有効にするため Microsoft Exchange Information Store
サービスを再起動し ます。
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手順について詳し く は、 Microsoft Exchange 2007 の関連ド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。 また、 「ス ト レージ 
グループの循環ログを有効または無効にする方法」 を参照し て く だ さい。 この記事の参照先 ：
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/bb331968.aspx

Exchange 2010における循環ログの無効化

1 Exchange 管理コ ン ソールを開きます。

2 ［組織の構成］ > ［メ ールボ ッ クス］ に移動し ます。

3 ［データベース管理］ タ ブで利用可能なデータベースを選択し、 ［プロパテ ィ ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［プロパテ ィ ］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで ［メ ンテナンス］ タ ブを ク リ ッ ク し、 ［循環ログを有効にする］
チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを解除し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

5 Exchange 管理コ ン ソールを閉じ、 構成変更を有効にするため Microsoft Exchange Information Store
サービスを再起動し ます。

手順について詳し く は、 Microsoft Exchange の関連ド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。 また、 次のサイ ト も参照

し て く だ さい ： http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/dd297937.aspx および http://technet.microsoft.com/ja-
jp/library/dd351151(v=exchg.150).aspx

Exchange 2013または2016における循環ログの無効化

デフ ォル ト で、 Exchange 2013 または 2016 の循環ログは無効になっています。 有効にし ている場合は、 プラグ

イ ンを使用する前に無効にし て く だ さい。

1 Web ブラウザで Exchange コ ン ト ロールパネル （ECP） の URL にアクセス し て、 Exchange 管理セン

ター （EAC） を開きます。

2 管理者アカウン ト でログイ ン し ます。

3 左側にある機能ペイ ンで、 ［サーバー］ を ク リ ッ ク し ます。

4 上部にある タ ブで、 ［データベース］ を ク リ ッ ク し ます。

5 適切なデータベースを選択し て、 ［編集］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

6 ブ ラウザ ・ ウ ィ ン ド ウで、 ［保守］ を ク リ ッ ク し ます。

7 ［循環ログを有効にする］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスの選択を解除し て、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

手順について詳し く は、 Microsoft Exchange の関連ド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。

サービスの有効化
Windows の ［コ ン ト ロール パネル］ > ［管理ツール］ > ［サービス］ から、 Exchange Mailbox Server 用に以下

のサービスが有効および稼働し ている こ と を確認し ます。

• Microsoft Exchange Information Store

• Microsoft Exchange System Attendant

• Microsoft Exchange Replication Service - DAG、 LCR、 および CCR 環境に必要

VSS バッ クア ッ プについては、 以下のサービスが有効および稼働し ている こ と を確認し ます。

• Microsoft Software Shadow Copy Provider

• Volume Shadow Copy （ボリ ューム ・ シャ ド ウ ・ コ ピー） - Microsoft Software Shadow Copy Provider に

よ って自動的に起動
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ローカ リゼーシ ョ ン設定
プ ラグイ ンでは、 言語バージ ョ ンを変更する こ とができる従来の Windows コー ド ・ ページが用意されています

が、 これによ り ある種の制限を受けます。 プ ラグイ ンが正し く 機能するには、 言語設定が適切に設定された環境
で使用する必要があり ます。

ローカ ラ イズ環境において正しい操作をするには、 以下の条件を満た し ているか確認し て く だ さい。

• すべての Exchange Server エンテ ィ テ ィ （ス ト レージ ・ グループ、 メ ールボ ッ クス ・ データベース、 パ

ブ リ ッ ク ・ フ ォルダ ・ データベースなど） が同じ言語を使用し て名付けられ、 他の言語が混在し ないこ
と。

• Windows アク テ ィ ブ ・ コー ド ・ ページが Exchange Server で使用されている言語と一致し ている こ と。

• NetVault Backup コ ン フ ィ ギュ レータ で設定されている言語が、 NetVault Backup サーバーと ク ラ イアン

ト の両方の Windows アクテ ィ ブ ・ コー ド ・ ページで設定されている言語と一致し ている こ と。

• ク ラス タ化環境で使用する場合、 ク ラス タ内のすべてのノ ー ド が同じ言語を使用するよ う設定され、 前
述のルールにも適合し ている こ と。

Windowsアクティブ・コード・ページの設定

1 Windows の ［コ ン ト ロール パネル］ を開きます。

2 ［地域と言語のオプシ ョ ン］ を選択し ます。

3 ［詳細設定］ タ ブを選択し ます。

4 ［使う  Unicode 対応でないプログラムの言語バージ ョ ンに一致する言語を選んで く ださい］ リ ス ト で適切

な言語を選択し ます。

目的の言語がリ ス ト に表示されない場合、 以下の Microsoft Windows 管理手順に従って、 サポー ト される

追加言語を イ ンス ト ールし ます。

NetVault Backupサーバーまたはクライアントの設定

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 利用可能な ［サーバー設定］ または ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［システムおよびセキュ リ テ ィ ］ で、 ［全般］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［言語選択］ リ ス ト で、 適切な言語を選択し た後、 ［適用］ を ク リ ッ ク し ます。

重要： 正しく設定されていない環境下で、英語以外の言語が使用されている場合、バックアップと
リストア操作が期待通りに機能しない場合があります。現象には以下のような例が起こり得ます
が、これに限りません。

• 選択したバックアップ・アイテムが失敗する。

• 選択していないアイテムがバックアップおよびリストアされる。たとえば、最初のストレー
ジ・グループ/メールボックス・データベースを選択したのに、2番目のストレージ・グ

ループ/メールボックス・データベースが影響を受けるなど。

• バックアップまたはリストアがすべて失敗し、適合するアイテムが見つからないとよく表示
される。
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削除済みアイテムのリ カバリ機能の有効化と使用
Quest は、 個別メ ッ セージやメ ールボ ッ クスのリ カバリ を実行する必要性を軽減するため、 Exchange で ［削除

済みアイテムを復元］ 機能を有効にする こ と をお勧めし ます。 この機能によ り、 あらかじめ決めた日数で メ ッ
セージを保存する こ と で最近削除されたアイテムを復元する こ とが可能です。

• Exchange 2007 における削除済みアイテムのリ カバリの有効化

• Exchange 2010 以降のバージ ョ ンにおける削除済みアイテムのリ カバリの有効化

• Outlook 2007 またはそれ以前のバージ ョ ンでアイテムを リ カバリするには

Exchange 2007における削除済みアイテムのリカバリの有効化

1 ［Exchange 管理コ ン ソール］ または ［Exchange システム マネージャ］ を開きます。

2 コ ン ソール ・ ツ リーで ［Microsoft Exchange］ を展開し、 ［サーバーの構成］ を展開し、 ［メ ールボ ッ ク

ス］ を ク リ ッ ク し ます。

3 目的のデータベースを右ク リ ッ ク し て、 ［プロパテ ィ ］ を選択し ます。

4 ［制限］ タ ブを選択し ます。

5 ［削除の設定］ 領域で、 ［削除済みアイテムの保存期間 （日）］ フ ィ ールド に削除済みアイテムを保存する
日数を入力し ます。

6 設定を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

この手順について詳し く は、 関連の Microsoft Exchange ド キュ メ ン ト を参照し て く ださい。 さ らに詳し く は、

以下のリ ン クから 「削除済みメ ールボ ッ クスおよび削除済みアイテムの保存期間の構成」 を参照し て く だ さい。
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/bb125266%28v=exchg.80%29.aspx

Exchange 2010以降のバージョンにおける削除済みアイテムの

リカバリの有効化
1 Exchange 管理シ ェルを開きます。

2 回復可能なアイテムを有効化し、 削除済みアイテムの保存期間 （日） を指定するには、 以下のコマン ド
を入力し ます。

Set-Mailbox -Identity< メ ールボ ッ クス ・ サーバー > -SingleItemRecoveryEnabled
$True -RetainDeletedItemsFor <dd.hh:mm:ss>

< メ ールボ ッ クス ・ サーバー > について、 ADObjectID、 エイ リ アス、 DN （Distinguished Name ： 識別

名）、 ド メ イ ン \ アカウン ト 、 GUID、 LegacyExchangeDN、 SMTPAddress、 または UPN （User Principal 
Name ： ユーザー ・ プ リ ンシパル名） を使用する こ とができます。 実行日時について、 dd = 日、 hh = 時、

mm = 分、 および ss = 秒の形式で入力し ます。

3 単一アイテムのリ カバリ を構成し、 メ ールボ ッ クス用に回復可能なアイテムを設定するには、 以下のコ
マン ド を入力し ます。

Set-Mailbox -Identity < メ ールボ ッ クス > -RecoverableItemsQuota < 制約 >

< 制約 > には、 リ カバリ ・ アイテム ・ フ ォルダに格納可能な最大容量を入力し ます （例 ： 15 GB）。

4 単一アイテムのリ カバリ を設定し、 メ ールボ ッ クス ・ データベース用に回復可能なアイテムを設定する
には、 以下のコマン ド を入力し ます。

Set-MailboxDatabase -Identity < メ ールボ ッ クス ・ サーバー > -RecoverableItemsQuota 
< 制約 >

この手順について詳し く は、 関連の Microsoft Exchange ド キュ メ ン ト を参照し て く ださい ：
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/ee364752.aspx
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また、 次のサイ ト の 「回復可能なアイテムについて」 を参照し て く だ さい ： http://technet.microsoft.com/ja-
jp/library/ee364755.aspx

Outlook 2007またはそれ以前のバージョンでアイテムをリカバ

リするには
1 ［削除済みアイテム］ フ ォルダを選択し ます。

2 ［ツール］ メ ニューで ［削除済みアイテムを復元］ を ク リ ッ ク し、 表示された リ ス ト からアイテムを選択
し ます。

3 ［削除済みアイテム］ フ ォルダにアイテムを リ ス ト アするには、 ［選択し たアイテムの復元］ を選択し ま
す。

この手順について詳し く は、 関連の Microsoft ド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。 さ らに詳し く は、 次のリ ン ク

から 「削除済みアイテムを回復する方法」 を参照し て く だ さい ： http://technet.microsoft.com/ja-
jp/library/aa997155(EXCHG.80).aspx

Outlook 2010以降のバージョンでアイテムをリカバリするには

1 ［受信 ト レ イ］ または作成し たフ ォルダなど、 利用可能なフ ォルダを選択し ます。

2 ［フ ォルダ］ タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3 ［リ ボン］ 上で ［削除済みアイテムを復元］ を ク リ ッ ク し、 表示された リ ス ト からアイテムを選択し ま
す。

4 ［削除済みアイテム］ フ ォルダにアイテムを リ ス ト アするには、 ［選択し たアイテムの復元］ を選択し ま
す。

この手順について詳し く は、 関連の Microsoft ド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。 さ らに詳し く は、 次のリ ン ク

から 「削除済みアイテムを回復する方法」 を参照し て く だ さい ： http://office.microsoft.com/ja-jp/outlook-
help/recover-deleted-items-HA010355039.aspx

DAG、 SCC/ フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ ・ シス

テムおよび CCR システム構築用のその他の必要

条件
DAG、 SCC/ フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ ・ システムまたは CCR システムに Plug-in for Exchange を イ ンス

ト ールする前に以下の前提条件が満た されているか確認し ます。

• Microsoft Exchange DAG、 SCC、 CCR 環境を展開する ： 正し く 設定された DAG、 SCC、 または CCR
環境が必要です。 SCC と CCR は、 Exchange Server Enterprise Edition のみでサポー ト されています。

• NetVault Backup サーバー ・ マシンを別に用意する ： NetVault Backup サーバーと し て使用するマシンが

適切に設定されている必要があり ます。 これは、 Exchange Server DAG、 SCC または CCR システムの

外部に設置し、 ク ラス タ内のノ ー ド およびホス ト へのネ ッ ト ワーク接続を行う 必要があ り ます。

• NetVault Backup ク ラ イアン ト 名が DAG 環境内の Exchange Server ホス ト 名に一致する必要がある ：

NetVault Backup ク ラ イアン ト に指定し た名前が Exchange Server のホス ト 名と一致する こ と を確認し ま

す。

• ク ラス タ設定下で NetVault Backup を使用する場合の詳細を確認する ： 以下の ト ピ ッ クで説明されてい

る Exchange Server DAG、 SCC、 および CCR 機能についてよ り深 く 理解するため、 Quest は 『Quest 
NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 のク ラス タ機能に関する ト ピ ッ ク を熟読する こ と を

強 く お勧めし ます。
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ス タ ン ド アロン ・ システムおよび LCR 環

境での本プラグイ ンのイ ンス ト ールまた
はア ッ プグレー ド
個々のシステムに 1 つずつプ ラグイ ンを イ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド できます。 WebUI から展開タ スク

を作成し、 指定し たマシンにパッ ケージをプ ッ シュする こ と で、 複数のマシンにプ ラグイ ンを展開する こ と もで
きます。 この方法は、 Windows ベースのマシンへの、 新規およびア ッ プグレー ドの両方のイ ンス ト ールに使用

できます。 マシンにパッ ケージを イ ンス ト ールする と、 新規のマシンは自動的に NetVault Backup サーバーに追

加されます。

• ローカル ・ イ ンス ト ールの実行

• リ モー ト ・ イ ンス ト ールの実行

ローカル ・ イ ンス ト ールの実行
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページで、 Exchange Server があるマシンを選択し て、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ラ イアン ト 表示］ ページで、 ［プ ラグイ ンのイ ンス ト ール］ ボタ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

4 ［プ ラグイ ン ・ フ ァ イルの選択］ を ク リ ッ ク し て、 プ ラグイ ンの .npk イ ンス ト ール ・ フ ァ イルの場所

（イ ンス ト ール用 CD や、 Web サイ ト から フ ァ イルをダウンロー ド し たデ ィ レ ク ト リ など） へ移動し ま

す。

イ ンス ト ール CD では、 このソ フ ト ウ ェ アのデ ィ レ ク ト リ ・ パスは OS によ って異な り ます。

5 フ ァ イル 「exs-x-x-x-x-x.npk」 （xxxxx はバージ ョ ン番号と プラ ッ ト フ ォームを表す） を選択し、 ［開 く ］

を ク リ ッ ク し ます。

6 イ ンス ト ールを開始するには、 [ プラグイ ンのイ ンス ト ール ] を ク リ ッ ク し ます。

プ ラグイ ンが正常にイ ンス ト ールされる と、 メ ッ セージが表示されます。

リ モー ト ・ イ ンス ト ールの実行
このプロセスはプ ラグイ ン固有のものではあり ません。 詳細については、 『QuestNetVault Backup ア ド ミ ニス ト

レーターズ ・ ガイ ド』 のク ラ イアン ト およびプ ラグイ ン ・ パッ ケージの展開に関する ト ピ ッ ク を参照し て く だ さ
い。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページで、 ［ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール / ク ラ イアン ト の追加］ を ク リ ッ

ク し ます。

3 ［ソ フ ト ウ ェ アの選択 / ク ラ イアン ト の追加］ ページで ［リ モー ト ・ マシンに NetVault ソ フ ト ウ ェ アを イ

ンス ト ール］ を選択し ます。

4 ［パッ ケージ ・ ス ト ア］ リ ス ト で、 利用可能な リ ポジ ト リ を選択し ます。

5 ［NetVault プラグイ ン ・ パッ ケージの追加］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［展開するパッ ケージの選択］ ダイアログで、 フ ァ イル 「exs-x-x-x-x-x.npk」 （xxxxx はバージ ョ ン番号

と プ ラ ッ ト フ ォームを表す） を選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

プ ラグイ ン ・ フ ァ イルは展開表に表示されます。
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7 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

8 ［NetVault ソ フ ト ウェ アを イ ンス ト ールするマシン］ ページで適切なマシンを選択し ます。

9 ア ッ プグレー ド を イ ンス ト ールする場合、 ［既存の NetVault ク ラ イアン ト ・ イ ンス ト ールのア ッ プグ

レー ド を許可］ を選択し ます。

10 ［ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール / ク ラ イアン ト の追加］ を ク リ ッ ク し ます。

ステータ スが次のページに表示されます。

11 プ ラグイ ンが正常にイ ンス ト ールされたら、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し てプロセスを完了し ます。

高可用性システムでのプラグイ ンのイ ン
ス ト ールまたはア ッ プグレー ド
ク ラス タ化環境への Plug-in for Exchange のイ ンス ト ール手順は、 ス タ ン ド アロン ・ システムへのイ ンス ト ール

手順とは異な り ます。 このプロセスは、 NetVault Backup サーバーに仮想ク ラ イアン ト を作成する こ と で完了し

ます。 仮想ク ラ イアン ト とは、 ク ラス タ内のノ ー ド と ホス ト のグループです。 このク ラス タは、 NetVault 
Backup サーバーからは、 1 つのク ラス タ化された リ ソース （Exchange Server 仮想サーバーなど） をバッ ク

ア ッ プするために作成される、 1 つのク ラ イアン ト と し て認識されます。 仮想ク ラ イアン ト の作成プロセスで

は、 プ ラグイ ンが NetVault Backup サーバーから ク ラス タ内の選択し た ノ ー ド に転送され、 その選択された各

ノ ー ド にイ ンス ト ールされます。

シングル ・ ロケーシ ョ ンにおけるデータベース可用性グループ （DAG） で説明し ているよ う に、 DAG 管理用に

仮想ク ラ イアン ト を作成する こ とによ り、 ク ラス タ内に含まれる各ノ ー ド に Plug-in for Exchange がイ ンス ト ー

ルされます。 このプロセス中は、 必ず NetVault Backup ク ラ イアン ト を各ノ ー ド にイ ンス ト ールし、 その

NetVault Backup ク ラ イアン ト を、 DAG 用に作成し た仮想ク ラ イアン ト に追加する必要があ り ます。 このプロセ

スによ り、 利用可能なデータベースが確実にバッ クア ッ プ ・ プロセスに含まれます。

仮想ク ラ イアン ト の作成
WebUI を使用し て仮想ク ラ イアン ト を NetVault Backup サーバーに追加する と きは、 仮想ク ラ イアン ト のア ド

レスを指定し ます。 NetVault Backup サーバーはこのア ド レスを使用し て、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを開始するた

めに接続する NetVault Backup の実ク ラ イアン ト （Exchange Server） を特定し ます。

仮想ク ラ イアン ト の作成プロセスはプ ラグイ ン固有ではあ り ません。 詳し く は、 『QuestNetVault Backup ア ド ミ

ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 でク ラス タ機能に関する ト ピ ッ ク を参照し て く だ さい。 ただ し、 管理アクセス ・ ポ
イ ン ト を持つ任意の種類の高可用性システムと、 アクセス ・ ポイ ン ト を使用し ない DAG システムと では、 プロ

セスは異な り ます。

• 管理アクセス ・ ポイ ン ト を使用するシステムに仮想ク ラ イアン ト を作成する

• 管理アクセス ・ ポイ ン ト を使用し ない DAG の仮想ク ラ イアン ト の作成

管理アクセス・ポイントを使用するシステムに仮想クライアン
トを作成する
アクセス ・ ポイ ン ト を使用するシステムへの仮想ク ラ イアン ト 作成プロセスでは、 以下の点を考慮し ます。

• 関連する ク ラス タ ・ ノ ー ドのみを仮想ク ラ イアン ト に追加する ： 仮想ク ラ イアン ト の作成に含める予定
のホス ト は、 それらのノ ー ド に限るか、 または DAG、 SCC または CCR システムを構成する Exchange 
Mailbox Server である必要があ り ます。 仮想ク ラ イアン ト の作成中は、 Exchange 仮想ク ラス タの IP ア

ド レス、 または Exchange 仮想ク ラス タ名のいずれかを指定する必要があ り ます。 仮想ク ラ イアン ト の作

成後、 プ ラグイ ンはすべての指定ク ラス タ ・ ノ ー ド に転送され、 ローカルにイ ンス ト ールされます。 
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イ ンス ト ール済み Plug-in for Exchange は、 仮想ク ラ イアン ト を使用し た DAG、 SCC、 または CCR シ

ステムのバッ クア ッ プ / リ ス ト アに使用する こ とができます。

• 仮想ク ラ イアン ト に名前を付ける ： NetVault Backup 仮想ク ラ イアン ト 名と し て、 Quest では Exchange 
Server に割り当てられた仮想サーバーのネ ッ ト ワーク名を使用する こ と を強 く お勧めし ます。 NetVault 
Backup では、 仮想ク ラ イアン ト を参照する と きに、 ク ラス タ ・ アプ リ ケーシ ョ ンを現在管理し ている

ノ ー ドが特定され、 その Exchange Server イ ンス タ ンスが表示されます。 仮想ク ラ イアン ト 名と し て

Exchange Server の仮想サーバー ・ ネ ッ ト ワーク名と同じ名前を設定し ておけば、 仮想ク ラ イアン ト に対

応する Exchange Server イ ンス タ ンスをよ り簡単に識別できます。

管理アクセス・ポイントを使用しないDAGの仮想クライアン

トの作成
管理アクセス ・ ポイ ン ト がある高可用性システムの場合、 入力する仮想ク ラ イアン ト ・ ア ド レスはク ラス タの仮
想 IP ア ド レスまたはネ ッ ト ワーク名です。 ただ し、 管理アクセス ・ ポイ ン ト のない DAG （IP-less DAG または

no-CNO DAG と も呼ばれる） の場合、 DAG の実ク ラ イアン ト （Exchange Server） のいずれかに対応する固定

IP ア ド レスまたはネ ッ ト ワーク名を使用する NetVault Backup 仮想ク ラ イアン ト を作成する必要があり ます。

管理アクセス ・ ポイ ン ト のない DAG への仮想ク ラ イアン ト の作成は、 管理アクセス ・ ポイ ン ト がある DAG に

仮想ク ラ イアン ト を作成する場合とは若干異な り ます。 DAG に管理アクセス ・ ポイ ン ト がない場合は、 DAG に

含まれている、 NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アがイ ンス ト ールされているいずれかの Exchange 
Server の IP ア ド レスまたはネ ッ ト ワーク名を入力し ます。 この場合、 仮想ク ラ イアン ト のア ド レスは常に、

DAG ではな く 、 選択し た Exchange Server （実ク ラ イアン ト ） に解決されます。

ス タ ン ド アロン ・ システムからのプ ラグ
イ ンの削除
DAG、 SCC、 または CCR システム構成での Plug-in for Exchange の削除について詳し く は、 『Quest NetVault 
Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 で該当する ト ピ ッ ク を参照し て く だ さい。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページで、 利用可能なク ラ イアン ト を選択し て、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ラ イアン ト 表示］ ページの ［イ ンス ト ール済みソ フ ト ウ ェ ア］ テーブルで、 ［Plug-in for Exchange］

を選択し て ［プ ラグイ ンのアン イ ンス ト ール］ ボタ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

4 ［確認］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

重要： DAG設定用に仮想クライアントを作成し、そのDAGを複数IPアドレスを使用するよう設定

している場合、DAGのネットワーク名またはIPアドレスのいずれかを入力します。これにより、

NetVault BackupサーバーがインストールされているマシンからDAGへネットワークを使用してア

クセスできます。

重要： 固定IPアドレスまたはネットワーク名が対応するExchange Server （実クライアント）が何らかの

理由でオフラインになると、その後のバックアップ・ジョブは失敗します。Exchange Serverをオンライン

に戻すか、DAGに含まれる別のExchange Server（実クライアント）の異なるIPアドレスまたはネット

ワーク名を使用するように仮想クライアントを更新します。
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5

プ ラグイ ンの設定

• 認証の詳細の確認 ： Windows ユーザー ・ アカウン ト 権限

• プ ラグイ ンの設定

認証の詳細の確認 ： Windows ユーザー ・

アカウン ト 権限
バッ クア ッ プを初期化する前に、 プ ラグイ ンの認証詳細を設定し、 バッ クア ッ プ方法を選択し ます。

Plug-in for Exchange は、 統合 Windows 認証を使用し て必要なセキュ リ テ ィ と、 Exchange Server データベース

に格納されている繊細なデータのためのアクセス ・ コ ン ト ロールを提供し ます。 Windows 認証によ り、 特定の

Windows ユーザー ・ アカウン ト にログイ ンする こ とができます。 Windows ユーザー ・ アカウン ト は、 そのアカ

ウン ト に割り当てられた権限によ って、 バッ クア ッ プのみを実行するよ う にユーザーの権限を制限し た り、 バッ
クア ッ プおよびリ ス ト ア両方の実行を許可し た りするよ う に設定する こ とができます。

ユーザーが Exchange のバッ クア ッ プを実行できるよ う にするためには、 使用されている Windows ユーザー ・

アカウン ト が以下のいずれかの項目である必要があり ます。

• 有効な ド メ イ ンまたはローカル ・ アカウン ト である こ と

• Power User グループのメ ンバーである こ と

• ド メ イ ンの Backup Operator グループのメ ンバーである こ と （ド メ イ ン ・ アカウン ト 用）

• Exchange が実行し ているマシン上の Backup Operator グループのメ ンバーである こ と

Exchange のリ ス ト アを実行するために、 Windows ユーザー ・ アカウン ト は Exchange が実行し ているマシン上

の Administrators グループのメ ンバーである必要があ り ます。

デフ ォル ト で Domain Administrator アカウン ト は、 Plug-in for Exchange 内で実行するバッ クア ッ プ と リ ス ト ア

手順に必要なすべての権限を持ちます。

メ モ ： NetVault プロセス ・ マネージャ ・ サービスのログオン ・ アカウン ト は、 ローカル ・ システムまたは

Exchange 管理者アカウン ト である必要があ り ます。
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プラグイ ンの設定
プ ラグイ ンでは、 バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのデフ ォル ト ・ オプシ ョ ンを設定できます。 これらのオ
プシ ョ ンは、 ジ ョ ブご とに上書きできます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ リ
ス ト の隣にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で適切なク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開きます。

3 ［Plug-in for Exchange］ を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［設定］ を選択し ます。

［Exchange Server 設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されます。 選択し た ノ ー ドが DAG の仮想ク ラ イ

アン ト である場合、 ［データベース可用性グループ名］ フ ィ ールド に、 DAG の名前が表示されます。

DAG の名前の後にはチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスがあ り、 これを使用し て DAG 名の編集を可能にできます。 他

のすべてのノ ー ド では、 ダイアログ ・ ボ ッ クスに ［サーバー名］ フ ィ ールド が表示されます。 この
フ ィ ールド には Exchange Server のマシン名が表示され、 編集はできません。

4 CNO や IP ア ド レスを使用し ない DAG の仮想ク ラ イアン ト を使用し ている場合、 次の手順を実行し ま

す。

a ［DAG 名の編集］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

b ［データベース可用性グループ名］ フ ィ ールド に DAG 名を入力し ます。

NetVault Backupにより最初から入力されている名前はDAGの特定のマシンに関連付けられてお

り、通常はDAG自体の名前ではありません。バックアップおよびリストア・ジョブが失敗しない

ように、DAGの正しい名前を入力します。

5 Exchange 2007 を使用する場合は、 以下の手順を実行し て く ださい。

a ［サーバー ・ ロール］ リ ス ト から、 以下の利用可能なロールを選択。

▫ ス タ ン ド アロン ・ サーバー

▫ Local Continuous Replication （LCR、 ローカル連続レプ リ ケーシ ョ ン）

▫ Single Copy Cluster （SCC）

▫ Cluster Continuous Replication （CCR、 ク ラス タ連続レプ リ ケーシ ョ ン）

b ［バッ クア ッ プ方法］ セクシ ョ ンで、 このサーバーに使用する以下のいずれかのバッ クア ッ プ方法
を選択し ます。

▫ ESE （Extensible Storage Engine）

▫ VSS （Volume Shadow Copy Service）

プラグインでは、たとえばバックアップ戦略にESEバックアップまたはVSSバックアップのいず

れかを含む必要がありますが、両方の組み合わせを必要としないような場合、ESEあるいは純粋

なVSSバックアップ戦略の実行をサポートします。詳細は、「Exchangeデータ保護戦略の定義」

を参照してください。

6 ［認証詳細］ セクシ ョ ンでは、 以下のフ ィ ールドが選択できます。

▪ ［Exchange 管理者のユーザー名］ ： 認証の詳細の確認 ： Windows ユーザー ・ アカウン ト 権限で指

定された条件に合う ローカルまたはド メ イ ン Windows アカウン ト のいずれかを入力し ます。

［Exchange Server 設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示される と、 ［Exchange 管理者のユーザー

名］ フ ィ ールド にこのアカウン ト がデフ ォル ト 表示されます。

▪ ［パスワー ド］ ： 上のフ ィ ールド で指定し たユーザー名に関連するパスワー ド を入力し ます。 セ
キュ リ テ ィ のため、 このフ ィ ールドはデフ ォル ト でブ ラ ン ク表示されます。

▪ ［Windows ド メ イ ン］ ： ［Exchange 管理者のユーザー名］ フ ィ ールド に ド メ イ ン ・ アカウン ト を

指定し た場合、 そのド メ イ ンの名前を入力し ます。 ローカルの管理者ユーザー名を指定し た場合
は、 このフ ィ ールド をブ ラ ン クのままにし ても構いません。 ［Exchange Server 設定］ ダイアロ

グ ・ ボ ッ クスが表示される と、 ［Windows ド メ イ ン］ フ ィ ールド にこのド メ イ ンがデフ ォル ト 表

示されます。
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7 ［詳細オプシ ョ ン］ セクシ ョ ンで、 ［選択し たすべてのアイテムについて不完全なバッ クア ッ プ］ に対す
るデフ ォル ト ・ アクシ ョ ンを選択し ます。

複数のアイテムがバッ クア ッ プに含まれており、 選択されたアイテムのう ちプ ラグイ ンで正し く バッ ク
ア ッ プできないアイテムがある場合、 プ ラグイ ンでは、 バッ クア ッ プで実行するアクシ ョ ンを指定でき
ます。 た と えば、 ジ ョ ブに複数のス ト レージ ・ グループ / メ ールボ ッ クス ・ データベースおよびそのすべ

てのバッ クア ッ プが含まれているが、 そのう ちのひとつだけが正常にバッ クア ッ プ されているよ う な場
合、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブで実行すべきアクシ ョ ンを指定する こ とができます。

▪ ［警告で終了 — 保存セ ッ ト は保持されます］ ： ジ ョ ブが ［バッ クア ッ プが警告付きで完了］ とい う

ステータ スを返し、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト が
作成されます。

▪ ［警告な し で完了 — 保存セ ッ ト は保持されま し た］ ： ジ ョ ブが完了し、 ［バッ クア ッ プ完了］ とい

う ステータ スが返されます。 エラーは NetVault Backup バイナリ ・ ログに記録され、 ［ジ ョ ブ ・ ス

テータ ス］ ページでは無視されます。 バッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト が作成されます。

▪ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されます］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ失

敗］ とい う ステータ スが返されますが、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ
プ ・ セーブセ ッ ト が作成されます。

▪ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されません］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ失

敗］ とい う ステータ スが返され、 バッ クア ッ プ されたオブジ ェ ク ト のセーブセ ッ ト は保持されま
せん。 選択された一部のオブジ ェ ク ト が正し く バッ クア ッ プ された場合も削除されます。

8 DAG またはク ラス タのノ ー ド が更新をプ ラグイ ン送信する頻度を指定するには、 ［進捗情報更新の間隔を

監視する （秒単位、 0 = 連続）］ フ ィ ールド に適切な数を入力し ます。

グループまたはク ラス タにある ノ ー ドの数、 およびバッ クア ッ プ中に処理されるデータ量によ っては、
膨大な数のメ ッ セージがプ ラグイ ンに送信されます。 このオプシ ョ ンは、 メ ッ セージが記録される頻度
を制限するために使用し ます。

9 プ ラグイ ンに対し て、 Exchange 整合性チ ェ ッ クによる警告を無視するよ う に指示する必要がある場合

は、 ［整合性チ ェ ッ クで操作の結果が返されない場合は警告を無視する （非推奨）］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クス
を選択し ます。

10 設定を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

認証詳細を適切に設定し たら、 Exchange Server ノ ー ド を ク リ ッ ク し て利用可能なス ト レージ ・ グルー

プ / メ ールボ ッ クス ・ データベースを表示する こ とができます。

重要： 個別のバックアップ・ジョブ・レベルで選択したデフォルト・アクションを選択して上書き
することが可能です。

注意： デフォルトでは、Exchangeデータベースの整合性チェックの結果が返されない場合、プラグインは

警告を返します。この問題により、バックアップ・ジョブが「警告付きで終了」になります。Exchange環

境の構成が原因で、整合性チェックで結果が返されないことが分かっている場合、このオプションを使用
すればプラグインに対して警告を無視するように指示できます。Questでは、このオプションの使用を推

奨していません。
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6

データのバッ クア ッ プ

• バッ クア ッ プ対象データの選択

• バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定

• バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行

バッ クア ッ プ対象データの選択
バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成するには、 セ ッ ト （バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 、 バッ クア ッ プ ・ オプ
シ ョ ン ・ セ ッ ト 、 スケジュール ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト ） を使用する必要があ り
ます。

バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト は、 増分および差分バッ クア ッ プに必要です。 フル ・ バッ クア ッ プを実行
中にバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を作成し てから、 フル、 増分、 差分バッ クア ッ プに使用し ます。 増分
または差分バッ クア ッ プにセレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト が使用されていない場合、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブがエラーをレ
ポー ト し ます。 詳し く は、 『QuestNetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

［ガイ ド付き設定］ リ ン クからウ ィ ザー ド を開始する こ と もできます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガ
イ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］

を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

ジ ョ ブの進捗状況の監視やデータのリ ス ト ア時にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を
割り当てます。 ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含め
る こ とはできません。 Windows の場合は長さ制限はあ り ませんが、 40 文字以内に収める こ と をお勧めし

ます。

3 ［選択］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

4 プ ラグイ ンのリ ス ト で ［Plug-in for Exchange］ を開いて、 Exchange Server か Exchange Virtual Server
の名前まで ド リル ・ ダウン し、 利用可能な ノ ー ド を表示させます。

5 Exchange 2007 を使用する場合は、 以下の手順を実行し て く ださい。

a 利用可能な Microsoft イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン ・ ス ト アを展開し、 含まれるすべてのス ト レージ ・ グ

ループを表示させます。 個々のグループを開き、 グループ内に含まれるすべてのデータベースを
表示する こ と も可能です。

b アイテムの左にあるボ ッ クスをチ ェ ッ ク し て、 バッ クア ッ プ対象のデータ を選択し ます。 これに
よ り、 緑のチ ェ ッ クでマーク されます。 以下のグループを選択する こ とができます。

▫ Exchange Server 全体

▫ Microsoft イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン ・ ス ト ア全体

▫ 個々のス ト レージ ・ グループ

▫ ス ト レージ ・ グループ ・ セ ッ ト

ヒント： 既存のセットを使用するには、［バックアップ・ジョブ作成］をクリックして、［選択］リストか
らセットを選択します。
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▫ 個々のデータベース

▫ データベースのグループ

Microsoft Exchange Serverノードを選択すると、Exchange Serverまたは仮想サーバー・ノードを選

択することと等しく、これによりExchange Server上のすべてのデータベースがバックアップされ

ます。ただし、Microsoft Exchange Serverを選択して、複数のPlug-in for Exchangeインストールに

わたって使用可能なセレクション・セットを作成することも可能です。

6 Exchange 2010 以降のバージ ョ ンを使用する場合、 以下の手順を完了し て く ださい。

a 利用可能な Exchange Server を拡張し て、 内部に格納されている メ ールボ ッ クス ・ データベース

を表示し ます。

b アイテムの左にあるボ ッ クスをチ ェ ッ ク し て、 バッ クア ッ プ対象のデータベースを選択し ます。
これによ り、 緑のチ ェ ッ クでマーク されます。 Exchange Server 全体を選択する こ と もできます。

Microsoft Exchange Serverノードを選択すると、Exchange ServerまたはNetVault Backup Virtual 
Clientを選択することと等しく、これによりDAGまたはスタンドアロン・システム内に含まれる

すべてのデータベースがバックアップされます。ただし、Microsoft Exchange Serverを選択して、

複数のPlug-in for Exchangeインストールにわたって使用可能なセレクション・セットを作成する

ことも可能です。

7 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに名前を入力し、 ［保存］ を ク リ ッ
ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ

と をお勧めし ます。

バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定
次の手順には、 バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト の作成または既存のセ ッ ト の選択が含まれています。

1 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 Exchange 2007 を使用し ている場合は、 ［バッ クア ッ プ方法］ セクシ ョ ンから適切なオプシ ョ ンを選択し

ます。

▪ ESE （Extensible Storage Engine）

▪ VSS （Volume Shadow Copy Service）

［バッ クア ッ プ方法］ は、 ［Exchange Server 設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで選択される ［デフ ォル ト の

バッ クア ッ プ方法］ にな り ます。 プ ラグイ ンでは、 た と えばバッ クア ッ プ戦略に ESE バッ クア ッ プまた

は VSS バッ クア ッ プのいずれかを含む必要があり ますが、 両方の組み合わせを必要と し ないよ う な場

合、 ESE あるいは純粋な VSS バッ クア ッ プ戦略の実行をサポー ト し ます。 Exchange 2010 以降は VSS
のみをサポー ト するため、 これらのバージ ョ ンではバッ クア ッ プ方法を選択する必要はあ り ません。 

重要： 個々のデータベースについてバックアップを実行すると、ストレージ・グループ内の
すべてのデータベース用のログ転送動作に影響する場合があります。この問題により、環境
や使用中のExchange Serverのバージョン（パッチも含む）によっては、バックアップ中に

余分なログ・ファイルが作成されたり、ログ・ファイルが必要以上に早く、または遅く切り
捨てられたりする場合があります。 
 
VSSベースのバックアップに個々のデータベースが選択されると、ストレージ・グループ全

体がバックアップされます。これはVSSバックアップがストレージ・グループ・レベルで

のみ実行されるためです。

ヒント： 既存のセットを使用するには、［プラグイン・オプション］リストで使用するセットを選択しま
す。
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ご使用の Exchange Server に対するバッ クア ッ プ方法の選択について詳し く は、 「Exchange データ保護

戦略の定義」 を参照し て く だ さい。

3 ［Exchange バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ セクシ ョ ンで、 利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［フル］ ： フル ・ バッ クア ッ プは、 選択されたアイテムのセ ッ ト の完全なバッ クア ッ プを実行し ま
す。 フル ・ バッ クア ッ プはその他のいかなるバッ クア ッ プにも依存する こ と な く 、 ひとつの手順
で リ ス ト アする こ とができます。 Exchange Server において、 フル ・ バッ クア ッ プにはすべての

データベース ・ フ ァ イルおよび ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルが含まれます。

▪ ［コ ピー］ ： コ ピー ・ バッ クア ッ プは、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルの切り捨てを実行する
こ と な く 、 選択されたアイテムのセ ッ ト のバッ クア ッ プを実行し ます。 このバッ クア ッ プによ り、
バッ クア ッ プの時点で存在し たフ ァ イルのスナ ッ プシ ョ ッ ト を提供し ます。 コ ピー ・ バッ クア ッ
プは、 高速で ノ ン ・ イ ン ト ルーシブな Exchange Server 完全バッ クア ッ プに使用され、 通常はオ

フ ラ イ ン ・ スケーリ ングやマイグレーシ ョ ン ・ シナ リ オ用に使用されます。

▪ 増分 ： 増分バッ クア ッ プは、 最後のフル ・ バッ クア ッ プまたは増分バッ クア ッ プ以降選択された
アイテムのセ ッ ト の ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルをバッ クア ッ プ し ます。 バッ クア ッ プが
完了する と、 Exchange Server によ り ト ラ ンザク シ ョ ン ・ ログが切り捨てられます。 この切り捨

てによ り、 Exchange Server の操作の健全性が保たれます。

▪ ［差分］ ： 差分バッ クア ッ プは、 最後のフル ・ バッ クア ッ プまたは増分バッ クア ッ プ以降選択され
たアイテムのセ ッ ト の ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルをバッ クア ッ プ し ます。 差分バッ ク
ア ッ プは、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログの切り捨ては実行し ませんが、 その代わり Exchange Server
の操作の健全性も保たれません。

詳細は、 「バッ クア ッ プ ・ タ イプの確認」 を参照し て く だ さい。

4 ［スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ オプシ ョ ン］ セクシ ョ ンで、 以下のオプシ ョ ンを指定し ます。

▪ ［ス ト レージにフ ァ イルをバッ クア ッ プする］ ： このオプシ ョ ンはデフ ォル ト で選択されてお り、
選択し たデータ をスナ ッ プシ ョ ッ ト からス ト レージ ・ デバイスにコ ピーし ます。 プ ラグイ ンは、
VSS プロバイダを使用し てク ラ イアン ト 上に永続的または非永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト を作成

し、 選択し たデータ をスナ ッ プシ ョ ッ ト からス ト レージ ・ デバイスにコ ピーし ます。

▪ ［スナ ッ プシ ョ ッ ト を永続的に保持する］ ： デ ィ スク ・ アレ イ上に永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト を保
持するには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

▫ ［ス ト レージにフ ァ イルをバッ クア ッ プする］ と ［スナ ッ プシ ョ ッ ト を永続的に保持する］
の両方のチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスが選択されている場合、 選択し たフ ァ イルがス ト レージ ・ デ
バイスにコ ピーされ、 そのスナ ッ プシ ョ ッ ト 情報がバッ クア ッ プ ・ イ ンデ ッ クスに追加さ
れます。

▫ ［ス ト レージにフ ァ イルをバッ クア ッ プする］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択解除し て、 この
チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択する と、 イ ンデッ クス ・ エン ト リのみがバッ クア ッ プ ・ ス ト
リームに書き込まれ、 永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト がデ ィ スク ・ アレ イに作成されます。

▪ ［次の期間を経過し たら廃棄］ ： ［スナ ッ プシ ョ ッ ト を永続的に保持する］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選
択し ており、 指定し た期間の後に永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト をデ ィ スク ・ アレ イから削除し たい
場合は、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し、 有効期限フ ィ ールド に入力し ます。

有効期限の設定に関係なく、関連するセーブセットがリタイアされるとスナップショットは自動
的に削除されます。よってこのオプションが役立つのは、関連するセーブセットがリタイアされ
る前にスナップショットを廃棄するときだけです。スナップショットを直ちに期限切れにするに
は、ストレージ・アレイにログインし、手動でスナップショットを期限切れにする必要がありま
す。この操作を行わない場合、スナップショットは、作成時に選択した保持ポリシーに従って期
限切れになります。

メ モ ： ［スナ ッ プシ ョ ッ ト を永続的に保持する］ オプシ ョ ン と ［次の期間を経過し たら廃棄］ オプ
シ ョ ンを使用するには、 バッ クア ッ プする Exchange Mailbox Server が、 NetVault Backup でサ

ポー ト されているデ ィ スク ・ アレ イに存在し てお り、 ベンダーのハー ド ウ ェ ア ・ ベースの VSS プ

ロバイダが機能し ている必要があり ます。 詳細は、 「スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ ベースのバッ クア ッ プに
ついて」 を参照し て く だ さい。
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5 ［詳細設定］ セクシ ョ ンで、 以下のオプシ ョ ンを指定し ます。

▪ ［最大パラ レル ・ ス ト リーム数］ ： 高速なバッ クア ッ プを可能にするために、 プ ラグイ ンはパラ レ
ル ・ ス ト リームを利用し てス ト レージ ・ グループ / メ ールボ ッ クス ・ データベースのバッ クア ッ

プを同時に実行し ます。 このオプシ ョ ンによ り、 バッ クア ッ プ中に使用するパラ レル ・ ス ト リー
ムの最大数を指定する こ とができます。 パラ レル ・ ス ト リームの最大数は、 以下の条件の両方を
満たす必要があり ます。

▫ ［ターゲッ ト ］ タ ブで指定し たバッ クア ッ プ ・ デバイスのド ラ イブ数以下 (=) である こ と。

▫ ［最大ス ト レージ ・ グループ / メ ールボ ッ クス ・ データベース数］ で設定し た値以下のパラ

レル ・ ス ト リームが作成できる こ と。 以下の表では、 Exchange Server の各バージ ョ ンお

よびエデ ィ シ ョ ンご とに使用できるス ト レージ ・ グループ / メ ールボ ッ クス ・ データベー

スの最大数を示し ます。

たとえば、仮想テープ・ライブラリに2つのドライブを設定しようとしており、20個のストレー

ジ・グループがある場合、［最大パラレル・ストリーム数］は、2以下である必要があります。

▪ ［マウン ト 解除されたデータベースをバッ クア ッ プ前にマウン ト ］ ： このオプシ ョ ンによ り、 デー
タベースをバッ クア ッ プする前に、 マウン ト されていないすべてのデータベースをマウン ト し ま
す。

▪ ［VSS 整合性チ ェ ッ クの実行］ ： このオプシ ョ ンでは、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブに含まれる

Exchange ス ト レージ ・ グループ / メ ールボ ッ クス ・ データベースについて VSS 整合性チ ェ ッ ク

を実行するか指定し ます。 Quest は、 このオプシ ョ ンを使用する こ と をお勧めし ます （デフ ォル

ト では選択された状態になっています）。

▪ ［選択し たアイテムのバッ クア ッ プが不完全の場合］ ： 複数のアイテムがバッ クア ッ プに含まれて
お り、 選択されたアイテムのう ちプ ラグイ ンで正し く バッ クア ッ プできないアイテムがある場合、
プ ラグイ ンでは、 バッ クア ッ プで実行するアクシ ョ ンを指定できます。 た と えば、 ジ ョ ブに複数
のス ト レージ ・ グループ / メ ールボ ッ クス ・ データベースおよびそのすべてのバッ クア ッ プが含

Exchange Serverバージョン
サーバー・エ
ディション

ストレージ・グループ、メールボックス・データベー
スの最大数

Exchange Server 2007 Standard 5ストレージ・グループ

Enterprise 50ストレージ・グループ

Exchange Server 2010 Standard 5メールボックス・データベース

Enterprise 100メールボックス・データベース

Exchange Server 2013 Standard 5メールボックス・データベース

Enterprise 50メールボックス・データベース

Exchange Server 2016 Standard 5メールボックス・データベース

Enterprise 100メールボックス・データベース

メ モ ： Exchange 2010 以降の DAG システムにおいて、 パラ レル ・ ス ト リーム数は各サー

バー単位で割り当てられており、 このため DAG 内に含まれる各サーバーについてこの数値

が適用されます。 た と えば、 DAG 内に 3 台の Exchange Server が配置され、 バッ ク ア ッ プ

に 2 つのス ト リームを選択し た場合、 バッ クア ッ プする必要がある各サーバー上に少な く と

も 2 つのデータベースが含まれている とする と、 最大で 6 つの同時ス ト リームが作成されま

す。 これよ り少ないデータベース数であれば、 ス ト リームはひとつも作成されません。 利用
可能な ド ラ イブがよ り少ない場合は、 次のド ラ イブが利用可能になるまでス ト リームは待機
し ます。

重要： パラレル・ストリームを使用する場合は、［ターゲット・ストレージ］セクションにある
［必ずメディアの先頭に書き込む］オプションを選択しないでください。プラグインが複数のデー
タ・ストリームを生成すると、各データ・ストリームは別々のメディアをターゲットにして、それ
らがメディア上の最初のバックアップであるとみなします。
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まれているが、 そのう ちのひとつだけが正常にバッ クア ッ プ されているよ う な場合、 バッ クア ッ
プ ・ ジ ョ ブで実行すべきアクシ ョ ンを指定する こ とができます。

▫ ［警告で終了 — 保存セ ッ ト は保持されます］ ： ジ ョ ブが ［バッ クア ッ プが警告付きで完了］

とい う ステータ スを返し、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト が作成されます。

▫ ［警告な し で完了 — 保存セ ッ ト は保持されま し た］ ： ジ ョ ブが完了し、 ［バッ クア ッ プ完了］

とい う ステータ スが返されます。 エラーは NetVault Backup バイナリ ・ ログに記録され、

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページでは無視されます。 バッ クア ッ プ されたアイテムからなる
バッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト が作成されます。

▫ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されます］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ

ブ失敗］ とい う ステータ スが返されますが、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなる
バッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト が作成されます。

▫ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されません］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・

ジ ョ ブ失敗］ とい う ステータ スが返され、 バッ クア ッ プ されたオブジ ェ ク ト のセーブセ ッ
ト は保持されません。 選択された一部のオブジ ェ ク ト が正し く バッ クア ッ プ された場合も
削除されます。

▪ ［DAG 内のバッ クア ッ プ ・ アルゴ リズム］ （DAG システムが構築されている場合に限り利用可

能） ：

▫ ［すべてアク テ ィ ブ］ ： バッ クア ッ プ実行時にアク テ ィ ブであるデータベースだけを各メ ー
ルボ ッ クス ・ サーバー上の Plug-in for Exchange にバッ ク ア ッ プ させたい場合は、 このオ

プシ ョ ンを選択し ます。

▫ ［可能であればデータベースのコ ピーをバッ クア ッ プ］ ： 利用可能なデータベース ・ コ ピー
をプ ラグイ ンに選択させたい場合はこのオプシ ョ ンを選択し ます。 プ ラグイ ンはバッ ク
ア ッ プにラ イセンス認証設定数に最も低い値が設定されたコ ピーを選択し ます。 データ
ベース ・ コ ピーがバッ クア ッ プに利用可能になっていないか、 コ ピーが無効になっている
場合、 プ ラグイ ンはアク テ ィ ブなデータベースを選択し ます。

▫ ［最も高いラ イセンス認証の設定数を使用し てデータベース コ ピーをバッ クア ッ プ］ ： 最も

高いラ イセンス認証の設定数を持つ利用可能なデータベース ・ コ ピーをプ ラグイ ンに選択
させたい場合はこのオプシ ョ ンを選択し ます。 データベース ・ コ ピーがバッ クア ッ プに利
用可能になっていないか、 コ ピーが無効になっている場合、 プ ラグイ ンはアク テ ィ ブな
データベースを選択し ます。

▫ ［可能であれば優先 Exchange Server からデータベースをバッ クア ッ プ］ ： バッ クア ッ プ

実行元の優先 Exchange Server のリ ス ト と除外するサーバーのリ ス ト を指定し たい場合

は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 プ ラグイ ンは、 無効状態にあるデータベース ・ コ ピー
をスキッ プ し ます。

このオプシ ョ ンでは以下のフ ィ ールド を使用し ます。

- ［可能であれば以下のExchange Serverからに限りExchangeデータベースをバック

アップ］：［可能であれば優先Exchange Serverからデータベースをバックアップ］

オプションを選択した場合、Exchange Serverのリストを優先順にカンマ区切りで入

力します。これはデータベースのバックアップに使用されます。Exchange Serverリ
ストの先頭に入力されたデータベース（コピーあるいはアクティブ）が利用可能で
あれば、そのサーバーから順にバックアップされます。利用可能でない場合は、本
プラグインは次にリストされたサーバーを順にバックアップしようとします。リス
トされた任意のサーバー上に使用できるコピーが1つもない場合（アクティブな

データベースを含む）、本プラグインはアクティブなデータベースを含むサーバー
または最も低いライセンス認証の設定数を持つデータベース・コピーを使用しま
す。
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- ［可能であれば以下のExchange ServerからExchangeデータベースをバックアップ

しない］：［可能であれば優先Exchange Serverからデータベースをバックアップ］

オプションを選択した場合、Exchange Serverのリストを優先順にカンマ区切りで入

力します。これはデータベースのバックアップには使用されなくなります。先頭に
リストされたサーバーの優先度が最も低くなります。その他のExchange Server上
でデータベース（コピーあるいはアクティブ）が利用可能であれば、そのデータ
ベースはリストされたサーバーからバックアップされなくなります。本プラグイン
は、このフィールドにリストされたすべてのサーバーを除外しようとします。デー
タベースが除外対象サーバーでのみ利用可能な場合、本プラグインは除外リスト内
で最後にリストされているサーバーを使用してバックアップを実行します。

6 LCR または CCR 環境で VSS ベースのバッ クア ッ プを実行する場合、 ［Volume Shadow Copy Service 
(VSS)］ セク シ ョ ンで以下の項目を設定し ます。

▪ ［アクテ ィ ブ ・ コピー］ ： すべてのス ト レージ ・ グループのアクテ ィ ブ ・ コピーをバッ クア ッ プする
には、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンは、 スタ ン ド アロン ・ システム用のデフ ォル
ト で、 SCC/ フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ ・ システムやすべてのス ト レージ ・ グループ用に有効に

なっている SCR （Standby Continuous Replication） を持つシステム用にのみ使用可能です。

▪ ［パッ シブ ・ コ ピー］ ： すべてのス ト レージ ・ グループのパッ シブ ・ コ ピーをバッ クア ッ プするに
は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 CCR システムおよび LCR システムの両方が使用可能な限り、

このオプシ ョ ンは CCR システム用のデフ ォル ト ・ オプシ ョ ンですが、 以下の制約があ り ます。

▫ このオプシ ョ ンを LCR システム用に選択し ている場合、 バッ クア ッ プは LCR が有効に

なっているス ト レージ ・ グループのみバッ クア ッ プを実行し ます。 LCR が有効になってい

ないス ト レージ ・ グループはバッ クア ッ プ されません。

▫ SCR がすべてのス ト レージ ・ グループに有効になっている場合 （CCR や LCR 環境下で

あっても）、 このオプシ ョ ンを選択する とバッ クア ッ プが失敗に終わり ます。 失敗が起こ る
のは、 バッ クア ッ プをパッ シブ ・ コ ピーから実行できないためです。

▫ パッ シブ ・ データのバッ クア ッ プ実行中には、 CCR と LCR 環境におけるパッ シブ ・ コ ピー

が Exchange 管理コンソール内で健全な状態であるこ と を必ず確認する必要があり ます。

パッ シブ ・ コ ピーが失敗状態の場合、 バッ クア ッ プも失敗に終わり ます。 失敗したパッ シ
ブ ・ コ ピーは、 削除または Update-StorageGroupCopy コマン ド で更新するこ とによ り、

健全な状態に復帰させるこ とができます。 Update-StorageGroupCopy コマン ド について

詳し く は、 http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/aa998853.aspx を参照し て く ださい。

▪ ［混合］ （LCR システムでのみ使用可能） ： このオプシ ョ ンを使用する と、 LCR が有効になってい

ないス ト レージ ・ グループのアク テ ィ ブ ・ コ ピーと と もに、 すべてのス ト レージ ・ グループの
パッ シブ ・ コ ピーをバッ クア ッ プ し ます。 このオプシ ョ ンはデフ ォル ト であ り、 SCR を持たない

LCR システム用にはお勧めできますが、 以下の制約がある点に注意し て く だ さい。

SCRがすべてのストレージ・グループで有効である場合、このオプションを選択するとバック

アップが失敗に終わります。従って、［アクティブ・コピー］オプションは、LCRとSCRが同時

に構築された環境用に選択する必要があります。

7 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 セ ッ ト を保存し ます。

8 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 セ ッ ト の名前を指定し て、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Windows の場合は長さ制限はあ り ませんが、 40 文字以内に収める こ と をお勧めし ます。

メ モ ： なお、 ［可能であれば以下の Exchange Server からに限り Exchange データベース

をバッ クア ッ プ］ オプシ ョ ンは ［可能であれば以下の Exchange Server から Exchange
データベースをバッ クア ッ プ し ない］ オプシ ョ ンに優先し ます。 つま り、 バッ クア ッ プは最
初にリ ス ト されたサーバーを使用し て実行する こ とはできますが、 本プ ラグイ ンは除外対象
サーバーのリ ス ト に沿って処理を実行する こ とはあ り ません。

メ モ ： LCR または CCR 環境で VSS ベース ・ バッ クア ッ プを実行し ている場合、 プラグイ ンは

Exchange Server データのアク テ ィ ブ ・ コ ピーまたはパッ シブ ・ コ ピーのいずれか一方において

バッ クア ッ プを実行する こ とができます。 パッ シブ ・ コ ピーのバッ クア ッ プを有効にする こ と で、
アク テ ィ ブ ・ ノ ー ドの負荷が軽減し ます。
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バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズ
と実行

1 ［スケジュール］、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使用し て、 その他の必要な
オプシ ョ ンを設定し ます。

2 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『QuestNetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

ヒント： 既に作成、保存しているジョブを実行するには、［ナビゲーション］パネルで［ジョブ定
義管理］を選択し、目的のジョブを選択して、［今すぐ実行］をクリックします。

重要： Microsoft Exchange Information Store、Microsoft Exchange Replication Serviceなどを含む

Exchange VSS Writersをホストするサービスを再起動すると、OSの再起動が完了し、クラスタ・

フェイルオーバーにより実行中のバックアップ・ジョブが失敗します。この失敗はMicrosoftが
VSSバックアップ用に保持している「バックアップ進行中」状態でのメモリの損失によるもので

す。
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7

データのリ ス ト ア

• リ ス ト ア と リ カバリの概要

• プ ラグイ ンを使用し たデータのリ ス ト ア

• 高度な リ ス ト ア手順の使用

リ ス ト ア と リ カバリの概要
既存バッ クア ッ プを リ ス ト アするために準備する場合、 理解し てお く と便利なキー･コ ンセプ ト がい く つかあ り
ます。 以下の ト ピ ッ クで、 これらのコ ンセプ ト について検討し ます。

• 利用可能な リ ス ト ア方法の確認

• リ ス ト ア ・ シーケンス ・ フ ェーズの確認

利用可能な リ ス ト ア方法の確認
リ ス ト ア方法とは、 リ ス ト アを実行するために選択されたテ ク ノ ロジーを指し ます。 Plug-in for Exchange では、

さ まざまな リ ス ト ア方法がサポー ト され、 各々固有の目的を持ちます。

ESE（Extensible Storage Engine）リストア方法

ESE は、 Microsoft Exchange Server のリ ス ト アおよびリ カバリ操作に使用される技術です。 ESE は、 Microsoft
が提供する Exchange 2007 の標準 Exchange Server コ ンポーネン ト です。

ESE リ ス ト ア方法を使用する場合、 リ ス ト ア されたすべてのデータベースは、 Microsoft が承認し た方法または

［リ ス ト アオプシ ョ ン］ タ ブ > ［リ ス ト ア と リ カバリのオプシ ョ ン］ サブ タ ブの ［リ ス ト ア前にデータベースの

マウン ト を解除］ オプシ ョ ンを使用し てマウン ト 解除する必要があ り ます。 リ ス ト ア実行前にデータベースのマ
ウン ト を解除し忘れる と、 「リ ス ト ア失敗」 または 「リ ス ト アが警告付きで完了」 ジ ョ ブ ・ ステータ スのいずれ
かが出力されます。

重要： Windows Server 2008はExchange Server 2007 SP1以降をサポートしますが、それ以前のExchange 
2007バージョンはサポートしていません。標準Exchange Server 2007 SP1インストールにおいて、ESEク

ライアント ライブラリ（esebcli2.dll）はExchange Server Binフォルダに格納されています。Exchange 
Server 2007 SP1のesebcli2.dllバージョンは8.1.240.5です。ただし、このライブラリをExchange Binフォル

ダからWindows Binフォルダへレプリケートしないと、Windows Binフォルダには古いバージョンの.dll
ファイルが表示される場合があります。 Plug-in for Exchange はESEクライアント・ライブラリを使用しま

す。これは、Windows Binフォルダ内で利用可能です。Windows Binフォルダ内に古いバージョンのライブ

ラリが格納されていると、バックアップまたはリストア・ジョブは失敗することに注意してください。
ジョブが失敗した場合は、ESEクライアント・ライブラリのコピーをWindows Binフォルダから別の安全

な場所に退避してから、ESEクライアント・ライブラリのコピーをExchange Server Binフォルダから

Windows Binフォルダへコピーした後、バックアップまたはリストア・ジョブを再度実行します。
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Volume Shadow Copy Service（VSS）

VSS ベースのリ ス ト ア中は、 プ ラグイ ンは Exchange Store Writer に Exchange Information Store と連携さ

せ （プ ラグイ ンの代わり に）、 リ ス ト ア用システムの準備、 リ ス ト ア ・ ターゲッ ト の検証実行、 バッ クア ッ プ ・
デバイスからデータ を戻し、 その後必要に応じ て ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログを再生し ます。

コピー・ファイルのリストア方法
Plug-in for Exchange では、 ス ト レージから指定し た ターゲッ ト ・ デ ィ レ ク ト リへの RAW フ ァ イルのリ ス ト ア

機能が用意されています。 この方法によ り、 特にデータ ・ マイニングや監査といった従来とは異なる目的でフ ァ
イルを リ ス ト アする必要がある場合など、 データベース ・ フ ァ イルのリ ス ト アにおける自由度が高ま り ま し た。

コ ピー ・ フ ァ イルのリ ス ト ア方法では、 Exchange Server からデータベースをマウン ト 解除する必要があ り ませ

ん。 ただ し、 このリ ス ト ア方法を使用し たデータベース ・ リ カバリはサポー ト されていません。

リ ス ト ア ・ シーケンス ・ フ ェーズの確認
各 Exchange Server のリ ス ト ア ・ シナ リ オには、 リ ス ト ア ・ フ ェーズと リ カバリ ・ フ ェーズとい うふたつの特徴

のある フ ェーズがあり ます。

リストア・フェーズ
リ ス ト ア ・ フ ェーズは、 ス ト レージから ローカル ・ デ ィ スクへのバッ クア ッ プに含まれるすべてのフ ァ イルの転
送に使用されます。 このプロセスは、 利用可能な リ ス ト ア方法の確認で定義されている リ ス ト ア方法のう ち 1 つ

を使用し て実行する こ とができます。

増分あるいは差分バッ クア ッ プを含むリ ス ト ア ・ シーケンスを実行する場合、 リ ス ト ア された各バッ クア ッ プに
対し て リ ス ト ア ・ フ ェーズが実行されます。

ボリ ュームまたは複数ボリ ューム上に、 リ ス ト ア中にデータベースを格納するためのデ ィ スク空き容量が十分あ
るか確認し て く だ さい。 リ ス ト ア ・ フ ェーズでデ ィ スク空き容量が使い尽 く される と、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが失敗
し ます。

リカバリ・フェーズ
リ カバリ ・ フ ェーズでは、 Exchange Server を所定の時間まで戻すために、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イル

に記録された変更が、 対応するデータベースに再適用されます。 このフ ェーズは、 ESE または VSS リ ス ト ア方

法を使用し ている場合のみ利用可能です。

バッ クア ッ プ ・ シーケンスのリ ス ト ア中 （増分または差分バッ クア ッ プがある場合など）、 リ カバリ ・ フ ェーズ
はリ カバリ ・ シーケンスの最終段階と し て 1 回実行されます。 リ カバリは、 リ ス ト ア ・ シーケンスに含まれる

バッ クア ッ プの数に関わらず、 一度だけ実行されます。

プ ラグイ ンを使用し たデータのリ ス ト ア
標準リ ス ト アを実行するには、 以下の ト ピ ッ クで説明する手順に従います。

• リ ス ト ア対象データの選択

• リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定

メ モ ： コ ピー ・ フ ァ イルのリ ス ト ア方法は、 個別メ ールボ ッ クスおよび メ ールボ ッ クス ・ アイテムのリ カ
バリ を実行するためにステージング ・ エ リ アまたはターゲッ ト ・ デ ィ レ ク ト リ を作成する場合に必要です。
詳し く は、 『QuestRecovery Manager for Exchange User Guide （英語のみ）』 を参照し て く ださい。
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• セキュ リ テ ィ ・ オプシ ョ ンの設定

• リ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行

リ ス ト ア対象データの選択
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から

［Plug-in for Exchange］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト のテーブルに表示されている項目を さ らにフ ィ ルタ リ ングするには、 ［ク ラ イアン ト ］、 ［日
付］、 ［ジ ョ ブ ID］ リ ス ト を使用し ます。

表にはセーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト ID）、 作成日時、 およびサイズが表示されま

す。 デフ ォル ト で、 リ ス ト は ［作成日］ 列でソー ト されます。

以下のテーブルでバッ クア ッ プ ・ タ イプご との識別子を示し ます。

4 セーブセ ッ ト の表で、 適切な項目を選択し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、 増分
バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズ、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ベースのバッ
クア ッ プかど うかなど。

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［セレ クシ ョ ン セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするデータ を選択し ます。

NetVault Backup では、 使用する Exchange のバージ ョ ンによ ってアイテムを以下のリ ス ト から選択し て

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブに含める こ とができます。

▪ イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン ・ ス ト ア全体

▪ 個々のス ト レージ ・ グループ

▪ ス ト レージ ・ グループ ・ セ ッ ト

▪ 個々のデータベース - メ ールボ ッ クス ・ データベースおよびパブ リ ッ ク ・ フ ォルダ ・ データベー

スを含む

▪ データベース ・ セ ッ ト

7 永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト からデータ を リ ス ト ア し ている場合は、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズ
と実行に進みます。 

永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト からデータ を リ ス ト アするために、 ジ ョ ブの実行前に必要な追加の手順はあ
り ません。 ジ ョ ブの実行後、 プ ラグイ ンは、 バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスからスナ ッ プシ ョ ッ ト 情報を
自動的に取得し ます。 スナ ッ プシ ョ ッ ト を使用できる場合、 プ ラグイ ンは、 スナ ッ プシ ョ ッ ト をローカ
ルにマウン ト し、 選択されたフ ァ イルをスナ ッ プシ ョ ッ ト から リ ス ト ア し ます。 スナ ッ プシ ョ ッ ト を使
用できない場合、 プ ラグイ ンは、 ス ト レージ ・ メ デ ィ アから フ ァ イル ・ データ を リ ス ト ア し ます。

バックアップ方法 バックアップ・タイプ バックアップ・タイプ識別子

ESE(Extensible Storage Engine) フル ESE FULL

コピー ESE COPY

増分 ESE INCREMENTAL

差分 ESE DIFFERENTIAL

VSS（ボリューム・シャドウ・コ

ピー・サービス）

フル VSS FULL

コピー VSS COPY

増分 VSS INCREMENTAL

差分 VSS DIFFERENTIAL
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リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定
［リ ス ト ア と リ カバリのオプシ ョ ン］ タ ブに表示されるオプシ ョ ンは、 使用する Exchange Server のバージ ョ ン

によ り異な り ます。 また、 このオプシ ョ ンは使用し たバッ クア ッ プ方法によ っては、 Exchange 2007 に対し て

も使用可能です。

• Exchange 2007 用リ ス ト アおよびリ カバリのオプシ ョ ン設定

• Exchange 2010 以降のバージ ョ ン用リ ス ト アおよびリ カバリのオプシ ョ ン設定

Exchange 2007用リストアおよびリカバリのオプション設定

［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 ［リ ス ト アおよび
リ カバリ ・ オプシ ョ ン］ タ ブで以下のパラ メ ータ を設定し ます。

• ［リ ス ト ア方法］ ： 以下のいずれかを選択し ます。

▪ ［ESE （Extensible Storage Engine）］ ： 選択し たデータ を ESE 方法を使用し て リ ス ト アするには

このオプシ ョ ンを選択し ます。 これによ り フル、 差分および増分バッ クア ッ プ ・ タ イプのリ カバ
リが可能にな り ます。 詳細は、 「ESE （Extensible Storage Engine） リ ス ト ア方法」 を参照し て く

だ さい。

▪ ［ターゲッ ト ・ デ ィ レ ク ト リのみへフ ァ イルを コ ピーする］ ： RAW フ ァ イルをス ト レージから特定

のターゲッ ト ・ デ ィ レ ク ト リ にリ ス ト アする場合は、 このオプシ ョ ンを使用し ます。 この方法を
選択し た場合、 データベース ・ リ カバリはできません。 この方法を使用し て リ ス ト アする場合、
リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの開始前に Exchange Server からデータベースをマウン ト 解除する必要はあ り

ません。

▪ ［Volume Shadow Copy Service (VSS)］ ： （VSS ベースのバッ クア ッ プのみに有効） 選択し た

データ を VSS 方法を使用し て リ ス ト アするにはこのオプシ ョ ンを選択し ます。 これによ り フル、

差分および増分バッ クア ッ プ ・ タ イプのリ カバリが可能にな り ます。 詳細は、 「VSS （Volume 
Shadow Copy Service） バッ クア ッ プ方式」 を参照し て く だ さい。

• ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ ： 以下の利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［バッ クア ッ プから フ ァ イルを リ ス ト ア し ます］ ： このオプシ ョ ンはデフ ォル ト で選択されてお り、
バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト で選択し たフ ァ イルを リ ス ト ア し ます。 リ ス ト ア ・ シーケンスの最後のリ
ス ト ア ・ ジ ョ ブ用に、 ［リ カバリの実行 （リ ス ト ア ・ シーケンスの最後ステ ッ プのみを有効にす
る）］ オプシ ョ ンが選択されていない場合、 追加のリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを実行し ます。 このジ ョ ブに
は、 同じバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト が選択され、 ［バッ クア ッ プから フ ァ イルを リ ス ト ア し ま
す］ オプシ ョ ンが選択解除され、 ［リ カバリの実行 （リ ス ト ア ・ シーケンスの最後ステ ッ プのみを
有効にする）］ オプシ ョ ンが選択されている必要があ り ます。 このオプシ ョ ンを設定する と、
NetVault Backup は、 バッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アから Exchange Server へデータの再送信をする こ

と な く リ カバリ を実行し ます。

▪ ［リ ス ト ア中に使用し たテンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ］ ： （ESE ベース ・ バッ クア ッ プ上で リ ス ト ア

されたログ ・ フ ァ イルのみ） リ ス ト アおよびリ カバリ ・ プロセス中に、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ
とパッ チ ・ フ ァ イルがテンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ に一時的に格納されます。 このフ ィ ールド で、
リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ用のテンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ を指定し ます。

▪ ［最大パラ レル ・ ス ト リーム数］ ： リ ス ト ア中に使用されるパラ レル ・ リ ス ト ア ・ ス ト リームの最
大数を指定し ます。 デフ ォル ト で、 このフ ィ ールド にはバッ クア ッ プの生成に使用された
Exchange Server のバージ ョ ン と エデ ィ シ ョ ンに基づいて利用可能な最大パラ レル ・ ス ト リーム

数が表示されます。

重要： リストア・ログ・ファイル用に使用したテンポラリ・ディレクトリは空である必要が
あります。そうでない場合、リストア環境情報が破損していることを示すエラーが発生し、
リストア・ジョブが失敗に終わります。
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▪ ［リ ス ト ア前にデータベースのマウン ト を解除］ （回復用ス ト レージ ・ グループのリ ス ト アには非
推奨） ： 実際にリ ス ト アを実行する前に、 リ ス ト ア用に選択されているデータベースのマウン ト を
自動的に解除するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 VSS ベース ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア時

には、 選択されたス ト レージ ・ グループ内ですべてのデータベースがマウン ト 解除されます。 ま
た、 このオプシ ョ ンを選択し た場合、 RSG 内のデータベースはマウン ト 解除されません。

▪ データベースに 「このデータベースはリ ス ト アで上書きできます」 フ ラグを設定 （オ リ ジナル ・
データベースへの ESE リ ス ト アでは不要） リ ス ト ア操作に含まれるすべてのデータベースを自動

的にリ ス ト ア し て、 この操作で Exchange ユーテ ィ リ テ ィ を使用する必要をな く すには、 このオ

プシ ョ ンを選択し ます。 Quest では、 このオプシ ョ ンを選択し ない場合、 Exchange 管理コ ン ソー

ル、 Exchange システム ・ マネージャ、 または Exchange 管理シ ェルを使用し て確実にリ ス ト アが

完了するよ う上書き権限を設定する こ と をお勧めし ます。

▪ ［リ ス ト ア前にス ト レージ ・ グループの複製を一時停止］ ： （Exchange 2007 のみ利用可能） このオ

プシ ョ ンを選択する と、 LCR および CCR に対し て利用可能なレプ リ ケーシ ョ ンを含むすべての

ス ト レージ ・ グループへのレプ リ ケーシ ョ ンが自動的に無効化されます。

▪ ［リ カバリ後にス ト レージ ・ グループの複製を更新 （既存フ ァ イルを削除し複製を再開）］ ：
（Exchange 2007 LCR 環境でのみ利用可能） このオプシ ョ ンを選択する と、 LCR 用レプ リ ケー

シ ョ ン ・ データ を自動的に更新し ます。 既存のレプ リ ケー ト 済みデータベース ・ フ ァ イルが削除
される と、 レプ リ ケーシ ョ ンは新規データベースおよびログ ・ フ ァ イルのコ ピーによ り更新され
ます。 このプロセスによ り既存のレプ リ ケー ト 済みデータベース と ログ ・ フ ァ イルが削除されま
す。 このオプシ ョ ンを使用し て リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが完了する と Exchange 管理コ ン ソール内のス

テータ スは健全になるはずです。

• ［リ カバリ ・ オプシ ョ ン］ ： 以下の利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ リ カバリの実行 （リ ス ト ア ・ シーケンスの最後ステ ッ プのみを有効にする） ： リ ス ト ア ・ シーケン
スの最後のジ ョ ブを実行する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 リ ス ト ア ・ シーケンスにフ
ル ・ バッ クア ッ プ しか含まれていない場合、 フル ・ バッ クア ッ プ用にこのオプシ ョ ンを選択し ま
す。 リ ス ト ア ・ シーケンスに増分または差分リ ス ト アが含まれる場合、 リ ス ト ア ・ シーケンスの
最後のバッ クア ッ プを リ ス ト アする際にこのオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンによ り、
選択されていた リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの終了に伴い、 リ ス ト ア ・ プロセスを完了させます。 つま り、
Exchange Server に必要な リ カバリ ・ タ スク を実行するよ う促し ます。 ［リ カバリ ・ オプシ ョ ン］

セクシ ョ ン内の他のすべてのオプシ ョ ンは、 このオプシ ョ ンが選択されない限り無効にな り ます。

重要： ［このデータベースはリストアで上書きできます］チェックボックスを選択した場
合、以下の制約がある点に注意してください。

• データベースにRSGが設定されている場合、RSG内のデータベースに上書き権限が

設定されません。リストア位置がRSGにリダイレクトされている場合は、Questで
は、このオプションを選択しないことをお勧めします。

• リストア・ジョブが複数のストレージ・グループ内で複数のデータベースにまたが
る場合、上書き権限はすべてのデータベースに設定されます。

• ストレージ・グループを名前変更する場合、ストレージ・グループ内のすべての
データベースに上書き権限が設定されます。

• データベースを名前変更する場合、上書き権限はターゲット・データベースに設定
されます。

メ モ ： ［リ カバリ後にス ト レージ ・ グループの複製を更新］ が正常完了する と、 Exchange
管理コ ン ソール内で リ ス ト ア されたス ト レージ ・ グループの ［コ ピー ・ ステータ ス］ が健全
の代わり に初期化中と表示される場合があ り ます。 ただ し、 このステータ スは特に問題では
あり ません。 これは、 アク テ ィ ブなス ト レージ ・ グループに対し て新規ログ ・ フ ァ イルが生
成される と、 ［コ ピー ・ ステータ ス］ は ［健全］ に変わるためです。

重要： ［リカバリの実行］オプションと［リカバリ後のデータベースをマウントする］オプ
ションを併用する場合、リカバリが完了してもNetVault Backupはリストアに含まれるすべ

てのデータベースを自動的に再マウントすることはありません。Exchange管理コンソール

（2007）ユーティリティを使用することで、選択されたデータベース内のストレージ・グ

ループをマウントすることが可能です。ストアの再マウントについて詳しくは、関連する
Exchangeドキュメントを参照してください。
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▪ ［リ カバリ完了を確認する］ ： （ESE リ ス ト アのみ） このオプシ ョ ンを使用する と、 リ ス ト ア済み

ログ ・ フ ァ イルの再生を含むリ カバリ ・ プロセスは、 NetVault Backup リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ期間中に

完了し ます。 このオプシ ョ ンによ り、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブのステータ スが確実に メ ールボ ッ クス ・
データベース と一貫し た状態で反映されてから、 データベースのマウン ト が実行されます。 この
オプシ ョ ンを選択解除し た場合、 フ ァ イルが Exchange Server へリ ス ト ア され、 リ カバリが初期

化された後、 NetVault Backup リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが終了し ます。 ただ し この場合、 リ ス ト ア ・ ジ ョ

ブのステータ スにはデータベース と そのリ カバリの状態が正確に反映されません。 そのため、 対
象と なる Exchange Server にローカルでログイ ン し、 すべてのリ ス ト ア済みデータのステータ ス

を確認し ます。

▪ ［現在のログを再生］ ： （VSS ベースのバッ クア ッ プには自動的に選択） このオプシ ョ ンを選択す

る と、 プ ラグイ ンは、 バッ クア ッ プが取られた時点から後に生成された追加 ト ラ ンザクシ ョ ン ・
ログ ・ フ ァ イルにアクセスするよ う に対象の Exchange Server に要求し ます。 ト ラ ンザクシ ョ

ン ・ ログ ・ フ ァ イルはいったんアクセス される と、 Exchange Server のリ カバリ操作中 （つま り、

データのリ ス ト アが完了し た後） に適用されて、 対応するデータベースを最新の状態にし ます。

▪ ［リ カバリ後のテンポラ リ ・ ログ ・ フ ァ イルを削除する］ ： （デフ ォル ト で選択） リ カバリ ・ プロセ
スが完了し た後、 テンポラ リ ・ フ ァ イル、 テンポラ リ ・ ログおよびパッ チ ・ フ ァ イルをデ ィ レ ク
ト リから削除するため、 ［リ カバリ後のテンポラ リ ・ ログ ・ フ ァ イルを削除する］ フ ィ ールド でこ
のオプシ ョ ンを選択し たままにし ておきます。 このオプシ ョ ンを選択解除し た場合、 リ カバリ ・
プロセスが完了し た後も ログとパッ チ ・ フ ァ イルがデ ィ レ ク ト リ に残り ます。

▪ ［リ カバリ後のデータベースをマウン ト する］ ： （デフ ォル ト で選択） このオプシ ョ ンを選択する
と、 リ ス ト ア完了後、 データベース内でマウン ト 解除されたデータベースを自動的にマウン ト す
る こ とができます。 Quest では、 このオプシ ョ ンはデフ ォル ト 選択のままにし てお く こ と をお勧

めし ます。 そ う でない場合、 データベースをオン ラ イ ンに戻すため、 リ ス ト アが完了するご とに
手動でデータベースをマウン ト し ます。

Exchange 2010以降のバージョン用リストアおよびリカバリの

オプション設定
［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 ［リ ス ト アおよび
リ カバリ ・ オプシ ョ ン］ タ ブで以下のパラ メ ータ を設定し ます。

• ［リ ス ト ア方法］ ： 以下のいずれかを選択し ます。

▪ ［Volume Shadow Copy Service (VSS)］ ： 選択し たデータ を VSS 方法を使用し て リ ス ト アするに

はこのオプシ ョ ンを選択し ます。 これによ り フル、 差分および増分バッ クア ッ プ ・ タ イプのリ カ
バリが可能にな り ます。 詳細は、 「VSS （Volume Shadow Copy Service） バッ クア ッ プ方式」 を

参照し て く だ さい。

重要： ［現在のログを再生］オプションが、ESEベースのバックアップに対して選択解除さ

れている場合、リカバリ・フェーズの間に現在のトランザクション・ログが適用されること
はありません。この選択により、新規またはバックアップ以降変更されたすべてのデータが
失われます。 
 
VSSベースのバックアップをリストアする場合、現在のログが自動的に再生されます。その

ため、最後のバックアップ時点までリストアする場合、現在のログをVSSリストア実行前

に削除します。

重要： ［リカバリ後のテンポラリ・ログ・ファイルを削除する］オプションは、大抵の場
合、選択したままにしておく必要があります。このオプションが選択されていないと、テン
ポラリ・ファイルと同じディレクトリを使用する後続のリストアについて、Exchangeが不

完全、矛盾、または順番が前後したログ・ファイルをレポートするなどのリストア障害や、
さらにはデータベース・エラーが発生する可能性があります。
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▪ ［ターゲッ ト ・ デ ィ レ ク ト リのみへフ ァ イルを コ ピーする］ ： RAW フ ァ イルをス ト レージから特定

のターゲッ ト ・ デ ィ レ ク ト リ にリ ス ト アする場合は、 このオプシ ョ ンを使用し ます。 この方法を
選択し た場合、 データベース ・ リ カバリはできません。 この方法を使用し て リ ス ト アする場合、
リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの開始前に Exchange Server からデータベースをマウン ト 解除する必要はあ り

ません。

• ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ ： 以下の利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［ターゲッ ト ・ デ ィ レ ク ト リ］ ： ［ターゲッ ト ・ デ ィ レ ク ト リのみへフ ァ イルを コ ピーする］ オプ
シ ョ ンを選択し た際、 デフ ォル ト ・ パスを使用し た く ない場合は、 このフ ィ ールド で ターゲッ
ト ・ パスを変更し ます。

▪ ［最大パラ レル ・ ス ト リーム数］ ： リ ス ト ア中に使用されるパラ レル ・ リ ス ト ア ・ ス ト リームの最
大数を指定し ます。 デフ ォル ト で、 このフ ィ ールド にはバッ クア ッ プの生成に使用された
Exchange Server のバージ ョ ン と エデ ィ シ ョ ンに基づいて利用可能な最大パラ レル ・ ス ト リーム

数が表示されます。

▪ ［既存のフ ァ イルを上書き し ない］ ： このオプシ ョ ンはデフ ォル ト で選択されてお り、 データベー
ス ・ フ ァ イル、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ、 および部分 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログを含む、 Exchange 
Server データベースを構成する物理フ ァ イルに適用されます。 このオプシ ョ ンは、 その前の両方

の ［リ ス ト ア方法］ オプシ ョ ン と と もに機能し ます。

▫ ソ フ ト ・ リ カバリ を完了するには、 このオプシ ョ ンを選択し たままにし て、 指定し た ター
ゲッ ト ・ デ ィ レ ク ト リ内の同じ名前のフ ァ イルが上書き されないよ う にし ます。 た と えば、
最後のバッ クア ッ プの完了以降に作成された ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログおよび部分 ト ラ ンザ
クシ ョ ン ・ ログがあるデータベース ・ デ ィ レ ク ト リ にフ ァ イルを リ ス ト ア し ている場合は、
このオプシ ョ ンを選択する と、 既存のログが保持され、 リ カバリ にはその既存のログと、
バッ クア ッ プから リ ス ト ア された追加の ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログが含まれます。

▫ ハー ド ・ リ カバリ を完了するには、 このオプシ ョ ンを選択解除し て、 指定し た ターゲッ
ト ・ デ ィ レ ク ト リ内に同じ名前のフ ァ イルが存在するかど う かをプ ラグイ ンが確認し ない
よ う にし ます。 た と えば、 空のデータベース ・ デ ィ レ ク ト リ にフ ァ イルを リ ス ト ア し てい
る場合、 または最後のバッ クア ッ プが完了し た と きまでのフ ァ イルを リ カバリする場合は、
このオプシ ョ ンを選択解除する と、 最後のバッ クア ッ プからのフ ァ イルが確実に リ カバリ
されます。

▪ ［リ ス ト ア前にデータベースのマウン ト を解除］ （回復用ス ト レージ ・ グループのリ ス ト アには非
推奨） ： 実際にリ ス ト アを実行する前に、 リ ス ト ア用に選択されているデータベースのマウン ト を
自動的に解除するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 VSS ベース ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア時

には、 メ ールボ ッ クス ・ データベースで選択されたすべてのデータベースがマウン ト 解除されま
す。 また、 このオプシ ョ ンを選択し た場合、 RSG 内のデータベースはマウン ト 解除されません。

▪ データベースに 「このデータベースはリ ス ト アで上書きできます」 フ ラグを設定 （オ リ ジナル ・
データベースへの ESE リ ス ト アでは不要） リ ス ト ア操作に含まれるすべてのデータベースを自動

的にリ ス ト ア し て、 この操作で Exchange ユーテ ィ リ テ ィ を使用する必要をな く すには、 このオ

プシ ョ ンを選択し ます。 Quest では、 このオプシ ョ ンを選択し ない場合、 Exchange 管理コ ン ソー

ル、 Exchange システム ・ マネージャ、 または Exchange 管理シ ェルを使用し て確実にリ ス ト アが

完了するよ う上書き権限を設定する こ と をお勧めし ます。

重要： リストア・ログ・ファイル用に使用したテンポラリ・ディレクトリは空である必要が
あります。そうでない場合、リストア環境情報が破損していることを示すエラーが発生し、
リストア・ジョブが失敗に終わります。

重要： フル・バックアップと増分または差分バックアップのシーケンスをリストアしている
場合は、シーケンスのそれぞれのステップで、［既存のファイルを上書きしない］オプショ
ンを同じ設定にしてください。たとえば、基本となるフル・バックアップをリストアすると
きにこのオプションを選択した場合は、以降のすべての増分または差分バックアップでもこ
のオプションを必ず選択します。
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▪ ［リ ス ト ア前にデータベース ・ レプ リ ケーシ ョ ンを一時停止］ ： （DAG システムのみ利用可能） こ

のオプシ ョ ンを選択する と、 DAG に利用可能なデータベース ・ コ ピーを含むすべてのメ ールボ ッ

クス ・ データベースへのデータベース ・ コ ピーが自動的に無効化されます。

▪ ［リ カバリ後にデータベース ・ レプ リ ケーシ ョ ンを更新 （既存フ ァ イルを削除し、 レプ リ ケーシ ョ
ンを再開）］ ： （DAG システムでのみ利用可能） このオプシ ョ ンを選択する と、 DAG 用にデータ

ベース ・ コ ピーを自動的に更新し ます。 データベース ・ コ ピーの既存フ ァ イルが削除される と、
データベース ・ コ ピーは新規データベースおよびログ ・ フ ァ イルのコ ピーによ り更新されます。
この手順によ り既存のデータベース と ログ ・ フ ァ イルが削除されます。 このオプシ ョ ンを使用し
て リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが完了する と Exchange 管理コ ン ソール内のステータ スは健全になるはずで

す。 データベースのサイズ、 ネ ッ ト ワーク帯域幅、 および遅延率によ っては、 データベース ・ コ
ピーの更新にかな りの時間を要する場合があ り ます。

• ［リ カバリ ・ オプシ ョ ン］ ： 以下の利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ リ カバリの実行 （リ ス ト ア ・ シーケンスの最後ステ ッ プのみを有効にする） ： リ ス ト ア ・ シーケン
スの最後のジ ョ ブを実行する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 リ ス ト ア ・ シーケンスにフ
ル ・ バッ クア ッ プ しか含まれていない場合、 フル ・ バッ クア ッ プ用にこのオプシ ョ ンを選択し ま
す。 リ ス ト ア ・ シーケンスに増分または差分リ ス ト アが含まれる場合、 リ ス ト ア ・ シーケンスの
最後のバッ クア ッ プを リ ス ト アする際にこのオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンによ り、
選択されていた リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの終了に伴い、 リ ス ト ア ・ プロセスを完了させます。 つま り、
Exchange Server に必要なすべてのリ カバリ ・ タ スク を実行するよ う促し ます。 ［リ カバリ ・ オプ

シ ョ ン］ セクシ ョ ン内の他のすべてのオプシ ョ ンは、 このオプシ ョ ンが選択されない限り無効に
な り ます。

▪ ［リ カバリ後のデータベースをマウン ト する］ ： （デフ ォル ト で選択） このオプシ ョ ンを選択する
と、 リ ス ト ア完了後、 データベース内でマウン ト 解除されたデータベースを自動的にマウン ト す
る こ とができます。 Quest では、 このオプシ ョ ンはデフ ォル ト 選択のままにし てお く こ と をお勧

めし ます。 そ う でない場合、 データベースをオン ラ イ ンに戻すため、 リ ス ト アが完了するご とに
手動でデータベースをマウン ト し ます。

重要： ［このデータベースはリストアで上書きできます］チェックボックスを選択した場
合、以下の制約がある点に注意してください。

• データベースにRDBが設定されている場合、RDB内のデータベースに上書き権限が

設定されません。Questは、リストア位置がRDBにリダイレクトされている場合は、

このオプションを選択しないことをお勧めします。

• メールボックス・データベースを名前変更する場合、ターゲット・メールボックス・
データベース内のすべてのデータベースに上書き権限が設定されます。

• データベースを名前変更する場合、上書き権限はターゲット・データベースに設定
されます。

メ モ ： ［リ カバリ後にデータベース ・ レプ リ ケーシ ョ ンを更新］ が正常完了する と、
Exchange 管理コ ン ソール内で リ ス ト ア された メ ールボ ッ クス ・ データベースの ［コ ピー ・

ステータ ス］ が ［健全］ の代わり に ［初期化中］ と表示される場合があ り ます。 ただ し、 こ
のステータ スは特に問題ではあり ません。 これは、 アク テ ィ ブな メ ールボ ッ クス ・ データ
ベースに対し て新規ログ ・ フ ァ イルが生成される と、 ［コ ピー ・ ステータ ス］ は ［健全］ に
変わるためです。

重要： VSSベースのバックアップをリストアする場合、現在のログが自動的に再生されま

す。最後のバックアップ時点までリストアする場合、現在のログをVSSリストア実行前に

削除します。
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セキュ リ テ ィ ・ オプシ ョ ンの設定
ジ ョ ブ固有の認証を指定するには、 ［セキュ リ テ ィ ］ タ ブを ク リ ッ ク し て、 以下のパラ メ ータ を設定し ます。

• ［Exchange 管理者のユーザー名］ ： このフ ィ ールド にはデフ ォル ト で、 対象と なる元の Exchange Server
のバッ クア ッ プに使用された管理者レベル ・ アカウン ト が表示されます。 この値は必要に応じ て変更す
る こ とができますが、 指定されたアカウン ト はリ ス ト アの対象と し て稼働するマシンについて適切な
バッ クア ッ プ / リ ス ト ア権限を持つ必要があり ます。

• ［パスワー ド］ ： 上記のフ ィ ールド に指定し たユーザー名に対応するパスワー ド を入力し ます。

• ［Windows ド メ イ ン］ ： ［Exchange 管理者のユーザー名］ フ ィ ールド に ド メ イ ン ・ アカウン ト を指定し

た場合、 そのド メ イ ンの名前を入力し ます。 ローカルの管理者ユーザー名を指定し た場合は、 この
フ ィ ールド をブ ラ ン クのままにし ても構いません。

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行
最終ステ ッ プには、 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ ページの追加オプシ ョ ン設
定、 ジ ョ ブの実行、 および ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ と ［ログ参照］ ページからの進捗状況の監視が含まれていま
す。 これらのページ とオプシ ョ ンは、 すべての NetVault Backup プラグイ ンに共通し ています。 詳し く は、

『QuestNetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

1 設定を保存するには、 ［OK］、 続いて ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況を監視する際にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名
には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Windows の場合は長さ制限はあ り ませんが、 40 文字以内に収める こ と をお勧めし ます。

3 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 データ を リ ス ト アするマシンを選択し ます。

4 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使って、 その他の必要なオプ
シ ョ ンを設定し ます。

5 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『QuestNetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

ヒント： ［選択］をクリックして、［クライアント指定選択］ダイアログ・ボックスから適切なク
ライアントを検索、選択することもできます。
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CCR、 SCR および DAG 環境用に リ ス ト ア後の手

順を実行する
適切な ト ピ ッ クに記載されている手順を完了し ます。

• CCR 環境用にリ ス ト ア後の手順を実行する

• SCR 環境用にリ ス ト ア後の手順を実行する

• DAG 環境用に リ ス ト ア後の手順を実行する

CCR環境用にリストア後の手順を実行する

CCR 環境のリ ス ト ア後は、 Update-StorageGroupCopy コ マン ド を使用し て連続レプ リ ケーシ ョ ンを再同期さ

せる必要があり ます。 詳し く は、 以下の Microsoft のリ ソースを参照し て く だ さい。

• ク ラス タ連続レプ リ ケーシ ョ ン ・ コ ピーをシー ド する方法 http://technet.microsoft.com/ja-
jp/library/bb124706.aspx 

• Update-StorageGroupCopy コマン ド http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/aa998853.aspx 

• Resume-StorageGroupCopy コマン ド http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/bb124529.aspx 

SCR環境用にリストア後の手順を実行する

SCR で設定し たス ト レージ ・ グループを リ ス ト ア し た後は、 Update-StorageGroupCopy コマン ド を使用し て

パッ シブ ・ コ ピーを再同期する必要があり ます。 詳し く は、 以下の Microsoft のリ ソースを参照し て く だ さい。

• ク ラス タ連続レプ リ ケーシ ョ ン ・ コ ピーをシー ド する方法 http://technet.microsoft.com/ja-
jp/library/bb124706.aspx 

• Update-StorageGroupCopy コマン ド http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/aa998853.aspx 

DAG環境用にリストア後の手順を実行する

［リ カバリ後にデータベース ・ レプ リ ケーシ ョ ンを更新］ オプシ ョ ンを使用し なかった場合、 Exchange 管理コ

ン ソールまたはシ ェルを使用し てデータベース ・ コ ピーを手動でコ ピーし ます。 詳し く は、
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/dd351100.aspx の 「メ ールボ ッ クス データベース コ ピーの更新」 を参

照し て く だ さい。

重要： ディザスタ・リカバリの実行中または代替サーバーのリストア中の場合、連続レプリケーションは
リストアの初期化前には使用できません。従って、レプリケーションの無効化や再開/更新は必要ありま

せん。

重要： ディザスタ・リカバリの実行中または代替サーバーのリストア中の場合、連続レプリケーションは
リストアの初期化前には使用できません。従って、レプリケーションの無効化や再開/更新は必要ありま

せん。
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リ ス ト ア ・ シーケンス例
10 個の連続増分バッ クア ッ プのリ カバリから、 ひとつのフル ・ バッ クア ッ プのリ カバリ まで、 プ ラグイ ンを使

用し たすべてのリ ス ト ア ・ シナリ オは、 NetVault Backup で リ ス ト ア ・ シーケンス と し て表示されます。 従っ

て、 データ を正常にリ カバリするには、 以下の詳細手順に従う必要があ り ます。 以下の ト ピ ッ クでは、 さ まざま
なバッ クア ッ プ ・ タ イプのリ ス ト アに必要な手順の例を示し ます。 これらの例では、 非連続レプ リ ケーシ ョ ン環
境が構築されている こ と を前提と し ています。

• ス タ ン ド アロン ・ フル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア

• 増分バッ クア ッ プ ・ シーケンスのリ ス ト ア

• フルおよび差分バッ クア ッ プ ・ シーケンスのリ ス ト ア

スタンドアロン・フル・バックアップのリストア
単一のフル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト アも、 Plug-in for Exchange ではリ ス ト ア ・ シーケンス と し て表示されます。

従って、 ス タ ン ド アロン ・ フル ・ バッ クア ッ プを正常に リ ス ト ア し、 Exchange を使用し て リ カバリ ・ データ を

利用可能にするには、 以下の手順に従う必要があり ます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から

［Plug-in for Exchange］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト の表から、 適切な項目を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするオブジ ェ ク ト を選択し ます。

た と えば、 イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン ・ ス ト ア全体やリ ス ト ア対象データの選択で示されているよ う な破損
データベースのみなど。

5 リ ス ト アに選択されたアイテムについて正確に メ モ し ます。

6 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 ［リ ス ト アおよびリ カバリ ・ オプシ ョ ン］ タ ブで以
下のオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ が ［フル］ にラベルされている こ と を確認し ます。

▪ ［リ ス ト ア方法］ セクシ ョ ンで、 ［Extensible Storage Engine (ESE)］ または ［Volume Shadow 
Copy Services (VSS)］ を選択し ます。

▪ ［リ ス ト アオプシ ョ ン］ セクシ ョ ンで、 ［バッ クア ッ プから フ ァ イルを リ ス ト ア し ます］ を選択し、
［パラ レル ・ ス ト リームの最大数］ を入力し、 ［リ ス ト ア前にデータベースのマウン ト を解除］ を
選択し ます。

▪ ［リ カバリ オプシ ョ ン］ セクシ ョ ンで、 ［リ カバリの実行］ を選択し、 次に ［リ カバリ後のデータ
ベースをマウン ト する］ を選択し ます。 VSS リ ス ト ア方法を使用する場合、 ［リ カバリ完了を確

認する］、 ［現在のログを再生］ および ［リ カバリ後のテンポラ リ ・ ログ ・ フ ァ イルを削除する］
オプシ ョ ンが選択されている こ と を確認し ます。

7 ［セキュ リ テ ィ ］ タ ブを ク リ ッ ク し、 適切な ［認証詳細］ を入力し ます。

8 ジ ョ ブを完了し、 実行し ます。

詳し く は、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行を参照し て く だ さい。

ジ ョ ブが完了する と、 NetVault Backup はリ ス ト アおよびリ カバリ ・ プロセスを完了し、 すべてのリ ス ト

ア済みデータはすぐに Exchange Server にアクセス可能にな り ます。
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増分バックアップ・シーケンスのリストア
た と えば、 毎週日曜日の夜 11:00 にフル ・ バッ クア ッ プが実行され、 さ らに月曜日から土曜日の午後 11:00 に増

分バッ クア ッ プが実行されている と し ます。 リ カバリは水曜日に実行されているので、 日曜日のフル ・ バッ ク
ア ッ プ と、 続 く 月曜日、 火曜日の増分バッ クア ッ プがリ ス ト ア される必要があ り ます。

増分バッ クア ッ プ ・ シーケンスのリ カバリ を実行するには、 以下の ト ピ ッ クで説明する手順に従います。

• オ リ ジナル ・ フル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア

• 中間のすべての増分バッ クア ッ プのリ ス ト ア

• 最終増分バッ クア ッ プのリ ス ト ア

オリジナル・フル・バックアップのリストア

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から

［Plug-in for Exchange］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト ・ テーブルで増分バッ クア ッ プ ・ シーケンスの開始点と なる フル ・ バッ クア ッ プ ・ セーブ
セ ッ ト を選択し、 次に ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするオブジ ェ ク ト を選択し ます。

た と えば、 イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン ・ ス ト ア全体やリ ス ト ア対象データの選択で示されているよ う な破損
データベースのみなど。

5 リ ス ト アに選択されたアイテムについて正確に メ モ し ます。

6 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 ［リ ス ト アおよびリ カバリ ・ オプシ ョ ン］ タ ブで以
下のオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ が ［フル］ にラベルされている こ と を確認し ます。

▪ ［リ ス ト ア方法］ セクシ ョ ンで、 ［Extensible Storage Engine (ESE)］ または ［Volume Shadow 
Copy Services (VSS)］ を選択し ます。

▪ ［リ ス ト アオプシ ョ ン］ セクシ ョ ンで、 ［バッ クア ッ プから フ ァ イルを リ ス ト ア し ます］ を選択し、
［パラ レル ・ ス ト リームの最大数］ を入力し、 ［リ ス ト ア前にデータベースのマウン ト を解除］ を
選択し ます。

▪ ［リ カバリ オプシ ョ ン］ セクシ ョ ンで、 ［リ カバリ を実行する］ オプシ ョ ンを選択解除し ます。 そ
の他すべてのオプシ ョ ンは無効にな り ます。

7 ［セキュ リ テ ィ ］ タ ブを ク リ ッ ク し、 適切な ［認証詳細］ を入力し ます。

8 ジ ョ ブを完了し、 実行し ます。

詳し く は、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行を参照し て く だ さい。

中間のすべての増分バックアップのリストア

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から

［Plug-in for Exchange］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト ・ テーブルでシーケンス内の最初の増分バッ クア ッ プ と なるバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト
を選択し、 次に ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするオブジ ェ ク ト を選択し ます。

5 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 ［リ ス ト アおよびリ カバリ ・ オプシ ョ ン］ タ ブで以
下のオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ が ［増分］ にラベルされている こ と を確認し ます。
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▪ ［リ ス ト ア方法］ セクシ ョ ンで、 ［Extensible Storage Engine (ESE)］ または ［Volume Shadow 
Copy Services (VSS)］ を選択し ます。

▪ ［リ ス ト アオプシ ョ ン］ セクシ ョ ンで、 ［バッ クア ッ プから フ ァ イルを リ ス ト ア し ます］ を選択し、
［パラ レル ・ ス ト リームの最大数］ を入力し ます。

▪ ［リ カバリ オプシ ョ ン］ セクシ ョ ンで、 ［リ カバリ を実行する］ オプシ ョ ンを選択解除し ます。 そ
の他すべてのオプシ ョ ンは無効にな り ます。

6 ［セキュ リ テ ィ ］ タ ブを ク リ ッ ク し、 適切な ［認証詳細］ を入力し ます。

7 ジ ョ ブを完了し、 実行し ます。

詳し く は、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行を参照し て く だ さい。

8 シーケンスでの最後の増分を除き、 ステ ッ プ 1 ～ステ ッ プ 7 をすべての追加増分バッ クア ッ プに順番通

り に繰り返し ます。

以下の ト ピ ッ クで示すとおり、 シーケンス内の最終の増分用に設定を実行する必要があ り ます。

最終増分バックアップのリストア

1 オ リ ジナルのフル ・ バッ クア ッ プおよびそれ以降の増分バッ クア ッ プ も含めて、 前のすべてのリ ス ト ア
が正常に完了し たら、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から

［Plug-in for Exchange］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト ・ テーブルで、 シーケンス内の最後の増分バッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト に ド リル ・ ダウン
し て、 次に ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 前述し たすべての増分バッ クア ッ プのリ ス ト ア ・ ジ ョ ブで リ ス
ト ア されたデータ ・ アイテムを参照し、 リ ス ト ア用にそれら と まった く 同一のアイテムを選択し ます。

5 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 ［リ ス ト アおよびリ カバリ ・ オプシ ョ ン］ タ ブで以
下のオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ が ［増分］ にラベルされている こ と を確認し ます。

▪ ［リ ス ト ア方法］ セクシ ョ ンで、 ［Extensible Storage Engine (ESE)］ または ［Volume Shadow 
Copy Services (VSS)］ を選択し ます。

▪ ［リ ス ト アオプシ ョ ン］ セクシ ョ ンで、 ［バッ クア ッ プから フ ァ イルを リ ス ト ア し ます］ を選択し、
［パラ レル ・ ス ト リームの最大数］ を入力し ます。

▪ ［リ カバリ オプシ ョ ン］ セクシ ョ ンで、 以下のオプシ ョ ンを選択し ます。

▫ ［リ カバリ を実行する］ を選択し ます。

▫ 最新の差分バッ クア ッ プがリ ス ト ア用に選択されている場合、 ［現在のログを再生］ オプ
シ ョ ンを選択し ます。 リ ス ト ア用に選択された差分バッ クア ッ プが最新でない場合、 つま
り利用可能な最後の差分バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの前の特定時点へ Exchange Server を リ ス

ト ア し ている場合、 ［現在のログを再生］ を選択解除し ます。

このオプシ ョ ンが選択されている場合、 Exchange Server はすべての最新ログをスキャ ン

し、 すべてのデータ を最新の状態に更新し ます。 Exchange Server は、 リ ス ト ア ・ データ

を増分バッ クア ッ プが完了し た時点の状態にし てお く のではな く 、 このプロセスを実行し
ます。

VSS ベースのバッ クア ッ プを リ ス ト アする場合、 現在のログが自動的に再生されます。 そ

のため、 最後のバッ クア ッ プ時点まで リ ス ト アする場合、 現在のログを VSS リ ス ト ア実行

前に削除する必要があり ます。

▫ ［リ カバリ後のデータベースをマウン ト する］ を選択し ます。

6 ［セキュ リ テ ィ ］ タ ブを ク リ ッ ク し、 適切な ［認証詳細］ を入力し ます。

7 ジ ョ ブを完了し、 実行し ます。

詳し く は、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行を参照し て く だ さい。
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フルおよび差分バックアップ・シーケンスのリストア
た と えば、 毎週日曜日の夜 11:00 にフル ・ バッ クア ッ プが実行され、 さ らに月曜日から土曜日の午後 11:00 に差

分バッ クア ッ プが実行されている と し ます。 リ カバリが火曜日に実行されている場合、 日曜日のフル ・ バッ ク
ア ッ プ と、 月曜日の差分バッ クア ッ プがリ ス ト ア される必要があ り ます。 また、 た と えば、 木曜日に リ カバリ を
実行する場合、 日曜日のフル ・ バッ クア ッ プ と水曜日の差分バッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ り ます。

フルおよび差分バッ クア ッ プのリ カバリ を実行するには、 以下の ト ピ ッ クで説明する手順に従います。

• オ リ ジナル ・ フル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア

• 利用可能な差分バッ クア ッ プのリ ス ト ア

オリジナル・フル・バックアップのリストア

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から

［Plug-in for Exchange］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト ・ テーブルで差分バッ クア ッ プ ・ シーケンスの開始点と なる フル ・ バッ クア ッ プ ・ セーブ
セ ッ ト を選択し、 次に ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするオブジ ェ ク ト を選択し ます。

た と えば、 イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン ・ ス ト ア全体やリ ス ト ア対象データの選択で示されているよ う な破損
データベースのみなど。

5 リ ス ト アに選択されたアイテムについて正確に メ モ し ます。

6 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 ［リ ス ト アおよびリ カバリ ・ オプシ ョ ン］ タ ブで以
下のオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ が ［フル］ にラベルされている こ と を確認し ます。

▪ ［リ ス ト ア方法］ セクシ ョ ンで、 ［Extensible Storage Engine (ESE)］ または ［Volume Shadow 
Copy Services (VSS)］ を選択し ます。

▪ ［リ ス ト アオプシ ョ ン］ セクシ ョ ンで、 ［バッ クア ッ プから フ ァ イルを リ ス ト ア し ます］ を選択し、
［パラ レル ・ ス ト リームの最大数］ を入力し、 ［リ ス ト ア前にデータベースのマウン ト を解除］ を
選択し ます。

▪ ［リ カバリ オプシ ョ ン］ セクシ ョ ンで、 ［リ カバリ を実行する］ オプシ ョ ンを選択解除し ます。 そ
の他すべてのオプシ ョ ンは無効にな り ます。

7 ［セキュ リ テ ィ ］ タ ブを ク リ ッ ク し、 適切な ［認証詳細］ を入力し ます。

8 ジ ョ ブを完了し、 実行し ます。

詳し く は、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行を参照し て く だ さい。

利用可能な差分バックアップのリストア

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から

［Plug-in for Exchange］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト ・ テーブルで、 シーケンス内の適切な差分バッ クア ッ プを選択し て、 次に ［次へ］ を ク
リ ッ ク し ます。

4 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするオブジ ェ ク ト を選択し ます。

た と えば、 イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン ・ ス ト ア全体やリ ス ト ア対象データの選択で示されているよ う な破損
データベースのみなど。
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5 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 ［リ ス ト アおよびリ カバリ ・ オプシ ョ ン］ タ ブで以
下のオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ が ［DIFFERENTIAL］ にラベルされている こ と を確認し ます。

▪ ［リ ス ト ア方法］ セクシ ョ ンで、 ［Extensible Storage Engine (ESE)］ または ［Volume Shadow 
Copy Services (VSS)］ を選択し ます。

▪ ［リ ス ト アオプシ ョ ン］ セクシ ョ ンで、 ［バッ クア ッ プから フ ァ イルを リ ス ト ア し ます］ を選択し、
［パラ レル ・ ス ト リームの最大数］ を入力し ます。

▪ ［リ カバリ オプシ ョ ン］ セクシ ョ ンで、 以下のオプシ ョ ンを選択し ます。

▫ ［リ カバリ を実行する］ を選択し ます。

▫ 最新の差分バッ クア ッ プがリ ス ト ア用に選択されている場合、 ［現在のログを再生］ オプ
シ ョ ンを選択し ます。 リ ス ト ア用に選択された差分バッ クア ッ プが最新でない場合、 つま
り利用可能な最後の差分バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの前の特定時点へ Exchange Server を リ ス

ト ア し ている場合、 ［現在のログを再生］ を選択解除し ます。

このオプシ ョ ンが選択されている場合、 Exchange Server はすべての最新ログをスキャ ン

し、 すべてのデータ を最新の状態に更新し ます。 Exchange Server は、 リ ス ト ア ・ データ

を増分バッ クア ッ プが完了し た時点の状態にし てお く のではな く 、 このプロセスを実行し
ます。

VSS ベースのバッ クア ッ プを リ ス ト アする場合、 現在のログが自動的に再生されます。 そ

のため、 最後のバッ クア ッ プ時点まで リ ス ト アする場合、 現在のログを VSS リ ス ト ア実行

前に削除する必要があり ます。

▫ ［リ カバリ後のデータベースをマウン ト する］ を選択し ます。

6 ［セキュ リ テ ィ ］ タ ブを ク リ ッ ク し、 適切な ［認証詳細］ を入力し ます。

7 ジ ョ ブを完了し、 実行し ます。

詳し く は、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行を参照し て く だ さい。

ジ ョ ブが完了する と、 NetVault Backup はリ ス ト アおよびリ カバリ ・ プロセスを完了し、 すべてのリ ス ト

ア済みデータはすぐに Exchange Server にアクセス可能にな り ます。

高度な リ ス ト ア手順の使用
この ト ピ ッ クでは、 プ ラグイ ンで実行する こ とができるその他の （オプシ ョ ン） リ ス ト ア操作について説明し ま
す。

• ス ト レージ ・ グループ / メ ールボ ッ クス ・ データベースの名前変更

• 代替ス ト レージ ・ グループへのデータベースの移動

• Exchange 2007 における リ カバリ ・ ス ト レージ ・ グループ （RSG） へのデータのリ ス ト ア

• Exchange 2010 以降における リ カバリ ・ データベース （RDB） へのデータのリ ス ト ア

• Exchange Server のデ ィ ザス タ ・ リ カバリ実行

• 代替 Exchange Server へのリ カバリ
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ス ト レージ ・ グループ / メ ールボ ッ クス ・ データ

ベースの名前変更
• サポー ト される Exchange のバージ ョ ン ： 2007 および 2010

• サポー ト されているバッ クア ッ プ方式 ： ESE および VSS （2007 および 2010）

Plug-in for Exchange によ り、 VSS ベース ・ リ ス ト ア中にス ト レージ ・ グループ / メ ールボ ッ クス ・ データベー

スを別の名前にリ ス ト アする こ とができます。 名前変更は、 既存のバージ ョ ンを上書き し た く ない場合やス ト
レージ ・ グループ / メ ールボ ッ クス ・ データベースのコ ピーを作成する場合に便利です。 リ ス ト アを初期化する

前に、 以下の前提条件を満たす必要があり ます。

リ ス ト アを初期化する前に、 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

• Exchange 2007 ：

▪ 対象と なるス ト レージ ・ グループが存在する こ と ： 対象と なるス ト レージ ・ グループが Exchange
システム マネージャまたは Exchange 管理コ ン ソール内に作成されている必要があり ます。

▪ データベースが元のデータベース名と一致し ている こ と ： 対象と なるス ト レージ ・ グループ内の
データベース名は、 元のス ト レージ ・ グループ内のデータベース名と一致し ている必要があ り ま
す。

▪ データベース ・ フ ァ イル名が元のデータベース ・ フ ァ イル名と一致し ている こ と ： 対象と なるス
ト レージ ・ グループ内のデータベース ・ フ ァ イル名が、 元のス ト レージ ・ グループ内のデータ
ベース ・ フ ァ イル名と一致し ている必要があ り ますが、 対象と なるス ト レージ ・ グループ用の
データベース ・ フ ァ イル ・ パスまたはデ ィ レ ク ト リは異なっても構いません。

• Exchange 2010 以降のバージ ョ ン ：

▪ 対象と なる メ ールボ ッ クス ・ データベースが存在する こ と ： 対象と なる メ ールボ ッ クス ・ データ
ベースが Exchange システム ・ マネージャ または Exchange 管理コ ン ソール内に作成されている

必要があり ます。

▪ データベースが元のデータベース名とは異なる こ と ： 対象と なる メ ールボ ッ クス ・ データベース
内のデータベース名は、 元のメ ールボ ッ クス ・ データベース内のデータベース名とは異なる必要
があり ます。

▪ データベース ・ フ ァ イル名が元のデータベース ・ フ ァ イル名と異なる こ と ： 対象と なる メ ール
ボ ッ クス ・ データベース内のデータベース ・ フ ァ イル名が、 元のメ ールボ ッ クス ・ データベース
内のデータベース ・ フ ァ イル名とは異なる必要があ り ます。

名前変更プロセスを完了するには、 以下の手順に従います。

1 前提条件を満た し たら、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から ［Plug-in for Exchange］ を選択し ます。

3 「リ ス ト ア対象データの選択」 で説明し た手順に従って、 バッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト から リ ス ト アする
ス ト レージ ・ グループ / メ ールボ ッ クス ・ データベースを選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 名前を変更するス ト レージ ・ グループ / メ ールボ ッ クス ・ デー

タベースを ク リ ッ ク し、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［名前の変更］ を選択し ます。

メ モ ： Windows PowerShell スク リ プ ト の制約によ り、 本プラグイ ンでス ト レージ ・ グループ /
メ ールボ ッ クス ・ データベース名にシングルまたはダブルの引用符 （' または "） を使用する こ とは

できません。

メ モ ： Windows PowerShell スク リ プ ト の制約によ り、 本プラグイ ンでス ト レージ ・ グループ /
メ ールボ ッ クス ・ データベース名にシングルまたはダブルの引用符 （' または "） を使用する こ とは

できません。
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5 ［名前変更 / 再配置］ ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［名前変更］ ボ ッ クスに既存のターゲッ ト ・ ス ト レージ ・

グループ / メ ールボ ッ クス ・ データベースの名前を入力し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ス ト レージ ・ グループ / メ ールボ ッ クス ・ データベース名が更新され、 変更された名前情報が括弧内に表

示されます。

6 「リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定」 および 「リ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行」 の説明に従って、
リ ス ト ア手順を続行し ます。

7 Exchange 管理シ ェルを開きます。

8 利用可能なコマン ド を実行し ます。

▪ Exchange 2007 ：

Get-Mailbox-Database < ソース ・ データベース > |where {$_.ObjectClass
-NotMatch '(SystemAttendantMailbox|ExOleDbSystemMailbox)'}
|Move-Mailbox -ConfigurationOnly -TargetDatabase < ターゲッ ト ・ データベース

>

▪ Exchange 2010 以降のバージ ョ ン ：

Get-Mailbox-Database < ソース ・ データベース > |where {$_.ObjectClass
-NotMatch '(SystemAttendantMailbox|ExOleDbSystemMailbox)'}
|Set-Mailbox -Database < ターゲッ ト ・ データベース >

< ソース ・ データベース > はリ ス ト ア元のデータベースの名前、 < ターゲッ ト ・ データベース > はリ ス ト

ア先のデータベースの名前です。

代替ス ト レージ ・ グループへのデータベースの移動
• サポー ト される Exchange のバージ ョ ン ： Exchange 2007

• サポー ト されているバッ クア ッ プ方式 ： ESE および VSS

リ ス ト ア名前変更機能を使用し て、 データベースを代替ス ト レージ ・ グループに移動する こ とができます。

リ ス ト アを初期化する前に、 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

• 対象と なるス ト レージ ・ グループが存在する こ と ： 対象と なるス ト レージ ・ グループが Exchange システ

ム マネージャまたは Exchange 管理コ ン ソール内に作成されている必要があり ます。

• データベースが必ず存在する こ と ： 対象と なるデータベースが Exchange システム ・ マネージャ または

Exchange 管理コ ン ソール内に作成されている必要があり ます。

データベースを代替ス ト レージ ・ グループに移動するには、 以下の手順に従います。

重要： プラグインでは、データベース・ファイル・パスの再配置はサポートされていません。Exchange管

理コンソールまたはExchangeシステム・マネージャを使用してデータベース・ファイル・パスを再配置し

ます。詳しい手順については関連のExchangeドキュメントを参照してください。また、次のサイトの「ス

トレージ グループのパスを移動する方法」を参照してください：http://technet.microsoft.com/ja-
jp/library/bb125252.aspx
 
ただし、このデータベースの名前変更機能を使用して、同一ストレージ・グループ内のデータベースの名
前を変更することはできない点に注意してください。 
 
同じ名前を持つデータベースが、同一ストレージ・グループ内の異なるデータベースへ既にリストアされ
ている場合、代替ストレージ・グループへデータベースをリストアすることはできません。 
 
ソースのストレージ・グループに複数のデータベースが含まれる場合、単一リストア・ジョブを使用して
複数のデータベースを別のストレージ・グループへリストアすることはできません。最初のリストア・
ジョブでまず1つのデータベースをストレージ・グループへ移動し、後続のリストア・ジョブで次のデー

タベースを異なるストレージ・グループに移動することは可能です。
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1 前提条件を満た し たら、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から ［Plug-in for Exchange］ を選択し ます。

3 リ ス ト ア対象データの選択で説明し た手順に従って、 バッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト から リ ス ト アするス
ト レージ ・ グループを選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ス ト レージ ・ グループを ク リ ッ ク し、 コ ンテキス ト ・ メ ニュー
から ［名前の変更］ を選択し ます。

5 ［名前変更 / 再配置］ ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［名前変更］ ボ ッ クスに既存のターゲッ ト ・ ス ト レージ ・

グループの名前を入力し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ス ト レージ ・ グループ名が更新され、 変更された名前情報が括弧内に表示されます。

6 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ス ト レージ ・ グループを展開し、 移動するデータベースを ク
リ ッ ク し、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［名前の変更］ を選択し ます。

7 ［名前変更 / 再配置］ ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［名前変更］ ボ ッ クスに既存のターゲッ ト ・ データベース

の名前を入力し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

データベース名が更新され、 変更された名前情報が括弧内に表示されます。

8 「リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定」 で説明されている リ ス ト ア手順に従って、 ESE ベース ・ リ ス ト アに

［「このデータベースはリ ス ト アで上書きできます」 の設定］ オプシ ョ ンが選択されている こ と を確認し
てから、 「リ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行」 へ継続し ます。

Exchange 2007 における リ カバリ ・ ス ト レージ ・

グループ （RSG） へのデータのリ ス ト ア
RSG ユーテ ィ リ テ ィ によ り、 バッ クア ッ プ済みデータのリ ス ト ア対象と し て稼働するため、 実際の Exchange 
Server 設定外でマウン ト 可能な特殊なス ト レージ ・ グループを作成する こ とができます。 RSG を配置する と、

Exchange Server の既存の構造を壊すこ と な く 、 以前にバッ ク ア ッ プ し たデータ を RSG に リ ス ト アする こ とが

できます。 このオプシ ョ ンは、 以前にバッ クア ッ プ し た個別ス ト レージ ・ グループ ・ データ （メ ールボ ッ クス ・
ス ト アやそのコ ンテンツなど） を確認する必要があるが、 Exchange Server は稼働し続ける必要がある場合など

に適し ています。 RSG はまた、 通信文書を誤って削除し て し まった場合や、 文書の回復が法的に必要な場合な

どに役立ちます。 個別メ ールボ ッ クスまたはメ ールボ ッ クス ・ コ ンポーネン ト のリ カバリ を実行する こ と で、 消
失し た通信文書を回復する こ とが可能です。

RSG と その使用方法について詳し く は、 関連の Microsoft Exchange ド キュ メ ン ト を参照し て く ださい。 詳し く

は、 http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/bb124039.aspx の 「回復用ス ト レージ グループについて」 を参照し

て く だ さい。

• サポー ト されているバッ クア ッ プ方式 ： ESE および VSS

以下の手順では、 Exchange 2007 での RSG の作成に必要なステ ッ プについて説明し、 NetVault Backup を使用

し たバッ クア ッ プ ・ データのリ ス ト ア方法についても説明し ます。

Exchange 2007用のRSGの作成

RSG 設定は、 以下の 2 つの基本ステ ッ プで構成されます。

1 RSG の作成

2 リ ス ト アするデータベースの追加

重要： 代替Exchange Server上のRSGへのリストアはサポートされていません。
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詳しい手順については関連の Microsoft Exchange ド キュ メ ン ト を参照し て く ださい。 詳し く は、

http://www.msexchange.org/tutorials/Working-Recovery-Storage-Groups-Exchange-2007.html?printversion の

「Working with Recovery Storage Groups in Exchange 2007」 （英語） を参照し て く ださい。

Exchange 2007用RSGへのデータのリストア

RSG が正常に作成され、 適切なデータベースを追加し たら、 利用可能なデータ を RSG へリ ス ト アする手順を開

始できます。

使用するバッ クア ッ プおよびリ カバリ戦略によ り、 リ ス ト ア ・ シーケンス例セクシ ョ ンに記載された利用可能な
手順を参照し、 バッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト 内のデータ ・ アイテムの RSG へのリ ス ト ア手順について確認し て

く だ さい。

RSG リ ス ト ア操作中は、 Plug-in for Exchange によ り、 リ カバリ済みデータは RSG にリ ダイ レ ク ト されますが、

オ リ ジナルのデータベースは上書き されません。

Exchange 2007用RSGへリストアされたデータの表示

Exchange Server 2007 では、 付属の Exchange Troubleshooting Assistant （ExTRA） および Windows 
PowerShell を使用し て RSG 内のデータベースからデータ を抽出する こ とができます。 このユーテ ィ リ テ ィ の

使用方法について詳し く は、 関連する Microsoft Exchange ド キュ メ ン ト を参照し て く ださい。 さ らに詳し く は、

次のサイ ト の 「回復用ス ト レージ グループを使用し て メ ールボ ッ クスを回復する方法」 を参照し て く だ さい ：
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/aa997694.aspx

Exchange 2010 以降における リ カバリ ・ データ

ベース （RDB） へのデータのリ ス ト ア
Exchange 2010 以降ではもはやス ト レージ ・ グループを使用せず、 RSG の代わり と し て RDB を使用し ます。

RDB は特殊なデータベース とい う点で RSG と類似し、 リ ス ト ア済みデータベースを格納するために作成されて

います。 これによ りユーザー ・ アクセスを阻害する こ と な く データ を抽出する こ とができます。 RDB はまた、

誤って削除された メ ールボ ッ クスやその他の電子メ ール ・ アイテムを リ カバリする こ とができるため、 データの
回復が法的に必要な場合などに役立ちます。

RDB と その使用方法について詳し く は、 関連の Microsoft Exchange ド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。 詳し く

は、 http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/dd876954.aspx の 「回復用データベース」 を参照し て く ださい。

• サポー ト されているバッ クア ッ プ方式 ： VSS のみ

以下の手順では、 Exchange 2010 以降での RDB の作成に必要なステ ッ プについて説明し、 NetVault Backup を

使用し たバッ クア ッ プ ・ データのリ ス ト ア方法についても説明し ます。 RDB を作成するには、 Exchange 管理

シ ェルを使用し ます。

Exchange 2010以降でのRDBの作成

1 Exchange 管理シ ェルを開きます。

2 以下のコマン ド を入力し ます。

New-MailboxDatabase -Recovery -Name <RDB 名 > -Server <Exchange_Server 名 >

重要： このタイプのリストアでの混乱を避けるため、Questでは、個々のストレージ・グループについて1
つのジョブでリストアを行うことをお勧めします。つまり、1つのリストア・ジョブに対して1つのスト

レージ・グループのみを選択します。
Quest NetVault Backup Plug-in for Exchange 12.0 ユーザーズ ・ ガイ ド       

データのリ ス ト ア
58

http://www.msexchange.org/tutorials/Working-Recovery-Storage-Groups-Exchange-2007.html?printversion
http://www.msexchange.org/tutorials/Working-Recovery-Storage-Groups-Exchange-2007.html?printversion
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/aa997694.aspx
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/aa997694.aspx
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/dd876954.aspx


詳しい手順については関連の Microsoft Exchange ド キュ メ ン ト を参照し て く ださい。 詳し く は、

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/ee332321.aspx の 「回復用データベースを作成する」 を参照し て く ださ

い。

Exchange 2010以降用のRDBへデータのリストア

RDB が正常に作成されたら、 「ス ト レージ ・ グループ / メ ールボ ッ クス ・ データベースの名前変更」 で概説され

ている手順を実行し て、 RDB にデータ を リ ス ト アする こ とができます。 上記手順に以下の手順を追加し ます。

1 ［名前変更 / 再配置］ ダイアログボ ッ クスで ［名前変更］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し たら、 テキス ト ・

ボッ クスに RDB 名を入力し、 バッ クア ッ プを RDB へ向かわせます。

2 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 ［リ ス ト ア
およびリ カバリ ・ オプシ ョ ン］ タ ブで以下のオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ データベースに 「このデータベースはリ ス ト アで上書きできます」 フ ラグの設定 （オ リ ジナル ・
データベースへの ESE リ ス ト アには不要）

▪ リ カバリの実行 （リ ス ト ア ・ シーケンスの最後の手順でのみ有効）

▪ リ カバリ後のデータベースをマウン ト する

3 アク テ ィ ブ ・ サーバーではない Exchange Server に RDB を作成し た場合は、 適切な NetVault Backup ク

ラ イアン ト を、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ ページの ［ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト ］ リ ス ト から選択し ま
す。

DAG では、 プ ラグイ ンは自動的に RDB のリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを ク ラス タ内のアク テ ィ ブなサーバーに向

けます。 アク テ ィ ブ ・ サーバーではない Exchange Server に RDB を作成し た場合は、 RDB をホス ト し

ている Exchange Server でク ラ イアン ト を選択し ます。

Exchange 2010以降のRDBからのデータの抽出

RDB へデータベースを リ ス ト ア し たら、 Exchange 管理シ ェルを使用し てデータ を RDB からアク テ ィ ブな メ ー

ルボ ッ クスへ抽出し ます。

• Exchange 2010 ： 元のバージ ョ ンの Exchange 2010 を使用する場合は、 次のコマン ド を使用し ます。

Restore-Mailbox -Identity < ユーザー名 > -RecoveryDatabase <RDB 名 >

以下の例では、 ユーザー名 Scott 用のメ ールボ ッ クスを RDB から RDB1 に リ ス ト ア し ます。

Restore-Mailbox -Identity Scott -RecoveryDatabase RDB1

• Exchange 2010 SP1 以降 ： Exchange 2010 の Service Pack 1 以降を使用する場合は、 次のコマン ド を使

用し ます。

New-MailboxRestoreRequest -SourceDatabase "<RDB 名 >"
-SourceStoreMailbox "< ソース ・ メ ールボ ッ クスの GUID>" -TargetMailbox "< ターゲッ

ト ・ メ ールボ ッ クス >" 
-AllowLegacyDNMismatch

以下の例では、 Scott とい う ユーザーの、 1d20855f-fd54-4681-98e6-e249f7326ddd とい う GUID を持つ

メ ールボ ッ クスを、 RDB1 とい う RDB から リ ス ト ア し ます。

New-MailboxRestoreRequest -SourceDatabase "RDB1"
-SourceStoreMailbox "1d20855f-fd54-4681-98e6-e249f7326ddd"
-TargetMailbox "Scott" -AllowLegacyDNMismatch

重要： RDBを作成する場合、Mount-Databaseを使用しないでください。このデータベースがマウ

ントされると、最初のExchange Serverデータベース・トランザクション・ログが生成されます。

これらのログがリストア・ジョブに干渉して、ジョブが失敗する可能性があります。
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オプシ ョ ンの AllowLegacyDNMismatch パラ メ ータ を使用する と、 同じ レガシー DN 値を持たない

メ ールボ ッ クスにソース ・ メ ールボ ッ クスを リ ス ト アできます。

詳しい手順については関連の Microsoft Exchange ド キュ メ ン ト を参照し て く ださい。 詳し く は、

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/ee332351.aspx の 「回復用データベースを使用し てデータ を復元する」

を参照し て く だ さい。

Exchange Server のデ ィ ザス タ ・ リ カバリ実行
この ト ピ ッ クでは、 Plug-in for Exchange で実行し たバッ クア ッ プを利用し た Exchange システムのリ カバリ方

法の概要を説明し ます。 この手順は、 Exchange Server が破損し た場合や使用できない場合に、 Exchange 
Server を再構築する と きに使用できます。 Exchange Server を再構築する場合、 障害回復モー ド で Active 
Directory サービスが利用可能である必要があ り ます。

実行された リ ス ト ア ・ シーケンスは、 障害が起こ る前の最新の時点まで Exchange Server を戻す必要があ り ま

す。 このシーケンスには、 実行する Exchange Server バッ クア ッ プ / リ カバリ戦略によ り、 フル ・ バッ クア ッ

プ、 フル･バッ クア ッ プ + 差分バッ クア ッ プ、 またはフル + 増分バッ クア ッ プのリ ス ト アを含むこ とができま

す。 ただ し、 このタ イプのリ カバリ を正し く 実行するために、 Quest では Exchange のバージ ョ ンご とに

Microsoft のド キュ メ ン ト を参照し、 詳しい使用方法を確認するよ う強 く お勧めし ます。 詳し く は、 以下を参照

し て く だ さい。

• Exchange 2007 損失し た Exchange Server を回復する方法 http://technet.microsoft.com/ja-
jp/library/bb123496.aspx

• Exchange 2010、 Exchange Server を回復するまたはデータベース可用性グループのメ ンバー サーバー

を回復させる ： http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/dd876880(v=exchg.141).aspx および
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/dd638206(v=exchg.141).aspx

• Exchange 2013、 Exchange Server を回復するまたはデータベース可用性グループのメ ンバー サーバー

を回復させる ： https://technet.microsoft.com/ja-jp/library/dd876880(v=exchg.150).aspx および
https://technet.microsoft.com/ja-jp/library/dd638206(v=exchg.150).aspx

• Exchange 2016、 Exchange Server を回復するまたはデータベース可用性グループのメ ンバー サーバー

を回復させる ： http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/dd876880.aspx および
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/dd638206.aspx

リ ス ト アを実行するには、 以下の手順に従います。

1 OS を再イ ンス ト ールし ます。

OS とサービス ・ パッ クは、 バッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト が作成された際にイ ンス ト ールされたものと

各々同一である必要があり ます。

2 Exchange を リ カバリ ・ モー ド で再イ ンス ト ールし ます。

Exchange のバージ ョ ン、 エデ ィ シ ョ ンおよびサービス ・ パッ クは、 バッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト が作成

された際にイ ンス ト ールされたものと各々同一である必要があ り ます。 手順について詳し く は、 前述の
Microsoft Exchange 2007 の関連ド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。

3 Exchange 2007 を使用する場合、 Exchange Server を作成し ます。

このサーバーは、 移動リ ス ト ア と し て機能し ます。 元の Exchange Server が、 LCR、 CCR、 SCR 等の連

続レプ リ ケーシ ョ ンを含む場合、 連続レプ リ ケーシ ョ ンを リ ス ト アの実行前に設定し ないよ う注意し て
く だ さい。 また、 新規 Exchange Server が新規リ ス ト ア対象で Plug-in for Exchange にアクセス可能であ

る必要があり ます。

4 NetVault Backup ク ラ イアン ト と Plug-in for Exchange を再イ ンス ト ールし ます。

5 Exchange Server を NetVault Backup ド メ イ ンにク ラ イアン ト と し て追加し ます。

詳し く は、 『QuestNetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。
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6 Exchange バッ クア ッ プのリ ス ト アについて詳し く は、 プ ラグイ ンを使用し たデータのリ ス ト アを参照

し て く だ さい。

7 利用可能であれば、 LCR、 CCR および CR を含む連続レプ リ ケーシ ョ ンを有効にし て く だ さい。

代替 Exchange Server へのリ カバリ
Plug-in for Exchange を使用する と、 ある Exchange Server でバッ クア ッ プ し たス ト レージ ・ グループを、 セカ

ンダ リの Exchange Server にリ ス ト アする こ と もできます。 このオプシ ョ ンは、 ス ト レージ ・ グループ / メ ール

ボ ッ クス ・ データベースの内容を確認するためリ カバリする必要があるが、 イニシャルの Exchange Server には

触れずにそのまま稼働させておきたい場合などに有効です。 さ らに、 セカ ンダ リ Exchange Server へのリ ス ト ア

は、 実行中の Exchange Server を阻害する こ と な く 、 バッ クア ッ プ済みのデータの整合性をテス ト し たい場合に

よい方法と言えます。 この ト ピ ッ クでは、 フル、 増分および差分バッ クア ッ プ ・ タ イプのセカ ンダ リ Exchange 
Server へのリ ス ト ア方法について説明し ます。

このタ イプのリ ス ト アを実行する前に、 リ ス ト ア済み Exchange Server データ用の新しい対象と し て稼働するマ

シンで以下のアクシ ョ ンを実行する必要があり ます。

• 新しいターゲッ ト ・ サーバーで Exchange がク リーン ・ イ ンス ト ールされている ： Quest は、 この手順

を既存の Exchange Server ではな く 、 新規にイ ンス ト ールされた Exchange Server で実行する こ と をお

勧めし ます。

• ターゲッ ト ・ サーバーが異なるネ ッ ト ワーク ・ ド メ イ ンに確立されている （ESE ベース ・ バッ クア ッ プ

のみ） ： この操作を機能させるため、 この操作用のターゲッ ト ･マシンが、 元の Exchange Server が存在

する ド メ イ ン とは必ず異なる場所に存在する必要があ り ます。 も し これらふたつのマシンが同じ ド メ イ
ンに構成されている場合、 NetVault Backup は常に元の Exchange Server に選択されたデータ を リ カバリ

し よ う と し ます。 VSS ベースのバッ クア ッ プでは同じ ネ ッ ト ワーク ・ ド メ イ ンのターゲッ ト ・ サーバー

にリ ス ト アする こ とが可能です。

• 対象マシンで設定されたス ト レージ ・ グループ / メ ールボ ッ クス ・ データベース ：

▪ ESE ベースのバッ クア ッ プ （Exchange 2007 のみに適用） ： 特定のス ト レージ ・ グループのリ ス

ト アを実行する前に、 対象と なるマシンは元のマシンに表示されていた とお りのス ト レージ ・ グ
ループ構造 （名前およびデ ィ レ ク ト リ ・ パス） を ミ ラーリ ングするよ う 設定されている必要があ
り ます。 た と えば、 ス ト レージ ・ グループに 5 つの個別メ ールボ ッ クス ・ データベースが含まれ、

も と も と C:\ パーテ ィ シ ョ ンのルー ト に存在し ていたと し ます。 この場合、 ス ト レージ ・ グルー

プはターゲッ ト ・ マシンに同じ名前で確立され、 5 つのメ ールボ ッ クス ・ データベースはすべて

オ リ ジナルと同一の名前を付けて含まれ、 さ らにス ト レージ ・ グループは C:\ パーテ ィ シ ョ ンの

ルー ト に存在する必要があり ます。

▪ VSS ベースのバッ クア ッ プ （Exchange 2010 以降に必須） ： 対象のス ト レージ ・ グループ / メ ー

ルボ ッ クス ・ データベース名、 データベース名、 データベース ・ フ ァ イル名、 およびデータベー
ス ・ フ ァ イル ・ パスまたはデ ィ レ ク ト リが、 元のス ト レージ ・ グループ / メ ールボ ッ クス ・ デー

タベース と一致せず、 異なっている必要があ り ます。

重要： リストアを初期化する前に連続レプリケーションが有効になっていないため、ディザスタ・
リカバリ・シナリオでのリストア中に、レプリケーションの再開/更新を無効化する必要はありま

せん。

重要： Exchange管理コンソールを使用して対象のExchange Serverにターゲット・データ

ベースを作成する場合、［データベースのマウント］オプションを選択しないでください。
このオプションを選択すると、Exchangeはデータベース・トランザクション・ログの初期

セットを生成します。これらのログがリストア・ジョブに干渉して、ジョブが失敗する可能
性があります。データベースのマウント・オプションを選択しなければ、Exchangeはデー

タベースをExchange Serverに追加し、データベースの空のディレクトリを作成します。リ

ストア・ジョブはジョブの完了時にこのディレクトリに書き込みを行います。
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• NetVault Backup および Plug-in for Exchange が両方のマシンにイ ンス ト ールされている必要がある ：

この操作を機能させるには、 元の Exchange Server と新規対象と し て設定し たマシンの両方に NetVault 
Backup と プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている必要があ り ます。

• 両方のマシンが NetVault Backup サーバーにク ラ イアン ト と し て追加される必要がある ： NetVault 
Backup サーバーの ［ク ラ イアン ト 管理］ ページで、 両方のマシンが NetVault Backup ク ラ イアン ト と し

て正常に追加されている必要があり ます。 NetVault Backup サーバーへのク ラ イアン ト の追加について詳

し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

リ ス ト アを実行するには、 以下の手順に従います。

1 前提条件手順を完了し た後、 NetVault BackupWebUI を使用し て目的のス ト レージ ・ グループ / メ ール

ボッ クス ・ データベースのリ ス ト アを実行し ます。

このプロセスは、 い く つかの手順を除き、 前述し た標準リ ス ト ア ・ プロセス と類似し ています。

この例の手順では、 フル ・ バッ クア ッ プがリ ス ト ア されているが増分バッ クア ッ プや差分バッ クア ッ プ
はリ ス ト ア されていないこ と を確認し ます。 一連の増分または差分バッ クア ッ プ も リ カバリする場合、
この手順に従って最初に初期フル ・ バッ クア ッ プを リ カバリする こ とにな り ます。 続 く 増分または差分
バッ クア ッ プは、 次にこのタ イプの標準リ ス ト ア と し て リ カバリ されます。 新規 ExchangeServer との唯

一の違いは、 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト から代わり に Exchange Server を選択する必要がある点です。

2 Exchange バッ クア ッ プのリ ス ト アについて詳し く は、 「プラグイ ンを使用したデータのリ ス ト ア」 を参

照し、 以下の例外に注意し て く だ さい。

▪ リ ス ト アを初期化する前に連続レプ リ ケーシ ョ ンが有効になっていないため、 代替サーバーへの
リ ス ト ア中に、 レプ リ ケーシ ョ ンの再開 / 更新を無効化する必要はあり ません。

▪ リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの対象データベース名が、 バッ クア ッ プ し た元のデータベース と異なる場合、
つま り Exchange 管理コ ン ソールを使用し てデータベースを作成し た場合、 以下の手順に従いま

す。

a ［セレクション・セット作成］ページで、元のデータベースをクリックし、コンテキスト・
メニューから［名前の変更］を選択します。

b ［名前変更/再配置］ダイアログ・ボックスの［名前変更］ボックスに新規のターゲット・

メールボックス・データベースの名前を入力して、［OK］をクリックします。

▪ ［リ ス ト アおよびリ カバリ ・ オプシ ョ ン］ タ ブで、 ［データベースに 「このデータベースはリ ス ト
アで上書きできます」 フ ラグを設定 （オ リ ジナル ・ データベースへの ESE リ ス ト アには不要）］

を選択し ます。

▪ 利用可能であれば、 ［リ ス ト ア と リ カバリのオプシ ョ ン］ タ ブでその他のオプシ ョ ンを変更し ま
す。

詳細は、「リストア・オプションの設定」を参照してください。

▪ ［セキュ リ テ ィ ］ タ ブを ク リ ッ ク し、 適切な ［認証詳細］ フ ィ ールド を入力し ます。

▫ ［Exchange 管理者のユーザー名］ ： このフ ィ ールド にはデフ ォル ト で、 対象と なる元の

Exchange Server のバッ クア ッ プに使用された管理者レベル ・ アカウン ト が表示されます。

この値は必要に応じ て変更する こ とができますが、 指定されたアカウン ト はリ ス ト アの対
象と し て稼働するマシンについて適切なバッ クア ッ プ / リ ス ト ア権限を持つ必要があり ま

す。

▫ ［パスワー ド］ ： 上記のフ ィ ールド に指定し たユーザー名に対応するパスワー ド を入力し ま
す。

▫ ［Windows ド メ イ ン］ ： 異なる Exchange Server へのリ カバリ には必要ではないので、 こ

のフ ィ ールド をブ ラ ン クのままにし ても構いません。

▪ デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況を監視する際にジョブを識別しやすくするため、分かりやすい名前を割り当てます。
ジョブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、非ラテン語系の文字を含めることは
できません。Windowsの場合は長さ制限はありませんが、40文字以内に収めることをお勧めしま

す。
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▪ ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 ターゲッ ト ・ データベースが作成された Exchange Server を選択

し ます。

▪ ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジョブ・ステータス］ページで進捗状況を監視したり、［ログ参照］ページでログを表示したり
できます。詳しくは、『QuestNetVault Backupアドミニストレーターズ・ガイド』を参照してくだ

さい。

3 ESE ベース ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア後の必要条件を完了し ます。

▪ ユーザー ・ アカウン ト が既に作成されている可能性のある ド メ イ ンに リ ス ト アする場合、 Quest
はメ ールボ ッ クス ・ データベースをスキャ ン し ク リーンア ッ プする こ と をお勧めし ます。 この手
順によ り、 以前に接続解除されたすべてのメ ールボ ッ クスが確実に更新されます。 手順について
詳し く は、 Microsoft Exchange 2007 の関連ド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。 また、 次のサイ ト

の 「Clean-MailboxDatabase」 を参照し て く だ さい ： http://technet.microsoft.com/ja-
jp/library/bb124076.aspx

▪ リ ス ト アの対象と し て稼働する Exchange Server が異なるネ ッ ト ワーク ・ ド メ イ ン上で確立され

ているため、 新しい ド メ イ ンには、 元の Exchange Server の Active Directory からのユーザー ・ ア

カウン ト は存在し ません。 そのため、 元の Exchange Server の Active Directory からのすべての

ユーザー ・ アカウン ト は、 新しい Exchange Server の Active Directory にイ ンポー ト する必要があ

り ます。 Exchange 2007 では、 Exchange 管理シ ェル ・ スク リ プ ト を利用し て実行されます。 手

順について詳し く は、 Microsoft Exchange 2007 の関連ド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。 また、

次のサイ ト の 「メ ールボ ッ クス ・ データベースのメ ールボ ッ クス情報を使用し て Active Directory
アカウン ト を生成する方法」 を参照し てだ さい ： http://technet.microsoft.com/ja-
jp/library/bb430758.aspx

4 VSS ベース ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア後の必要条件の完了

既存のユーザー ・ アカウン ト は、 まだ以前のデータベースを指し示し ているため、 Exchange 管理コ ン

ソールを使用し て新規データベースを指し示す必要があ り ます。

a Exchange 管理シ ェルを開きます。

b 利用可能なコマン ド を実行し ます。

▫ Exchange 2007 ：

Get-Mailbox-Database < ソース ・ データベース > |where {$_.ObjectClass
-NotMatch '(SystemAttendantMailbox|ExOleDbSystemMailbox)'}
|Move-Mailbox -ConfigurationOnly -TargetDatabase < ターゲッ ト ・ データ

ベース >

▫ Exchange 2010 以降のバージ ョ ン ：

Get-Mailbox-Database < ソース ・ データベース > |where {$_.ObjectClass
-NotMatch '(SystemAttendantMailbox|ExOleDbSystemMailbox)'}
|Set-Mailbox -Database < ターゲッ ト ・ データベース >

< ソース ・ データベース > はリ ス ト ア元のデータベースの名前、 < ターゲッ ト ・ データベース > はリ ス ト

ア先のデータベースの名前です。
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A

ト ラ ブルシューテ ィ ング

• プ ラグイ ンのア ッ プグレー ド に失敗

• VSS 関連問題の診断と解決

• ク ラス タ関連問題への対処

• その他の問題の ト ラブルシューテ ィ ング

プラグイ ンのア ッ プグレー ド に失敗

症状

ア ッ プグレー ドのイ ンス ト ール時に nvexchangeserver.exe プロセスが実行されている と、 ア ッ プグレー ドが

失敗し て、 次のメ ッ セージが表示される こ とがあり ます。

ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ールに失敗し たキーを イ ンス ト ールできない

解決方法

この問題の対処法と し て、 Exchange Server が実行されている NetVault Backup ク ラ イアン ト で以下のいずれか

を行います。

• Windows タ スク ・ マネージャ を使用し て nvexchangeserver.exe プロセスを探し て停止し ます。

• NetVault Backup サービスを停止し て開始し ます。

NetVault Backup サービスの停止と開始について詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・

ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

VSS 関連問題の診断と解決
VSS バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが実行される と、 プ ラグイ ンはひとつまたは複数のシャ ド ウ ・ コ ピー （スナ ッ プ

シ ョ ッ ト ） を生成する場合があり ます。 ジ ョ ブの完了後、 プ ラグイ ンは VSS サブシステムに、 そのシャ ド ウ ・

コ ピーを削除し てもかまわない旨を示す通知を送信し ます。 また、 VSS ジ ョ ブが何らかの理由でキャ ンセルさ

れ、 プ ラグイ ンがイベン ト を検出する と、 プ ラグイ ンは同じ タ イプの通知を送信し ます。 ただ し、 シャ ド ウ ・ コ
ピーが正し く 削除されない場合があり、 これは VSS が誤って古いシャ ド ウ ・ コ ピーを保存し たこ と を意味し ま

す。

プ ラグイ ンが VSS シャ ド ウ ・ コ ピーを作成できない、 またはバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブがスナ ッ プシ ョ ッ ト 作成ま

たは管理処理中に失敗し た場合、 古いシャ ド ウ ・ コ ピーが VSS サブシステムの妨げと なっている可能性があり

ます。

NetVault Backup ログや個別のジ ョ ブ ・ ログのほかに、 バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ・ ジ ョ ブにおける VSS 関

連問題の診断を迅速に処理するため、 以下のリ ソースが用意されています。
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• Windows アプ リ ケーシ ョ ン ログ ： VSS Writers は、 NetVault Backup ログに記録されていないエラー ・

ログを このログに詳細に記録し ます。 詳し く は、 http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ms157312.aspx
の 「Windows アプ リ ケーシ ョ ン ログ」 を参照し て く だ さい。

• Vssadmin と DiskShadow ： Vssadmin を利用し て、 Writers/Provider と そのステータ スを含む検証をす

る こ とが可能です。 これによ り、 VSS Writers が依存するプラグイ ンが有効で使用可能である こ と を確認

し ます。 またそれらにエラーが発生し ていないか確認する こ とができます。 新規ユーテ ィ リ テ ィ の
DiskShadow も有益な情報を提供し ます。 詳し く は、 http://technet.microsoft.com/ja-
jp/library/bb491031.aspx および http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/cc772172(v=WS.10).aspx を参照

し て く だ さい。

コマン ド ・ プロンプ ト で vssadmin または diskshadow と入力し て、 追加情報を取得する こ と も可能で

す。

Quest は、 Vssadmin および DiskShadow ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 VSS サブシステムの管理、 および古い

シャ ド ウ ・ コ ピーの削除などの特定の問題に対処する こ と をお勧めし ます。 これらのユーテ ィ リ テ ィ を使用する
と、 VSS ご とに格納されているシャ ド ウ ・ コ ピーのリ ス ト 、 シャ ド ウ ・ コ ピーの削除、 およびシャ ド ウ ・ コ

ピーのス ト レージに使用する特定ボリ ュームに割り当てる容量を管理する こ とができます。

ク ラス タ関連問題への対処
DAG のよ う なク ラス タ化 Exchange 環境では、 特に、 プ ラグイ ンがすべての利用可能な NetVault Backup ク ラ

イアン ト の検出を試みる場合や、 ク ラ イアン ト 同士がお互いに通信する必要がある場合に、 さ まざまな課題があ
り ます。 通常、 NetVault Backup はネ ッ ト ワーク をスキャ ン し て既知の NetVault Backup ク ラ イアン ト がないか

探し ます。 ただ し、 た と えばク ラ イアン ト 同士が同一ネ ッ ト ワーク上にある もののセグ メ ン ト が異なる場合や、
地理的に離れたネ ッ ト ワーク内に配置されている場合などの状況下では、 NetVault Backup ク ラ イアン ト はそれ

ぞれを正し く 認識する こ とができません。 この問題によ り、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ中にバイナ リ･ログに
「Failed to launch Proxy Master in <NetVault Backup ク ラ イアン ト 名 > （<NetVault Backup ク ラ イアン ト 名 > 上

でプロキシ ・ マス タが起動できませんで し た）」 メ ッ セージが表示されるなどのエラーが発生する こ とがあ り ま
す。 このメ ッ セージは、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを実行中の NetVault Backup ク ラ イアン ト がメ ッ セージ内で指定

されている ク ラ イアン ト のネ ッ ト ワーク上の位置を正し く 識別し ていないこ と を示し ます。

この問題の対処法と し て、 machines.dat フ ァ イルを使用し て NetVault Backup ク ラ イアン ト が識別する必要の

あるすべてのク ラ イアン ト を特定する こ とができます。 各 NetVault Backup ク ラ イアン ト には、 NetVault 
Backup イ ンス ト ールに含まれる etc サブデ ィ レ ク ト リ内の既知の NetVault Backup ク ラ イアン ト のリ ス ト が含

まれます。 例えば、 通常の Windows イ ンス ト ールで、 このパスは以下のとお り です。 C:\Program Files 
(x86)\Quest\NetVault Backup\etc\machines.dat。 このフ ァ イルに既知の NetVault Backup ク ラ イアン ト 名を IP
ア ド レス と し て追加する こ とによ り、 ローカルの NetVault Backup ク ラ イアン ト が、 ネ ッ ト ワーク内のリ モー ト

NetVault Backup ク ラ イアン ト を正常に特定する こ とができます。

「Failed to launch Proxy Master in <NetVault Backup ク ラ イアン ト 名 > （NetVault Backup ク ラ イアン ト 上でプロ

キシ ・ マス タが起動できませんで し た）」 メ ッ セージが表示された場合、 Quest では、 バッ クア ッ プを実行する

特定の NetVault Backup ク ラ イアン ト へ Exchange ク ラス タ内のすべての NetVault Backup ク ラ イアン ト を追加

する こ と をお勧めし ます。 以下の手順では、 DAG には Client_1、 Client_2、 および Client_3 の 3 つの NetVault 
Backup ク ラ イアン ト が含まれます。 バッ クア ッ プを管理する NetVault Backup ク ラ イアン ト は Client_1 です。

し たがって、 Client_1 上の 「machines.dat」 フ ァ イルを修正する必要があり ます。

ク ラ イアン ト を追加するには、 以下の手順に従います。

1 NetVault Backup コ ン フ ィ ギュ レータ を開き、 ［サービス］ タ ブを選択し ます。

2 ［サービス］ タ ブで、 ［サービスの停止］ を ク リ ッ ク し ます。

NetVault Backup サービスが停止し ます。

メ モ ： これらのユーテ ィ リ テ ィ を使用し たシャ ド ウ･コ ピーの削除に加え、 Quest では、 VSS バッ クア ッ

プ ・ ジ ョ ブの再開前に、 ボリ ューム ・ シャ ド ウ ・ コ ピー ・ サービスおよび Microsoft Software Shadow 
Copy Provider サービスを再起動する こ と をお勧めし ます。 イ ンス タ ンスによ っては、 Microsoft Exchange 
Information Store サービスを再起動する必要があ り ます。
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3 Windows で、 NetVault Backup がイ ンス ト ールされている etc デ ィ レ ク ト リ に移動し ます （例 ：

C:\Program Files (x86)\Quest\NetVault Backup\…）。

4 必要に応じ て必ず元の設定に戻せるよ う にするには、 「machines.dat」 フ ァ イルのバッ ク ア ッ プ ・ コ ピー

を作成し ます （例 ： 「machines.dat_saved」）。

5 テキス ト ・ エデ ィ タ を使用し て元の machines.dat フ ァ イルを開きます。

6 ローカルの NetVault Backup ク ラ イアン ト （例 ： Client_1） がフ ァ イル内に既に リ ス ト されている こ と を

確認し ます。

[Client_1]
Networks=<Client_1 の IP ア ド レス >
Preferred Address=<Client_1 の IP ア ド レス >
Contact Address=<Client_1 の IP ア ド レス >

7 フ ァ イルの末尾に、 ローカルの NetVault Backup ク ラ イアン ト （例 ： Client_1） が認識する必要のある ク

ラ イアン ト ご とにセクシ ョ ンを追加し て、 <Client_x の IP ア ド レス > を利用可能な IP ア ド レスで置き換

えます。

[Client_2]
Networks=<<Client_2 の IP ア ド レス >
Preferred Address=<Client_2 の IP ア ド レス >
Contact Address=<Client_2 の IP ア ド レス >

[Client_3]
Networks=<Client_3 の IP ア ド レス >
Preferred Address=<Client_3 の IP ア ド レス >
Contact Address=<Client_3 の IP ア ド レス >

8 フ ァ イルを保存し ます。

9 NetVault Backup コ ン フ ィ ギュ レータの ［サービス］ タ ブに戻り、 ［サービスの開始］ を ク リ ッ ク し ます。

［現在の状態］ が ［稼働中］ に変わり ます。

10 ［現在の状態］ が ［稼働中］ のままであれば、 変更が適用されます。 そ う でない場合は数秒後に ［現在の
状態］ が ［停止］ に変わり ます。 この場合は、 以下の手順を完了し ます。

a Windows タ スク  マネージャ を起動し、 ［プロセス］ タ ブ選択し ます。

b プロセスをアルフ ァベ ッ ト 順に表示させるには、 ［イ メ ージ名］ カ ラムのヘ ッ ダを ク リ ッ ク し ま
す。

c リ ス ト をチ ェ ッ ク し て、 nvstatsmngr.exe または nvstatsmngr.exe*32 プロセスがリ ス ト されて

いるか確認し ます。

d いずれかのプロセスがリ ス ト されている場合は、 プロセスを選択し てから ［プロセスの終了］ を
ク リ ッ ク し ます。

e 確認プロンプ ト が表示されたら、 ［プロセスの終了］ を ク リ ッ ク し ます。

f タ スク  マネージャ を閉じ てから NetVault Backup コ ン フ ィ ギュ レータへ戻り、 ［サービスの開始］

を再度ク リ ッ ク し ます。

上記のステ ッ プが完了する と、 NetVault Backup は自動的に machines.dat フ ァ イル内の情報を、 追加し

た各 NetVault Backup ク ラ イアン ト の追加情報で更新し ます。

例 ：

[Client_2]
Type=xxxx
UDP Fragment Size=xxxx
Server=xxxx
Description=xxxx
NVVersion=xxxx
NVBuildLevel=xx
Networks=nnn.nnn.nnn.nnn
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Preferred Address=nnn.nnn.nnn.nnn
Contact Address=nnn.nnn.nnn.nnn
Fixed entry=xxxx
Id=xx
Version=xxxxxxxx
Outside Firewall=xxxx

その他の問題の ト ラ ブルシューテ ィ ング
この ト ピ ッ クでは一般的なエラーと その解決方法について説明し ます。 これ以外のエラーが発生し た場合は、
NetVault Backup ジ ョ ブ ・ ログで Microsoft Exchange Server エラー番号を確認し、 Microsoft Exchange Server
の関連ド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。

表1. トラブルシューティング

エラー・メッセージ 説明

NetVault Backup10.xサービス

（netvault-pgsql）がWindowsで

開始しません。

Windowsイベント・ビューアに次のメッセージが表示されているかどうかを

確認します：PDT FATAL: lock file "postmaster.pid" already exists.

NetVault Backup10.xはPostgreSQLデータベースを使用しています。

PostgreSQLデータベースが開始しない場合、NetVault Backupを開始するこ

とはできません。この問題に対処するには、ログで参照されている場所にあ
る「postmaster.pid」を削除して、NetVault Backupサーバーを再起動します。

詳しくは、https://support.questcom/netvault-backup/kb/122475を参照してく

ださい。

接続または<ユーザー名>ユー

ザーでのログオンに失敗しまし
た。

以下のバックアップまたはリストア・ジョブを起動する前に、関連するすべ
てのExchangeサービスが起動していることを確認してください。以下の

サービスが含まれます。

• Microsoft Exchange Information Store

• Microsoft Exchange System Attendant

• Microsoft Exchange Replication Service（LCRおよびCCR環境）

• Microsoft Software Shadow Copy Provider （VSSバックアップ）

• Volume Shadow Copy（ボリューム・シャドウ・コピー）（VSSバック

アップ）（Microsoft Software Shadow Copy Providerによって自動的に

起動）

バックアップ・コンポーネント
の取得に失敗しました。

Exchange Serverデータベースがマウントされているか確認します。また、

パッシブ・データのバックアップ実行中には、CCRとLCR環境における

パッシブ・コピーがExchange管理コンソールで健全な状態であることを確

認します。パッシブ・コピーが失敗状態の場合、バックアップも失敗に終わ
ります。失敗したパッシブ・コピーは、削除またはUpdate-
StorageGroupCopyコマンドで更新することにより、健全な状態に復帰させる

ことができます。このコマンドについて詳しくは、
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/aa998853.aspxを参照してください。

ジョブに適合するメディアがあ
りません。

このエラーは、複数のストレージ・グループ/メールボックス・データベー

スがパラレル・ストリームを使用して同時にバックアップされ、メディア・
ドライブの数がストレージ・グループ/メールボックス・データベースの数

よりも少ない場合に発生します。

エラーが発生しました。データ
ベースがマウント解除されてい
ることを確認してください。

特定のデータベースがマウント解除されていても、［このデータベースはリ
ストアで上書きできます］オプションが、ストアに関する［プロパティ］ダ
イアログ・ボックスの［データベース］タブで選択されていなければ、この
エラーが発生します。
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• バックアップ・レコード
の追加に失敗しました

• バックアップ・インデッ
クスをデータベースに書
き込むことができません
でした

これらのメッセージは、選択さ
れたデータのバックアップは完
了したものの、NetVault Backup
によってジョブのインデックス
情報がデータベースに適切に追
加されなかったことを示しま
す。このインデックス情報が追
加されていないと、データは正
しくリストアされません。

方法1：

［デバイス管理］ページを開いてバックアップ・メディアを選択し、［スキャ
ン］をクリックします。NetVault Backupでは、バックアップ・ジョブのイン

デックス情報はNetVaultデータベースとバックアップ対象メディアの双方に

保存されます。このスキャンを実行することで、インデックス情報が
NetVaultデータベースに書き込まれます。情報が追加されたことを確認する

には、［ジョブ定義管理］ページを開いて対象のジョブを見つけます。ジョ
ブを実行できるようになった場合、スキャン・プロセスにより問題が修正さ
れています。

方法2：

方法1が失敗した場合は、バックアップ・ジョブを再実行します。

Exchange Server 2007のクラス

タ化環境では、下記の操作は利
用できません。

• データベースのマウント
/マウント解除

• ストレージ・グループの
レプリケーションの中断
/更新

この問題は、クラスタ化環境におけるExchange Server 2007 RTMバージョン

でのみ発生することが分かっています。Exchange Server 2007 RTMが

Exchange Server 2007 Service Pack 1またはそれ以降のバージョンにアップグ

レードされていることを確認する必要があります。

増分または差分リストアが正常
終了した後、LCRデータベース

上でレプリケーションがイベン
トID 2070を伴って失敗します。

リストア・ジョブは正常に完了し、Plug-in for Exchangeはストレージ・グ

ループのレプリケーションを問題なく更新することができます。ただし、レ
プリケートされたデータベース上で差分リストアが実行されると、パッシ
ブ・ノード上で再シード処理が失敗することがあります。ストレージ・グ
ループ用のExchange管理コンソールで、コピー状態の出力フィールドに表

示されるステータスが本来なら［健全］になるはずが、実際は［失敗］と表
示されてしまいます。また、ストレージ・グループのレプリケーション・コ
ピーを更新しようとしても、ステータスは［失敗］のままになります。この
問題を解決するには、Exchange ServerをExchange Server 2007 Service Pack 1
用の更新プログラムのロールアップ9でアップグレードしてください。詳し

くは、https://technet.microsoft.com/ja-jp/library/bb218741(v=exchg.80).aspxを

参照してください。

Exchange Serverがアップグレードできない場合、代替方法として、リスト

ア・ジョブの後フル・バックアップを実行し、ストレージ・グループのレプ
リケーション・コピーを更新します。

表1. トラブルシューティング

エラー・メッセージ 説明
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弊社について
弊社の社名は単なる名前ではありません
弊社は、 お客様が情報技術をよ り有効に活用できる方法を常に探し ています。 そのために、 IT 管理にかかる時間

を節約し、 ビジネスの革新に多 く の時間を費やすこ とができるよ う なソ フ ト ウ ェ ア ・ ソ リ ューシ ョ ンを コ ミ ュニ
テ ィ 主導で構築し ています。 データ ・ セン ターの近代化と ク ラウ ド の早期利用を支援し、 データ を活用し たビジ
ネスを成長させるために必要な専門知識、 セキュ リ テ ィ 、 アクセシビ リ テ ィ を提供し ます。 Quest は、 革新の一

環と し てお客様をグローバル ・ コ ミ ュニテ ィ に招き入れ、 さ らに顧客満足度を確保するために努力し ながら、 お
客様の現状に実際にイ ンパク ト を与え、 誇ら しい遺産を残すこ とができる ソ リ ューシ ョ ンを提供し続けていま
す。 弊社は新しいソ フ ト ウ ェ ア会社へと変革する こ と で現状に挑戦し ています。 弊社は、 お客様のパー ト ナーと
し て、 お客様主体でお客様に適し た情報技術を設計できるよ う に精力的に努力し ています。 これは弊社の使命で
あり、 お客様と一緒に取り組みます。 新しい Quest へよ う こそ。 お客様は、 Join the Innovation™ （革新的な世

界への参加） に招待されま し た。

弊社のブランド、弊社のビジョン。お客
様と共に。
弊社のロゴは、 革新、 コ ミ ュニテ ィ 、 サポー ト とい う弊社の主題を表し ています。 この主題の重要な部分は、 Q
とい う文字で始ま り ます。 それは完全な円であり、 技術的な正確さ と強さへの約束を表し ます。 Q 自体の中にあ

る空間は、 不足し ている構成要素 （つま り お客様） がコ ミ ュニテ ィ および新しい Quest に加わる必要がある こ

と を象徴し ています。

Questへのお問い合わせ
販売その他に関するご質問については、 https://www.quest.com/jp-ja/company/contact-us.aspx を参照するか、

+1-949-754-8000 までご連絡 く だ さい。

テクニカル・サポート用リソース
テ クニカル ・ サポー ト は、 Quest の有効な保守契約を締結し ている場合、 または試用版を保有し ている場合にご

利用いただけます。 Quest サポー ト ・ ポータル （https://support.quest.com/ja-jp） にアクセスする こ とができま

す。

サポー ト ・ ポータルには、 問題を自主的にすばや く 解決するために使用できるセルフヘルプ ・ ツールがあ り、
24 時間 365 日ご利用いただけます。 サポー ト ・ ポータルでは次のこ と を実行できます。

• サービス ・ リ クエス ト の送信と管理。

• ナレ ッ ジベース記事の参照。

• 製品に関するお知らせへの登録。
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• ソ フ ト ウ ェ ア と技術文書のダウンロー ド。

• 入門ビデオの閲覧。

• コ ミ ュニテ ィ ・ デ ィ スカ ッ シ ョ ンへの参加。

• サポー ト ・ エンジニア とのオン ラ イ ン ・ チャ ッ ト 。

• 製品に関する支援サービスの表示。
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